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兵庫労山結成４０周年記念誌の発行に寄せて兵庫労山結成４０周年記念誌の発行に寄せて
会　長　玉井進吾郎会　長　玉井進吾郎

　兵庫労山は昨年の４月に結成　兵庫労山は昨年の４月に結成4040周年を迎えました。この度、周年を迎えました。この度、4040周年記念事業の最後となる「兵庫周年記念事業の最後となる「兵庫

労山結成４０周年記念誌」が発行されました。兵庫労山では初めての記念誌であり、大変意義深い労山結成４０周年記念誌」が発行されました。兵庫労山では初めての記念誌であり、大変意義深い

ものです。先輩たちがものです。先輩たちが4040年前に兵庫労山の礎を築き、兵庫の地に働く者の立場に立った新しい登山年前に兵庫労山の礎を築き、兵庫の地に働く者の立場に立った新しい登山

運動を営々と広めて来た活動の一端が綴られています。運動を営々と広めて来た活動の一端が綴られています。4040年の「兵庫労山の歩み」を今、兵庫労山に年の「兵庫労山の歩み」を今、兵庫労山に

集まって山に登り、登山を広める活動を行なっている仲間達に知っていただきたいと思います。現集まって山に登り、登山を広める活動を行なっている仲間達に知っていただきたいと思います。現

在では考えられませんが、在では考えられませんが、4040年前はほとんどの会員が年前はほとんどの会員が2020歳から歳から3030歳前半の文字通り青年でした。今歳前半の文字通り青年でした。今

とは社会情勢、労働環境、余暇利用等々を単純に比べることは出来ないと思いますが、この記念誌とは社会情勢、労働環境、余暇利用等々を単純に比べることは出来ないと思いますが、この記念誌

が現在山の会の運営で悩みながらも頑張っている仲間たちの活動に少しでも参考になれば幸甚でが現在山の会の運営で悩みながらも頑張っている仲間たちの活動に少しでも参考になれば幸甚で

す。す。

　　19661966年４月、西宮、尼崎、宝塚そして神戸の４つの勤労者山岳会、２５０名の会員が東京、大阪に年４月、西宮、尼崎、宝塚そして神戸の４つの勤労者山岳会、２５０名の会員が東京、大阪に

次ぐ地方連盟としては３番目の兵庫県勤労者山岳連盟を結成しました。現在の兵庫労山は４９の次ぐ地方連盟としては３番目の兵庫県勤労者山岳連盟を結成しました。現在の兵庫労山は４９の

山の会、ハイキングクラブで構成されており、会員は約山の会、ハイキングクラブで構成されており、会員は約25002500名になっています。名になっています。

　結成当時は山の良さ、素晴らしさ、自然の美しさを会員が自分たちの周りの人たちに呼び掛けて　結成当時は山の良さ、素晴らしさ、自然の美しさを会員が自分たちの周りの人たちに呼び掛けて

山行を行なうという会の基礎作りが中心の活動でした。また、登山をすること、登山をする権利は山行を行なうという会の基礎作りが中心の活動でした。また、登山をすること、登山をする権利は

憲法に保障された人間の生存権の一つであるということを進歩的な弁護士先生達から学びました。憲法に保障された人間の生存権の一つであるということを進歩的な弁護士先生達から学びました。

ここ最近はこのようなことを勉強して自らを高め律していくことが少なくなったことは大変残念ここ最近はこのようなことを勉強して自らを高め律していくことが少なくなったことは大変残念

なことです。当時の兵庫労山の方針をひとことで言えば「登山者の社会的使命をしっかり自覚して、なことです。当時の兵庫労山の方針をひとことで言えば「登山者の社会的使命をしっかり自覚して、

全ての登山愛好者、自然に親しみたいと願っている人々たちの要求に応える活動を何より重視す全ての登山愛好者、自然に親しみたいと願っている人々たちの要求に応える活動を何より重視す

る観点を確立し、具体的には①登山者は緑の番人でなければならないとの自覚にもとづく自然をる観点を確立し、具体的には①登山者は緑の番人でなければならないとの自覚にもとづく自然を

守る運動、②老人、婦人、子供、障害者の人たちに登山の楽しさを味わってもらう活動、③毎月きっ守る運動、②老人、婦人、子供、障害者の人たちに登山の楽しさを味わってもらう活動、③毎月きっ

ちりした市民ハイキングを実施、季節ごとの登山バスの実施、そして一般の愛好者を対象にした登ちりした市民ハイキングを実施、季節ごとの登山バスの実施、そして一般の愛好者を対象にした登

山講座、登山教室の実施などの活動に取り組む」ということでした。　　　山講座、登山教室の実施などの活動に取り組む」ということでした。　　　

　さて、兵庫労山では早くから２０労山１０００名という組織の拡大目標を掲げて来ました。この　さて、兵庫労山では早くから２０労山１０００名という組織の拡大目標を掲げて来ました。この

目標は１９７４年に達成されましたが、これは単に山登りだけの活動で実現したわけではありま目標は１９７４年に達成されましたが、これは単に山登りだけの活動で実現したわけではありま

せん。１９７１年１月、県連登山学校の講師から「山に登っておられるあなた方は、山の中で行なわせん。１９７１年１月、県連登山学校の講師から「山に登っておられるあなた方は、山の中で行なわ

れている自然破壊を見てどう思っておられるのか、一度聞いて見たかった」と言われたことに大きれている自然破壊を見てどう思っておられるのか、一度聞いて見たかった」と言われたことに大き

なショックを受けました。県連盟では六甲山の河川の汚濁が大きな問題となっており、前年から水なショックを受けました。県連盟では六甲山の河川の汚濁が大きな問題となっており、前年から水

質調査を始めたところでしたが、まだ兵庫県全域の山岳自然にまでは目が向いていませんでした。質調査を始めたところでしたが、まだ兵庫県全域の山岳自然にまでは目が向いていませんでした。

さっそく、兵庫の山岳における自然破壊総点検の活動を取り組み、この中で氷ノ山が大幹線林道のさっそく、兵庫の山岳における自然破壊総点検の活動を取り組み、この中で氷ノ山が大幹線林道の

建設によって危機に瀕していることを知りました。多田繁次さん等と「氷ノ山の自然を守る会」を建設によって危機に瀕していることを知りました。多田繁次さん等と「氷ノ山の自然を守る会」を

結成し、県連盟を上げて氷ノ山の自然を守る大運動が始まりました。この運動の中で会員が１００結成し、県連盟を上げて氷ノ山の自然を守る大運動が始まりました。この運動の中で会員が１００

０名を達成したのでした。一方、六甲山系０名を達成したのでした。一方、六甲山系2525河川の水質調査は四季を通じて行い、そのデータを元河川の水質調査は四季を通じて行い、そのデータを元

に神戸市と交渉し、六甲山上の建築物に第三次処理施設設置の公害防止協定を締結させました。に神戸市と交渉し、六甲山上の建築物に第三次処理施設設置の公害防止協定を締結させました。
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　１９７８年　１９７８年1010月月2222日は「六甲山からゴミを一掃する運動」が始まった歴史的な日となりました。日は「六甲山からゴミを一掃する運動」が始まった歴史的な日となりました。

８月を除く毎月１回統一行動として全ての会が六甲山のハイキングコースを受け持ってゴミ一掃８月を除く毎月１回統一行動として全ての会が六甲山のハイキングコースを受け持ってゴミ一掃

の活動を行いました。六甲山はこの運動によって見違えるように綺麗になりました。この取り組みの活動を行いました。六甲山はこの運動によって見違えるように綺麗になりました。この取り組み

の広がりの中での広がりの中で19791979年末に会員が２０００名を突破しました。これらの自然保護活動によって兵年末に会員が２０００名を突破しました。これらの自然保護活動によって兵

庫労山が兵庫県民から一定の社会的な認知を受けることになり、運動の成果が労山の会員拡大と庫労山が兵庫県民から一定の社会的な認知を受けることになり、運動の成果が労山の会員拡大と

もなって評価されたと考えられます。氷ノ山を守り、六甲山を甦らせたことに私達はもっと自信をもなって評価されたと考えられます。氷ノ山を守り、六甲山を甦らせたことに私達はもっと自信を

持って良いのではないでしょうか？　私たちがこの運動を行なわなかったらどうなっていたで持って良いのではないでしょうか？　私たちがこの運動を行なわなかったらどうなっていたで

しょうか？　氷ノ山は大幹線林道で無残な姿、六甲山はゴミ溜めとなっていたことに疑う余地はしょうか？　氷ノ山は大幹線林道で無残な姿、六甲山はゴミ溜めとなっていたことに疑う余地は

なかったと思います。なかったと思います。

　次に登山を広め、仲間を増やす活動としては常に社会的に弱者の立場にあるお年寄り、女性、子　次に登山を広め、仲間を増やす活動としては常に社会的に弱者の立場にあるお年寄り、女性、子

供たち、障害者の方々に手を差し伸べ、自然の素晴らしさを知ってもらうことでした。供たち、障害者の方々に手を差し伸べ、自然の素晴らしさを知ってもらうことでした。19751975年に創年に創

立された西宮明昭山の会はまさに時代の先取りであり、今では兵庫労山の３分の１に迫る立された西宮明昭山の会はまさに時代の先取りであり、今では兵庫労山の３分の１に迫る700700名を名を

擁する全国有数のハイキングクラブになっています。また、女性だけのクラブも組織され自立した擁する全国有数のハイキングクラブになっています。また、女性だけのクラブも組織され自立した

女性がアルプスを闊歩し、クライミングをしている姿はもう珍しくありません。さて、子供たちは女性がアルプスを闊歩し、クライミングをしている姿はもう珍しくありません。さて、子供たちは

いつも社会の縮図のような立場に置かれており、未来への希望と裏腹に大きな不安に襲われていいつも社会の縮図のような立場に置かれており、未来への希望と裏腹に大きな不安に襲われてい

ます。兵庫労山ではます。兵庫労山では19761976年から子供のための冒険学校を組織し活動を展開してきました。残念なが年から子供のための冒険学校を組織し活動を展開してきました。残念なが

ら現在県連規模では取り組めていません。今後の課題の一つとなっています。障害者登山もら現在県連規模では取り組めていません。今後の課題の一つとなっています。障害者登山も19761976年年

から取り組みを始めて来ました。から取り組みを始めて来ました。20032003年には視覚障害者の会「ハイキングクラブ・カメ２００３」が年には視覚障害者の会「ハイキングクラブ・カメ２００３」が

組織されるに至っています。兵庫労山が大きな組織になって来たのは華やかな海外登山やクライ組織されるに至っています。兵庫労山が大きな組織になって来たのは華やかな海外登山やクライ

ミングによってではありませんでした。全ての登山愛好者、自然に親しみたいと願っている人々たミングによってではありませんでした。全ての登山愛好者、自然に親しみたいと願っている人々た

ちの要求に愚直に応える活動によって成しえたものでした。ちの要求に愚直に応える活動によって成しえたものでした。

　最後に労山の設立目的の一つであった「山の遭難を無くする」ことはまだ実現していません。残　最後に労山の設立目的の一つであった「山の遭難を無くする」ことはまだ実現していません。残

念ながら兵庫労山自らが多くの遭難事故を起こし、３９名の仲間が遭難で亡くなくなっています。念ながら兵庫労山自らが多くの遭難事故を起こし、３９名の仲間が遭難で亡くなくなっています。

ここに亡くなられた故人のご冥福をお祈りします。最近は中高年者の遭難が多く社会問題にすらここに亡くなられた故人のご冥福をお祈りします。最近は中高年者の遭難が多く社会問題にすら

なっており、その対策が兵庫労山にも求められています。なっており、その対策が兵庫労山にも求められています。

　世界的に森林伐採、砂漠化が大きな問題となっていますが、ここ六甲山や氷ノ山を始めとする但　世界的に森林伐採、砂漠化が大きな問題となっていますが、ここ六甲山や氷ノ山を始めとする但

馬の山々は緑豊かな森に包まれています。私達は六甲山や但馬の山々の自然を守って来たと自信馬の山々は緑豊かな森に包まれています。私達は六甲山や但馬の山々の自然を守って来たと自信

を持って言えると思います。を持って言えると思います。4040年の兵庫労山の活動を振り返り、県民とともに兵庫の地に登山を広年の兵庫労山の活動を振り返り、県民とともに兵庫の地に登山を広

めて来れたことに誇りを感じています。この記念誌を一里塚としてさらに２１世紀を歩んで行こめて来れたことに誇りを感じています。この記念誌を一里塚としてさらに２１世紀を歩んで行こ

うではありませんか。うではありませんか。
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兵庫労山の山行教育活動兵庫労山の山行教育活動
　　19661966年連盟は結成されたが、山行技術面ではその年連盟は結成されたが、山行技術面ではその22年半前に結成された西宮労山の経験と、直前に年半前に結成された西宮労山の経験と、直前に

誕生した尼崎、宝塚、神戸の各労山の個人の力に頼るしかなかった。そこで連盟は生まれたばかりの誕生した尼崎、宝塚、神戸の各労山の個人の力に頼るしかなかった。そこで連盟は生まれたばかりの

この年のこの年の1111月に富士山で開かれた第月に富士山で開かれた第11回全国登山学校に回全国登山学校に1010名の代表を派遣し、登山技術の習得を図っ名の代表を派遣し、登山技術の習得を図っ

た。この受講生が講師となって、翌た。この受講生が講師となって、翌19671967年年33月には氷ノ山で冬山学校を取り組んでいる。そして早く月には氷ノ山で冬山学校を取り組んでいる。そして早く

もも55月には月にはRCTRCT講習会、講習会、66月には実技と理論の登山学校がとりくまれている。さらにこの年の月には実技と理論の登山学校がとりくまれている。さらにこの年の1111月から月から

は各会のリーダー養成と交流を目的に山行技術面を中心とした第は各会のリーダー養成と交流を目的に山行技術面を中心とした第11回県連登山学校が開催された。回県連登山学校が開催された。

　　第第33回以降の県連登山学校は、労山運動を前進させる広い視野を持った活動家の養成に重点が置回以降の県連登山学校は、労山運動を前進させる広い視野を持った活動家の養成に重点が置

かれ、思想と理論面の強化を図り、登山史、民主スポーツ運動、権利としてのスポーツなどの講座がかれ、思想と理論面の強化を図り、登山史、民主スポーツ運動、権利としてのスポーツなどの講座が

中心となっていった。これは「労山学校」を経て現在の「運営委員養成セミナー」に引き継がれている。中心となっていった。これは「労山学校」を経て現在の「運営委員養成セミナー」に引き継がれている。

　山行技術面では連盟創立以来、毎年のように岩登り講習会や氷雪技術講習会、救急法・搬出法講　山行技術面では連盟創立以来、毎年のように岩登り講習会や氷雪技術講習会、救急法・搬出法講

習会などの各種講習会や合宿が取り組まれており、これは現在まで引き継がれている。習会などの各種講習会や合宿が取り組まれており、これは現在まで引き継がれている。

　　19741974年には第１期県連リーダー学校が取り組まれ、理論・技術面でのリーダー養成が系統的に図年には第１期県連リーダー学校が取り組まれ、理論・技術面でのリーダー養成が系統的に図

られることとなったが、られることとなったが、19761976年年33月の第月の第33期リーダー学校での奥穂高岳ロバの耳遭難によって中断期リーダー学校での奥穂高岳ロバの耳遭難によって中断

される。相前後してされる。相前後して｢｢岩登りテキスト岩登りテキスト((案案)｣)｣の作成とともに初級岩登り教室が系統的に取り組まれ、の作成とともに初級岩登り教室が系統的に取り組まれ、

終了山行として剣岳三ノ窓合宿が取り組まれるようになった。終了山行として剣岳三ノ窓合宿が取り組まれるようになった。

　　19771977年にはこの岩登り教室を含めて教育体系の確立が図られ、初級岩登り教室で基礎的な岩登年にはこの岩登り教室を含めて教育体系の確立が図られ、初級岩登り教室で基礎的な岩登

りの理論と技術を学んだ後、県連登山学校へ進んで理論面の学習をし、その上で県連中級登山学校りの理論と技術を学んだ後、県連登山学校へ進んで理論面の学習をし、その上で県連中級登山学校

に進んで積雪期の縦走の知識と技術を学ぶ、というものであった。に進んで積雪期の縦走の知識と技術を学ぶ、というものであった。

　　19791979年には、中断されていたリーダー学校を第年には、中断されていたリーダー学校を第44回中級登山学校として再開した。回中級登山学校として再開した。

　これ以降、初級岩登り教室と中級登山学校は系統的に取り組まれ、歴史を重ねて多くの生徒・活　これ以降、初級岩登り教室と中級登山学校は系統的に取り組まれ、歴史を重ねて多くの生徒・活

動家を育てていくことになる。あわせて冬山入山前体力評価基準を設定して合同トレーニングを動家を育てていくことになる。あわせて冬山入山前体力評価基準を設定して合同トレーニングを

実施するなど、技術・体力の向上にも努めた。又日常トレーニングの検証の場として実施するなど、技術・体力の向上にも努めた。又日常トレーニングの検証の場として19831983年からは年からは

各会対抗駅伝大会を実施したが各会対抗駅伝大会を実施したが19941994年の第年の第1010回で終っている。回で終っている。

　　19911991年年1010月の第月の第2727期まで続いた初級岩登り教室は翌期まで続いた初級岩登り教室は翌19921992年からはロッククライミングスクール年からはロッククライミングスクール

に名称を変更した。フリークライミング熱の高まりの中で、に名称を変更した。フリークライミング熱の高まりの中で、19991999年には第年には第11回インドアクライミン回インドアクライミン

グスクールも取り組まれ、グスクールも取り組まれ、20002000年の新日本スポーツ連盟によるクライミングコンペを主管した。年の新日本スポーツ連盟によるクライミングコンペを主管した。

　ハイキング層の要求の高まりに応えて、ハイキングリーダーを育てるため、　ハイキング層の要求の高まりに応えて、ハイキングリーダーを育てるため、19861986年からはハイキ年からはハイキ

ングリーダー講座を取り組み、ングリーダー講座を取り組み、19911991年からは雪山ハイキング講座も取り組むようになっている。ま年からは雪山ハイキング講座も取り組むようになっている。ま

た、た、19831983年から始まった主婦のためのハイキング講座からは、年から始まった主婦のためのハイキング講座からは、HCHCあじさい、グループてくてく、ハイあじさい、グループてくてく、ハイ

キングクラブあすなろ、ハイキングクラブ徒歩徒歩が生まれている。キングクラブあすなろ、ハイキングクラブ徒歩徒歩が生まれている。

　　多発する遭難事故に対して、多発する遭難事故に対して、19951995年年77月月11日に長年の念願であった「兵庫労山救助隊」が結成された。日に長年の念願であった「兵庫労山救助隊」が結成された。

　　19971997年年77月には六甲山で行方不明になったハイカーを発見救出することが出来た。又月には六甲山で行方不明になったハイカーを発見救出することが出来た。又20072007年年33月の月の

氷ノ山不動沢転落事故では、救出するまでには至らなかったが、事故者（遺体）を発見し搬出しました。氷ノ山不動沢転落事故では、救出するまでには至らなかったが、事故者（遺体）を発見し搬出しました。

　救助隊の役割は「早期発見、早期社会復帰」であり、緊急連絡体制、救助搬出の知識・技術の向上を　救助隊の役割は「早期発見、早期社会復帰」であり、緊急連絡体制、救助搬出の知識・技術の向上を

図るため、全国連盟、近畿ブロックの講習会への参加や、定期的な訓練を実施している。　（安留）図るため、全国連盟、近畿ブロックの講習会への参加や、定期的な訓練を実施している。　（安留）
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六甲全山縦走六甲全山縦走

■■  県連発足の年にスタート県連発足の年にスタート

　　4040周年を迎えての第周年を迎えての第4141回六甲全山縦走大会は、大きな転機を迎えた。これまで長く続いた同一パ回六甲全山縦走大会は、大きな転機を迎えた。これまで長く続いた同一パ

ターンが大きく変更された。すなわち、①開催期日がターンが大きく変更された。すなわち、①開催期日が1212月第１日曜日から３月に変更、②コースが月第１日曜日から３月に変更、②コースが

神戸市に準じたコースに変更、③飲食のサポートが全廃になった、などである。神戸市に準じたコースに変更、③飲食のサポートが全廃になった、などである。

　県連の全山縦走大会は、県連結成の年、　県連の全山縦走大会は、県連結成の年、19661966年年1212月に早くも第１回が開催された。それ以来、基本月に早くも第１回が開催された。それ以来、基本

的には、雨の日も雪の日も行われてきた。中止は第４回だけで、これは強い雨のため中止になった。的には、雨の日も雪の日も行われてきた。中止は第４回だけで、これは強い雨のため中止になった。

それまで全山縦走は、山岳会が小規模に自主的に、または強力な山岳会のある特定の大きな職場がそれまで全山縦走は、山岳会が小規模に自主的に、または強力な山岳会のある特定の大きな職場が

まれに行うに過ぎず、一般登山者に開かれた、だれでも参加できる大規模な行事はなかった。県連まれに行うに過ぎず、一般登山者に開かれた、だれでも参加できる大規模な行事はなかった。県連

の大会が初めてである。の大会が初めてである。

　この全山縦走大会の目的は、各会の会員の交流をはかるとともに、一般の登山愛好者に参加する　この全山縦走大会の目的は、各会の会員の交流をはかるとともに、一般の登山愛好者に参加する

機会を提供するとともに、日ごろ鍛えたトレーニングの成果を試す機会ともする、ということに機会を提供するとともに、日ごろ鍛えたトレーニングの成果を試す機会ともする、ということに

あった。そのため、登山靴をはいたり、重装備で歩く参加者もあった。当時はもちろん神戸市もまだあった。そのため、登山靴をはいたり、重装備で歩く参加者もあった。当時はもちろん神戸市もまだ

行っておらず、全山縦走大会は県連が草分けであった。行っておらず、全山縦走大会は県連が草分けであった。

　第１回は、　第１回は、19661966年年1212月４日、参加者は月４日、参加者は6262名、サポーターが名、サポーターが2020名、合計名、合計8282名で行われた。県連の人員名で行われた。県連の人員

が約が約200200名の時代である。参加者の中には、県連外の登山グループも含まれている。名の時代である。参加者の中には、県連外の登山グループも含まれている。

■■  はじめの頃はほんまのはじめの頃はほんまの“全山“全山""縦走！縦走！

　特筆すべきは、この頃から数年間はスタートは塩屋、あの荒れた感じの高倉山の縦走路も健在、　特筆すべきは、この頃から数年間はスタートは塩屋、あの荒れた感じの高倉山の縦走路も健在、

萩の寺から高取山に登り、須磨アルプスも通る加藤文太郎の時代からの伝統コースそのものであっ萩の寺から高取山に登り、須磨アルプスも通る加藤文太郎の時代からの伝統コースそのものであっ

たことである。最初はタイムリミットも設けず、最後のゴールはたことである。最初はタイムリミットも設けず、最後のゴールは1111時を大きく上まわり、サポート時を大きく上まわり、サポート

のメンバーが終電で家に帰れるかどうか、という有り様になった。さすがに安全上からも、次回かのメンバーが終電で家に帰れるかどうか、という有り様になった。さすがに安全上からも、次回か

らタイムリミットを設けるようになった。参加者も、サポーターも皆若い。熱気あふれる雰囲気でらタイムリミットを設けるようになった。参加者も、サポーターも皆若い。熱気あふれる雰囲気で

あった。その後、県連組織も大きくなり、また評判が高くなったのか、あった。その後、県連組織も大きくなり、また評判が高くなったのか、19731973年年((第８回第８回))以後は参加者以後は参加者

が大きく増え始めた。が大きく増え始めた。19811981年から年から19941994年ごろまでは天候の影響により変動があるが、申込者が年ごろまでは天候の影響により変動があるが、申込者が15001500

人から人から20002000人を上下していた。申込者の最高は人を上下していた。申込者の最高は19861986年の年の20892089人、参加者の最高は人、参加者の最高は19421942人である。し人である。し

かしその間、まずスタートの塩屋が、住民にとって早朝からの騒音公害ということで通れなくなり、かしその間、まずスタートの塩屋が、住民にとって早朝からの騒音公害ということで通れなくなり、

神戸市の海の埋め立ての材料として高倉山が削られることにより、また萩の寺も通過を断られ、や神戸市の海の埋め立ての材料として高倉山が削られることにより、また萩の寺も通過を断られ、や

むなくコースを変更せざるを得なくなった。塩屋は須磨浦公園に変わり、須磨アルプスは参加者がむなくコースを変更せざるを得なくなった。塩屋は須磨浦公園に変わり、須磨アルプスは参加者が

増え続けて多人数ではコースが危険と、高倉山と高取山は大きく迂回、六甲の修了試験といわれた増え続けて多人数ではコースが危険と、高倉山と高取山は大きく迂回、六甲の修了試験といわれた

コースが軟弱になって魅力が減ったことは否めない。コースが軟弱になって魅力が減ったことは否めない。

　その間、　その間、19951995年年((第第3030回回))からは東コースをつくり、からは東コースをつくり、19971997年年((第第3232回回))からは西コースを追加するなからは西コースを追加するな

どの工夫も行われている。また第どの工夫も行われている。また第2020回回(1985.12.1)(1985.12.1)、第、第2525回回(1990.12.2)(1990.12.2)、第、第3030回回(1995.12.3)(1995.12.3)には、には、

記念バッジが作られている。記念バッジが作られている。
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■■  起死回生の道は？起死回生の道は？

　しかし　しかし19951995年以後参加者は徐々に減り始める。年以後参加者は徐々に減り始める。19751975年から神戸市主催の神戸市六甲全山縦走市年から神戸市主催の神戸市六甲全山縦走市

民大会が始まり、第１回は参加者民大会が始まり、第１回は参加者15601560名、完走率名、完走率83.283.2％であったが、参加者が急速に増え％であったが、参加者が急速に増え30003000人を人を

越えるようになったので、年２回に分けての開催となっている。越えるようになったので、年２回に分けての開催となっている。

　なぜ減少したのか、詳細な分析を行わないと分からないが、神戸市主催の全縦と時期が接近し競　なぜ減少したのか、詳細な分析を行わないと分からないが、神戸市主催の全縦と時期が接近し競

合していること、宣伝力が弱いこと、神戸市のコースに比べても本来の全縦コースとしてはあまり合していること、宣伝力が弱いこと、神戸市のコースに比べても本来の全縦コースとしてはあまり

にもカット・迂回があり魅力が薄いこと、その他記念品、参加費の違いなどが挙げられる。また、わにもカット・迂回があり魅力が薄いこと、その他記念品、参加費の違いなどが挙げられる。また、わ

れわれの会を見ても分かるが、常連参加者れわれの会を見ても分かるが、常連参加者((レピーターレピーター))が高齢になって参加しなくなったのに対が高齢になって参加しなくなったのに対

して、元気な新会員が少ないことも考えられる。いずれにせよ、各会の会員が高齢化していることして、元気な新会員が少ないことも考えられる。いずれにせよ、各会の会員が高齢化していること

が原因の一つになっていないだろうか。いずれにせよ、これまでの経験でも大勢の方が活気があり、が原因の一つになっていないだろうか。いずれにせよ、これまでの経験でも大勢の方が活気があり、

励みになるのは事実である。励みになるのは事実である。

　それにもかかわらず、会によっては、会員が多く参加し、また会外から大勢の参加者を得た会も　それにもかかわらず、会によっては、会員が多く参加し、また会外から大勢の参加者を得た会も

あり、全縦を楽しんで待つような元気に活躍する会員の多寡や、ふだんの会外との結び付きの広さあり、全縦を楽しんで待つような元気に活躍する会員の多寡や、ふだんの会外との結び付きの広さ

がものを云っているのであろう。全縦の成功も結局、各会が生き生きと活動し、会員を広げるかどがものを云っているのであろう。全縦の成功も結局、各会が生き生きと活動し、会員を広げるかど

うかにかかっているのである。うかにかかっているのである。

（原水）（原水）
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《六甲全縦参加者数》
申込 参加者（出走） 完走

回数 年 月 日 全縦 西六甲 東六甲 計 全縦 西六甲 東六甲 計 全縦 西六甲 東六甲 計

1 1966 12 4 0 62 62 53 53
2 1967 12 3 0 125 125 101 101

3 1968 12 1 0 143 143 121 121

4 1969 12 7 雨天中止 0 0 0
5 1970 12 6 0 156 156 89 89

6 1971 12 5 0 235 235 166 166

7 1972 12 3 0 219 219 141 141
8 1973 12 2 0 405 405 297 297

9 1974 12 1 0 435 435 351 351
10 1975 11 30 0 701 701 576 576

11 1976 11 28 0 823 823 687 687

12 1977 12 4 1,072 1,072 940 940 718 718
13 1978 12 3 1,061 1,061 930 930 819 819

14 1979 12 2 1,389 1,389 1,393 1,393 1,104 1,104

15 1980 12 7 1,550 1,550 1,378 1,378 1,277 1,277
16 1981 12 6 0 1,839 1,839 1,644 1,644

17 1982 12 5 1,834 1,834 1,942 1,942 1,521 1,521

18 1983 12 4 0 1,645 1,645 1,597 1,597
19 1984 12 2 2,068 2,068 1,862 1,862 1,684 1,684

20 1985 12 1 0 1,810 1,810 1,584 1,584

21 1986 12 7 2,089 2,089 1,851 1,851 1,667 1,667
22 1987 12 6 1,637 1,637 1,456 1,456 1,183 1,183

23 1988 12 4 1,750 1,750 1,634 1,634 1,495 1,495

24 1989 12 3 1,802 1,802 1,626 1,626 1,555 1,555
25 1990 12 2 1,768 1,768 1,574 1,574 1,476 1,476

26 1991 12 1 1,630 1,630 1,519 1,519 1,413 1,413

27 1992 12 6 1,881 1,881 1,646 1,646 1,546 1,546
28 1993 12 5 1,940 1,940 1,697 1,697 1,547 1,547

29 1994 12 4 1,874 1,874 1,665 1,665 1,493 1,493

30 1995 12 3 1,499 116 1,615 1,349 105 1,454 1,216 105 1,321
31 1996 12 1 1,464 201 1,665 1,275 148 1,423 1,154 143 1,297

32 1997 12 7 0 1,401 83 138 1,622 1,006 59 90 1,155
33 1998 12 6 1,227 46 162 1,435 1,117 43 144 1,304 1,026 41 141 1,208

34 1999 12 5 1,191 80 178 1,449 1,027 68 149 1,244 951 66 144 1,161

35 2000 12 3 1,084 60 155 1,299 970 57 138 1,165 893 56 129 1,078
36 2001 12 2 976 52 151 1,179 867 41 140 1,048 799 41 127 967

37 2002 12 1 977 41 196 1,214 902 34 162 1,098 803 34 157 994

38 2003 12 7 899 55 184 1,138 795 48 157 1,000 726 48 151 925
39 2004 12 5 825 200 1,025 635 130 765 564 122 686

40 2005 12 4 818 201 1,019 728 151 879 405 90 495

41 2007 3 11 588 206 794 494 179 673 349 167 516
第20回（1985.12.1）、第25回（1990.12.2）、第30回（1995.12.3）で記念バッチ作成

第30回から東コース追加　第32回から西コースも追加

第26回（1991.12.1）にはこの年の平和行進通し行進者 錦織さんも完走。
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六甲山タイムトライアル六甲山タイムトライアル

　　19831983年年44月３日、春を体いっぱい感じる暖かい陽ざしの中、記念すべき第１回六甲山全山縦走タ月３日、春を体いっぱい感じる暖かい陽ざしの中、記念すべき第１回六甲山全山縦走タ

イムトライアルがイムトライアルが250250名の参加で行なわれました。（これは兵庫労山発行の「事務連絡№名の参加で行なわれました。（これは兵庫労山発行の「事務連絡№135135」の報告」の報告

の出だしである）の出だしである）

　　19661966年に兵庫県連が結成されて以来、毎年年に兵庫県連が結成されて以来、毎年1212月月

第１日曜日に六甲全縦が取り組まれて来ました。第１日曜日に六甲全縦が取り組まれて来ました。

全縦は全縦は19801980年になると参加者が年になると参加者が20002000名規模になる名規模になる

という兵庫労山の最大のイベントになっていた。という兵庫労山の最大のイベントになっていた。

当時はランニングブームが広がっており、単なる当時はランニングブームが広がっており、単なる

平地を走るだけでは飽き足らなく山野を走るクロ平地を走るだけでは飽き足らなく山野を走るクロ

スカントリーに人気も出始めていた。労山の全縦スカントリーに人気も出始めていた。労山の全縦

参加者からも縦走のタイムや順位を尋ねられるこ参加者からも縦走のタイムや順位を尋ねられるこ

とがしばしばあった。また、労山は全縦を山行活動のトレーニングの一環としても位置づけていた。とがしばしばあった。また、労山は全縦を山行活動のトレーニングの一環としても位置づけていた。

19831983年になって兵庫県連はこのような愛好者の要求にかない、自らのトレーニングの場とも考え、年になって兵庫県連はこのような愛好者の要求にかない、自らのトレーニングの場とも考え、

タイムを競う全縦を新たに取り組むことにした。取り組み期間がわずか１ヶ月という短期間にもタイムを競う全縦を新たに取り組むことにした。取り組み期間がわずか１ヶ月という短期間にも

関わらず、兵庫県内各地や遠く鎌倉からの参加者もあった。タイムは男子が爲本寿さんの５時間関わらず、兵庫県内各地や遠く鎌倉からの参加者もあった。タイムは男子が爲本寿さんの５時間2424

分、女子が渡辺喜美香さんの分、女子が渡辺喜美香さんの88時間時間1515分であった。分であった。

　六甲山タイムトライアルは第３回から３月最後の日曜日実施として毎年開催された。参加者も　六甲山タイムトライアルは第３回から３月最後の日曜日実施として毎年開催された。参加者も

第第33回で回で500500名を越えたが、大会運営上名を越えたが、大会運営上700700名に募集を制限した。名に募集を制限した。

　ランニング雑誌の「ランナーズ」や山岳雑誌「山と渓谷」の取材もあって全国各地から参加者が集　ランニング雑誌の「ランナーズ」や山岳雑誌「山と渓谷」の取材もあって全国各地から参加者が集

まった。タイムトライアルは労山の全縦コースとまった。タイムトライアルは労山の全縦コースと

違って須磨アルプス、高取山を含むもので累計標違って須磨アルプス、高取山を含むもので累計標

高差が高差が30003000ｍとも言われる難コースとして紹介さｍとも言われる難コースとして紹介さ

れた。　れた。　

　　これまでの最高タイムは男子が第８回（これまでの最高タイムは男子が第８回（19901990年）年）

の４時間の４時間1313分（山梨県の千野香さん）、女子は第９回分（山梨県の千野香さん）、女子は第９回

の５時間９分（千葉県の中川シズ子さん）である。の５時間９分（千葉県の中川シズ子さん）である。

　　19951995年の第年の第1313回は申込みが前年にすでに終わっ回は申込みが前年にすでに終わっ

ていたが、１月ていたが、１月1717日の阪神淡路大震災によって中日の阪神淡路大震災によって中

止を余儀なくされた。この時の参加費は六甲山の止を余儀なくされた。この時の参加費は六甲山の

登山道修復等の費用として神戸市等の自治体に寄登山道修復等の費用として神戸市等の自治体に寄

付させていただいた。翌付させていただいた。翌19961996年には第年には第1414回を実施回を実施

したが、したが、19971997年に市街地の自治会が反対されたた年に市街地の自治会が反対されたた

めタイムトライアルは中止となった。めタイムトライアルは中止となった。

（玉井）（玉井）

第１回の参加者からの便り第１回の参加者からの便り

拝啓拝啓

　タイムトライアルの成績表拝受いたしました。ご多忙な方々が　タイムトライアルの成績表拝受いたしました。ご多忙な方々が

こんなにくわしく丁寧な作業をしてくださり頭がさがります。知人こんなにくわしく丁寧な作業をしてくださり頭がさがります。知人

の名前も何人か見つかり興味深く拝見いたしました。の名前も何人か見つかり興味深く拝見いたしました。

　また、　また、44月３日当日には、スタートやチェックポイント、サポート、月３日当日には、スタートやチェックポイント、サポート、

ゴールの記録記入、ぜんざいなどのサービスの爲に長時間おゴールの記録記入、ぜんざいなどのサービスの爲に長時間お

世話下さり大変有難うございました。世話下さり大変有難うございました。

　お陰様で、参加者といたしましては安心して全力を発揮でき　お陰様で、参加者といたしましては安心して全力を発揮でき

ました。まさか私が６時間ました。まさか私が６時間5858分で完走できるとは思いませんで分で完走できるとは思いませんで

した。何か大きな未知なるものへ挑戦し、それをやりとげた感動した。何か大きな未知なるものへ挑戦し、それをやりとげた感動

が今でも残っています。が今でも残っています。

　職場の同僚の中にも来年のタイムトライアルには参加したい　職場の同僚の中にも来年のタイムトライアルには参加したい

人もいますし、私もぜひ参加し記録を更新したいと思っていま人もいますし、私もぜひ参加し記録を更新したいと思っていま

す。お世話なさる方は大変でしょうが、来年も４月上旬にタイムす。お世話なさる方は大変でしょうが、来年も４月上旬にタイム

トライアルを実施してくださる様、お礼かたがたお願い申し上げトライアルを実施してくださる様、お礼かたがたお願い申し上げ

ます。　　　　　　　　　ます。　　　　　　　　　  　　　　                                                          　　　敬具　　　敬具

神吉美敏（ゼッケン神吉美敏（ゼッケン267267））
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兵庫の山々いっせい登山の取り組み兵庫の山々いっせい登山の取り組み

　　19901990年「氷ノ山の自然を守る運動」が一応終結した頃から「兵庫の山々へ登りたい」「氷ノ山以外の兵庫年「氷ノ山の自然を守る運動」が一応終結した頃から「兵庫の山々へ登りたい」「氷ノ山以外の兵庫

の山々はどうなっているのの山々はどうなっているの((自然保護の面からも自然保護の面からも))」「もっと兵庫の山々を知ろう」という声があがった。」「もっと兵庫の山々を知ろう」という声があがった。

　また、その前に「兵庫百山」のガイドブックを作ろうと，各会では、担当をきめ、調査してきた計かも　また、その前に「兵庫百山」のガイドブックを作ろうと，各会では、担当をきめ、調査してきた計かも

あった。あった。

　そこで、兵庫労山２５周年記念行事の一環として、兵庫労山あげて「兵庫県内の山々へ登る」取り組み　そこで、兵庫労山２５周年記念行事の一環として、兵庫労山あげて「兵庫県内の山々へ登る」取り組み

をはじめた。をはじめた。

　相前後して、無線の重要性もあり、資格習得の講習会も開催していたが、その中心のメンバーの協力　相前後して、無線の重要性もあり、資格習得の講習会も開催していたが、その中心のメンバーの協力

を得て、無線を利用して、リアルタイムに各会の登山の実情、（会名・どこの山・何人で等）を交信するこを得て、無線を利用して、リアルタイムに各会の登山の実情、（会名・どこの山・何人で等）を交信するこ

とにより、連盟の仲間の、兵庫の山々へ取り組む心意気をお互いに感じようとの目的で取り組んだ。（第とにより、連盟の仲間の、兵庫の山々へ取り組む心意気をお互いに感じようとの目的で取り組んだ。（第

１回　１回　19911991．５．１８～１９）．５．１８～１９）

　これらを基礎に、兵庫の山々のガイドブックをつくろうと、地図を含めた資料と報告書の提出を求め　これらを基礎に、兵庫の山々のガイドブックをつくろうと、地図を含めた資料と報告書の提出を求め

たが集まりきらず実現できなかった。たが集まりきらず実現できなかった。

　そして、尼崎山の会の紹介で、播磨地域　そして、尼崎山の会の紹介で、播磨地域((当時の宍粟郡一宮町当時の宍粟郡一宮町))千町ケ峰の麓に自費でキャンブ場を設千町ケ峰の麓に自費でキャンブ場を設

立された「こぶしの村」を知り、そこに現地本部を置いた。立された「こぶしの村」を知り、そこに現地本部を置いた。

　尼崎山の会は、この地域に道標を立てるなど、積極的に登山の案内活動を展開していてた。　尼崎山の会は、この地域に道標を立てるなど、積極的に登山の案内活動を展開していてた。

　この千町ケ峰から、兵庫の山々に登っている兵庫労山の各パーティーに「ハロー　この千町ケ峰から、兵庫の山々に登っている兵庫労山の各パーティーに「ハローCQCQ・・CQCQ」と交信し、無」と交信し、無

線を通じて、連帯と交流を深めてきた。線を通じて、連帯と交流を深めてきた。

　前夜、現地本部こぶしの村に集まった会と、田中先生　前夜、現地本部こぶしの村に集まった会と、田中先生((こぶしの村設立者　故人こぶしの村設立者　故人))の考えのすばらしさの考えのすばらしさ

に共鳴し、参加者の相互の交流も深めた。しかし、千町ヶ峰の山頂付近が笹の繁殖により無線運用の環に共鳴し、参加者の相互の交流も深めた。しかし、千町ヶ峰の山頂付近が笹の繁殖により無線運用の環

境に適さなくなり、境に適さなくなり、20002000年（９回）から、無線本部を、少し東の段ケ峰に変更した。年（９回）から、無線本部を、少し東の段ケ峰に変更した。20042004年（１３回）からは、年（１３回）からは、

携帯電話の普及により無線同様運用可能山域の確認も行った。携帯電話の普及により無線同様運用可能山域の確認も行った。

　各会では、氷ノ山にこだわりを持って取り組む会や、新しい山を求めたり、登山バスの形で取り組む　各会では、氷ノ山にこだわりを持って取り組む会や、新しい山を求めたり、登山バスの形で取り組む

会もあったが。交通が不便なため、県境とくに京都府との県境の山や県北への取り組みが弱いものだっ会もあったが。交通が不便なため、県境とくに京都府との県境の山や県北への取り組みが弱いものだっ

た。その中でメラピークた。その中でメラピークKOBEKOBEが意欲的にこれらの山々へ取り組んだ。が意欲的にこれらの山々へ取り組んだ。

　しかし、連盟の宣伝不足もあり、各会のこの行事に取り組む会が次第に少なくなってきたため、　しかし、連盟の宣伝不足もあり、各会のこの行事に取り組む会が次第に少なくなってきたため、20052005

年（１４回）をもって休止している。年（１４回）をもって休止している。

　この行事に大きくサポートしていただいた田中哲雄先生が、　この行事に大きくサポートしていただいた田中哲雄先生が、20022002年５月豪雨の中、こぶしの村の安否年５月豪雨の中、こぶしの村の安否

を確認するこの地へ出かける途中、交通事故に遭い急逝されたことは慙愧に堪えない。心からご冥福をを確認するこの地へ出かける途中、交通事故に遭い急逝されたことは慙愧に堪えない。心からご冥福を

お祈りします。こぶしの村は、その後、ご家族や常連愛好者により、会員制キャンプ場として、新しい道お祈りします。こぶしの村は、その後、ご家族や常連愛好者により、会員制キャンプ場として、新しい道

を進んでいる。兵庫労山も賛助会員として、わずかながら協力をしてる。を進んでいる。兵庫労山も賛助会員として、わずかながら協力をしてる。

　この「こぶしの村」は、車がなければ、不便なところだが、まだまだ、自然　この「こぶしの村」は、車がなければ、不便なところだが、まだまだ、自然

の豊かなところである。連盟の仲間の皆さんにも、播州高原山域の登山ハの豊かなところである。連盟の仲間の皆さんにも、播州高原山域の登山ハ

イキングのベースキャンプとして、また、講習会の実技の会場として、是非イキングのベースキャンプとして、また、講習会の実技の会場として、是非

利用していただきたい。利用していただきたい。                                                                    （喜多）（喜多）
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海外登山海外登山
　　

　兵庫労山は　兵庫労山は19661966年の結成以来、兵庫県内をはじめ近畿周辺さらには日本アルプスなどで登山や年の結成以来、兵庫県内をはじめ近畿周辺さらには日本アルプスなどで登山や

ハイキングを楽しみ、県民に広める活動を地道に行なって来ました。当時はヒマラヤ登山等は夢のハイキングを楽しみ、県民に広める活動を地道に行なって来ました。当時はヒマラヤ登山等は夢の

また夢でもありました。また夢でもありました。19721972年に全国連盟が全国の労山会員に呼び掛け年に全国連盟が全国の労山会員に呼び掛け100100余名がヨーロッパアル余名がヨーロッパアル

プスを登る一大イベントがありました。兵庫からもプスを登る一大イベントがありました。兵庫からも1010名ほどの会員が参加しモンブランやマッター名ほどの会員が参加しモンブランやマッター

ホルンなどを登りました。ホルンなどを登りました。

　兵庫労山は　兵庫労山は19751975年の第年の第1010回臨時総会で結成回臨時総会で結成1010周年記念事業として長野県労山と合同で初めてイ周年記念事業として長野県労山と合同で初めてイ

ンドヒマラヤのナンダデビィ峰に登山隊を送ることを決めました。ンドヒマラヤのナンダデビィ峰に登山隊を送ることを決めました。19771977年以後の兵庫県連と加盟年以後の兵庫県連と加盟

山岳会が取り組んだ海外登山を報告します。山岳会が取り組んだ海外登山を報告します。

＊＊19771977年日印合同ナンダデビィ登山隊　（年日印合同ナンダデビィ登山隊　（78167816ｍ）ｍ）

　総隊長：武原　勉（　総隊長：武原　勉（4848、武庫労山）、武庫労山）

　隊　長：森田稲吉郎（　隊　長：森田稲吉郎（3636、長野・上小労山）、長野・上小労山）

　副隊長兼登攀隊長：倉内司郎（　副隊長兼登攀隊長：倉内司郎（3535、西宮北口労山）、西宮北口労山）

　マネージャー：赤松　暁（　マネージャー：赤松　暁（3636、神戸労山）、神戸労山）

　隊　員　隊　員：：羽二生直人羽二生直人（（3030、、北海道北海道・・札幌ピオレ山の会）、札幌ピオレ山の会）、槌田　洋槌田　洋（（2727、、大阪大阪・・吹田労山）、吹田労山）、神神

津一男津一男（（3030、、長野長野・・佐久アッセントクラブ）、佐久アッセントクラブ）、太田正博太田正博（（2828、、長野長野・・上小労山）、上小労山）、小平忠小平忠

美美（（2424、、長野長野・・伊那山仲間）、伊那山仲間）、村西豊克村西豊克（（3232、、西宮北口労山）、西宮北口労山）、赤鹿克明赤鹿克明（（3232、、甲子園労甲子園労

山）、山）、坂西美和子坂西美和子（（3131、、西宮北口労山）、西宮北口労山）、田渕常雄田渕常雄（（2929、、東灘労山）、東灘労山）、本部　肇本部　肇（（2525、、摩耶摩耶

山友会）山友会）

　　　　　インド側隊員４名　　　　　インド側隊員４名

　この登山は日本勤労者山岳連盟創立　この登山は日本勤労者山岳連盟創立1515周年記念事業として取り組まれたもので兵庫県連と長野周年記念事業として取り組まれたもので兵庫県連と長野

県連が主管した。登山県連が主管した。登山

隊の行動概要は隊の行動概要は19771977年年

77月月2626日に先発が、日に先発が、88月月

５日に本隊が出国し５日に本隊が出国し

た。登山隊はインドでた。登山隊はインドで

友好親善活動の後、友好親善活動の後、99月月

２日からキャラバンを２日からキャラバンを

開始し８日にＢＣに到開始し８日にＢＣに到

着した。その後約１ヶ着した。その後約１ヶ

月間登山活動を行なっ月間登山活動を行なっ

たが、ルート変更によたが、ルート変更によ

る装備不足や天候悪化る装備不足や天候悪化

等で登頂を断念した。等で登頂を断念した。 ナンダデビィナンダデビィ
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最高到達高度は最高到達高度は1010月２日のＣ４予定地月２日のＣ４予定地68506850ｍであった。登山隊はｍであった。登山隊は1010月月2020日にニューデリーに帰着日にニューデリーに帰着

した。その後、登山隊の隊員を中心にした。その後、登山隊の隊員を中心に1212名がインドからの帰路ネパールを訪れ、ネパール警察登山名がインドからの帰路ネパールを訪れ、ネパール警察登山

探検財団チームとラムジュン（探検財団チームとラムジュン（69836983ｍ）ＢＣで合同訓練を行った。ｍ）ＢＣで合同訓練を行った。

　なお、この登山隊を物心両面で支えるために兵庫県連を挙げてカンパ活動、カレンダー販売、隊　なお、この登山隊を物心両面で支えるために兵庫県連を挙げてカンパ活動、カレンダー販売、隊

員の家族支援活動を行なった。員の家族支援活動を行なった。

＊ＣＢ１２　女子登山隊　（インドヒマラヤ　＊ＣＢ１２　女子登山隊　（インドヒマラヤ　62486248ｍ　初登頂）ｍ　初登頂）

　隊　長：吉本　満（　隊　長：吉本　満（3030、須磨労山）、須磨労山）

　隊　員　隊　員：：福隅さち子福隅さち子（（2929、、山岳会ホワイトピーク）、山岳会ホワイトピーク）、足立寿子足立寿子（（2626、、逆瀬川労山）、逆瀬川労山）、吉田寛子吉田寛子（（2525、、

山の会かじか）、山の会かじか）、生駒隆子生駒隆子（（2424、、山岳会ホワイトピーク）山岳会ホワイトピーク）

　この登山隊は県連で活動する５つの会の女性ばかりの有志で組織された。　この登山隊は県連で活動する５つの会の女性ばかりの有志で組織された。19791979年年77月月2626日に出国日に出国

した、した、88月月66日にキャラバンを開始し日にキャラバンを開始し99日にＢＣを建設した。日にＢＣを建設した。99日から登山活動を行い、日から登山活動を行い、1818日に全員が日に全員が

登頂を果たした。登頂を果たした。99月月33日に全員無事に帰国した。日に全員無事に帰国した。

＊＊19801980年兵庫県勤労者山岳連盟日印友好シブリン登山隊　年兵庫県勤労者山岳連盟日印友好シブリン登山隊　

                                                                  （インドヒマラヤ・ガンゴトリ山群　（インドヒマラヤ・ガンゴトリ山群　65436543ｍ）ｍ）

　隊　長：倉内司郎（　隊　長：倉内司郎（3838、西宮北口労山）、西宮北口労山）

　副隊長兼登攀隊長：小林孝雄（　副隊長兼登攀隊長：小林孝雄（3232、西神戸山の会）、西神戸山の会）

　隊　員　隊　員：：猪原絹子猪原絹子（（3333、、甲山労山）、甲山労山）、栢　正頼栢　正頼（（3232、、逆瀬川労山）、逆瀬川労山）、井上義行井上義行（（3131、、武庫労山）、武庫労山）、

足立寿子足立寿子（（2727、、逆瀬川労山）、逆瀬川労山）、山崎勝治山崎勝治（（2727、、甲山労山）、甲山労山）、岩佐正敏岩佐正敏（（2626、、須磨労山）、須磨労山）、西西

江博司江博司（（2626、、山岳会ホワイトピーク）、山岳会ホワイトピーク）、峯崎和子峯崎和子（（2626、、武庫労山、）武庫労山、）井上幸隆井上幸隆（（2323、、山の山の

会かじか）会かじか）

　この登山隊は個人が登山許可を取得し、有志に呼びかけて組織され兵庫労山が後援をした。３年　この登山隊は個人が登山許可を取得し、有志に呼びかけて組織され兵庫労山が後援をした。３年

前のナンダデビィ登山隊の総括が出来ていなかったためである。前のナンダデビィ登山隊の総括が出来ていなかったためである。19801980年５月年５月1010日に先発、日に先発、1818日に本日に本

隊が出国した。隊が出国した。2323日からキャラバンを開始し、日からキャラバンを開始し、66月月11日全員がＢＣに入った。日全員がＢＣに入った。2020日に小林副隊長と井日に小林副隊長と井

上義、西江、井上幸の３隊員が登頂に成功した。これは外国人としての初登頂であった。７月４日に上義、西江、井上幸の３隊員が登頂に成功した。これは外国人としての初登頂であった。７月４日に

帰国した。登山隊は登山の前後にバレーボールを寄贈する等の友好親善活動も行なった。また、隊帰国した。登山隊は登山の前後にバレーボールを寄贈する等の友好親善活動も行なった。また、隊

長と足立隊員は直前に休暇が不承認とされ、参加できなくなった。長と足立隊員は直前に休暇が不承認とされ、参加できなくなった。

＊＊19821982年須磨・神戸中央合同チュルー・ウエスト登山隊　　（ネパールヒマラヤ　年須磨・神戸中央合同チュルー・ウエスト登山隊　　（ネパールヒマラヤ　6612m6612m））

　隊　長：三宅静夫（　隊　長：三宅静夫（3333））

　隊　員　隊　員：：近藤義夫近藤義夫（（2626、、神戸中央労山）、神戸中央労山）、中尾康彦中尾康彦（（2424）、）、西川則子西川則子（神戸中央労山）、（神戸中央労山）、永峯奈永峯奈

美子、美子、畑美恵子畑美恵子（神戸中央労山）（神戸中央労山）

　この登山隊は須磨労山の労山加盟　この登山隊は須磨労山の労山加盟1010周年記念事業として取り組まれた。３月周年記念事業として取り組まれた。３月2121日に神戸みなと日に神戸みなと

労山のパーティーが八ヶ岳中岳沢で雪崩に遭遇し労山のパーティーが八ヶ岳中岳沢で雪崩に遭遇し1111名が死亡する遭難が起こった。兵庫県連では名が死亡する遭難が起こった。兵庫県連では

この遭難を受けて山行を自粛し、再開に向けて山行の安全点検を行なっている最中であった。この遭難を受けて山行を自粛し、再開に向けて山行の安全点検を行なっている最中であった。

４月９日に出国し、登山活動を行なったものの天候と隊員の力量不足でチュルー・ウエストは断念４月９日に出国し、登山活動を行なったものの天候と隊員の力量不足でチュルー・ウエストは断念
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した。替わりに同山塊のグサンピーク（した。替わりに同山塊のグサンピーク（65116511ｍ）を５月１日から４日までに全員が登頂することがｍ）を５月１日から４日までに全員が登頂することが

出来た。出来た。

＊＊19821982年ネパール・兵庫合同キャリオルン登山隊（ネパールヒマラヤ・ロールワリン山群年ネパール・兵庫合同キャリオルン登山隊（ネパールヒマラヤ・ロールワリン山群(6681(6681ｍｍ))

初登頂）初登頂）

　総隊長：倉内司郎（　総隊長：倉内司郎（4141、西宮北口労山）、西宮北口労山）

　隊　長：　隊　長：Yogendra  Thapa(37)Yogendra  Thapa(37)

　マネージャー：　マネージャー：Babu  Ram  PunBabu  Ram  Pun（（3838））

　日本側リーダー：井上義行（　日本側リーダー：井上義行（3434、武庫労山）、武庫労山）

　隊　員　隊　員：：藤井宗平藤井宗平（（3030、、神戸港山の会）、神戸港山の会）、岩佐正敏岩佐正敏（（2828、、須磨労山）、須磨労山）、西江博司西江博司（（2828、、山岳会ホ山岳会ホ

ワイトピーク）、ワイトピーク）、中原万亀男中原万亀男（（2626、、東灘労山）、東灘労山）、中尾康彦中尾康彦（（2424、、須磨労山）、須磨労山）、矢田久美矢田久美（（3131、、

山岳会ホワイトピーク）、山岳会ホワイトピーク）、西村牧代西村牧代（（2626、、山歩渓山岳会）山歩渓山岳会）

　　　　　ネパール側　　　　　ネパール側66名名

　　この登山はネパール警察登山探検財団から合同登山の申し出を受けて実施された。キャリオ　　この登山はネパール警察登山探検財団から合同登山の申し出を受けて実施された。キャリオ

ルン峰は当時ネパールが解禁しているリストの中で「ネパール隊もしくはネパール人を３人以上ルン峰は当時ネパールが解禁しているリストの中で「ネパール隊もしくはネパール人を３人以上

含んだ外国隊にのみ許可される」Ａグループに属する数少ない未踏峰であった。含んだ外国隊にのみ許可される」Ａグループに属する数少ない未踏峰であった。

　　19821982年年99月月1717日、本隊がネパールのカトマンズに到着した。日、本隊がネパールのカトマンズに到着した。2020日、キャラバンを開始し、日、キャラバンを開始し、2828日ＢＣ日ＢＣ

に入る。当初予定していた西壁ルートが困難なためルートを北面からぐるりと一周し、東面から登に入る。当初予定していた西壁ルートが困難なためルートを北面からぐるりと一周し、東面から登

ることにした。ることにした。1010月月11日より登山活動を開始し、日より登山活動を開始し、3131日と日と1111月月11日に渡り全員が登頂を果たすことがで日に渡り全員が登頂を果たすことがで

きた。きた。1111月月1111日と日と1313日に全員帰国した。日に全員帰国した。

　　　　　　　　

＊＊19851985年兵庫ケダルナート登山隊　　（インドヒマラヤ・ガンゴトリ山群　年兵庫ケダルナート登山隊　　（インドヒマラヤ・ガンゴトリ山群　69686968ｍ）ｍ）

　隊　長：岩佐正敏　隊　長：岩佐正敏(31)(31)

　隊　員　隊　員：：狩野千之狩野千之（（4141）、）、平尾一幸平尾一幸（（3232）、）、馬庭節男馬庭節男（（3232、、伊丹労山）、伊丹労山）、吉谷隆男吉谷隆男（（3030）、）、斉藤茂斉藤茂

樹樹（（2929、、山の会アルプ）山の会アルプ）

　この登山隊は須磨労山を主体として構成された。岩と氷が張り付いたケダルナートの南壁を登　この登山隊は須磨労山を主体として構成された。岩と氷が張り付いたケダルナートの南壁を登

るという意欲的な登山隊であった。るという意欲的な登山隊であった。19851985年９月７日に先発が、年９月７日に先発が、1414日に本隊が出国した。日に本隊が出国した。1717日からキャ日からキャ

ラバンを始め、ラバンを始め、2121日ＢＣを建設した。日ＢＣを建設した。2222日から登山活動を開始したが、日から登山活動を開始したが、1010月８日雪崩によって斉藤月８日雪崩によって斉藤

隊員が行方不明となった。事故現場周辺を捜索したが、手掛かりもなく隊員が行方不明となった。事故現場周辺を捜索したが、手掛かりもなく1919日捜索を断念し、登山も日捜索を断念し、登山も

中止となった。中止となった。1010月月2626日帰国した。日帰国した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊＊19901990年兵庫ガンゴトリⅢ峰登山隊　　（インドヒマラヤ・ガンゴトリ山群　年兵庫ガンゴトリⅢ峰登山隊　　（インドヒマラヤ・ガンゴトリ山群　65776577ｍ）ｍ）

　隊　長：三宅静夫　隊　長：三宅静夫(42(42、山の会アルプ、山の会アルプ))

　副隊長：馬庭節男（　副隊長：馬庭節男（3737、伊丹労山）、伊丹労山）

　隊　員　隊　員：：西村牧代西村牧代（（3434、、山歩渓山岳会）、山歩渓山岳会）、三浦晴行三浦晴行（（4545、、西宮北口労山）、西宮北口労山）、川村隆志川村隆志（（4343、、アルアル

ペン芦山）、ペン芦山）、河尻重和河尻重和（（3737、、垂水労山）、垂水労山）、宮本正宏宮本正宏（（3333、、明石労山）、明石労山）、西中節子西中節子（（4242、、摩耶摩耶

山友会）、山友会）、山崎智代山崎智代（（2929、、甲山労山）甲山労山）
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　この登山は兵庫労山創立　この登山は兵庫労山創立2525周年記念行事として取り組まれた。県連周年記念行事として取り組まれた。県連99つの会の有志つの会の有志99名で登山隊名で登山隊

が組織された。が組織された。19901990年９月６日先発隊が、年９月６日先発隊が、1212日に本隊が出国した。日に本隊が出国した。1414日にキャラバンが始まり、日にキャラバンが始まり、1818日日

にＢＣに到着した。にＢＣに到着した。2020日から登山活動を始め、日から登山活動を始め、1010月月33日に川村、宮本、西村の３隊員とコックのラッ日に川村、宮本、西村の３隊員とコックのラッ

クスマンが登頂に成功した。帰路ＩＭＦを訪問し、ヒマラヤの自然保護活動の一助としての寄付金クスマンが登頂に成功した。帰路ＩＭＦを訪問し、ヒマラヤの自然保護活動の一助としての寄付金

を手渡した。を手渡した。1010月月1414日、全員無事に帰国した。日、全員無事に帰国した。

＊＊19911991年神戸中央ムルキラ登山隊　　（インドヒマラヤ・セントラル　ラホール山群　年神戸中央ムルキラ登山隊　　（インドヒマラヤ・セントラル　ラホール山群　65176517ｍ）ｍ）

　隊　長：近藤義夫（　隊　長：近藤義夫（35)35)

　隊　員　隊　員：：久保　昌久保　昌（（3838）、）、豊富葉子豊富葉子（（2828）、）、宮本正宏宮本正宏（（3636、、明石労山）、明石労山）、清郷雅秋清郷雅秋（（3434、、明石労明石労

山）山）

　この登山隊は神戸中央労山結成　この登山隊は神戸中央労山結成1010周年行事として取り組まれたもので同会から分離独立した明周年行事として取り組まれたもので同会から分離独立した明

石労山の仲間も参加した。石労山の仲間も参加した。19911991年８月年８月1414日に出国した。日に出国した。2323日キャラバンを開始し日キャラバンを開始し2828日にＢＣに着い日にＢＣに着い

た。た。2929日から登山活動を開始し、日から登山活動を開始し、99月月1111日に宮本隊員とハイポーターのラックスマンが登頂した。な日に宮本隊員とハイポーターのラックスマンが登頂した。な

お、前日に頂上直下お、前日に頂上直下5252ｍで近藤隊長が滑落、両足捻挫の事故があった。そのサポートもあって他のｍで近藤隊長が滑落、両足捻挫の事故があった。そのサポートもあって他の

隊員の登頂はならなかった。９月隊員の登頂はならなかった。９月2525日に帰国した。日に帰国した。

　　

＊＊19911991年神戸メラ・ピーク登山隊　　（ネパールヒマラヤ・クーンブヒマール（年神戸メラ・ピーク登山隊　　（ネパールヒマラヤ・クーンブヒマール（66546654ｍ））ｍ））

　隊　長：玉井進吾郎　隊　長：玉井進吾郎(49)(49)

　隊　員：大塚大三（　隊　員：大塚大三（5151）、井口恭光（）、井口恭光（5050）、坂本雄次郎（）、坂本雄次郎（4848）、有元眞理子（）、有元眞理子（3636））

　この登山隊は旧大蔵省の出先の職場の山の会の有志が登山隊を組織した。同時にこの山にちな　この登山隊は旧大蔵省の出先の職場の山の会の有志が登山隊を組織した。同時にこの山にちな

んで「メラピークＫＯＢＥ」という会を結成し兵庫労山に加盟した。んで「メラピークＫＯＢＥ」という会を結成し兵庫労山に加盟した。19911991年９月年９月2020日に出国し、日に出国し、2424日日

からキャラバンを始めた。からキャラバンを始めた。2929日にＢＣに入り、日にＢＣに入り、1010月２日に大塚隊員を除く４名が登頂した。帰路ル月２日に大塚隊員を除く４名が登頂した。帰路ル

クラからタンボチェまでトレッキングを行い、クラからタンボチェまでトレッキングを行い、1818日に帰国した。日に帰国した。

＊＊19941994年年77月　に兵庫労山月　に兵庫労山RCRC研がアメリカ・ヨセミテでロッククライミング（研がアメリカ・ヨセミテでロッククライミング（ZodiacZodiac他）を行ってい他）を行ってい

る。この後県労山の中でもフリークる。この後県労山の中でもフリーク

ライミングが広がり、海外でのクラライミングが広がり、海外でのクラ

イミング活動が行なわれるようにイミング活動が行なわれるように

なった。なった。

＊＊19941994年神戸トウクチェピーク登年神戸トウクチェピーク登

山隊　（ネパールヒマラヤ・ダウラ山隊　（ネパールヒマラヤ・ダウラ

ギリ山群（ギリ山群（69206920ｍ））ｍ））

　隊　長：玉井進吾郎　隊　長：玉井進吾郎(52)(52)

　隊員数　隊員数：：湯浅俊治湯浅俊治（（5555、、摩耶山友摩耶山友

会）、会）、朝日文雄朝日文雄（（4545、、伊丹労伊丹労

山）、山）、有元眞理子有元眞理子（（3939））

トウクチェ・ピークをバックにトウクチェ・ピークをバックに
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　この登山隊はメラピークＫＯＢＥが主体となって組織した。　この登山隊はメラピークＫＯＢＥが主体となって組織した。19941994年９月３日に先発が、８日に本年９月３日に先発が、８日に本

隊が出国した。なお、本隊は開港したばかりの関西空港発であった。隊が出国した。なお、本隊は開港したばかりの関西空港発であった。1414日にキャラバンを始め、日にキャラバンを始め、2525日日

にＢＣに入った。にＢＣに入った。2626日から登山活動を始めて日から登山活動を始めて1010月７日に隊長と朝日、有元の２隊員およびとシェル月７日に隊長と朝日、有元の２隊員およびとシェル

パ１名が登頂した。隊長は両手指及び足指に凍傷を負った。パ１名が登頂した。隊長は両手指及び足指に凍傷を負った。1010月月2424日に全員帰国した。日に全員帰国した。

＊ＪＷＡＦ横断山脈登山隊９８　　（中国四川省・蓮花夕照連山主峰　＊ＪＷＡＦ横断山脈登山隊９８　　（中国四川省・蓮花夕照連山主峰　57045704ｍ　初登頂）ｍ　初登頂）

　隊　長：山岡人志（　隊　長：山岡人志（3939、はりま山岳会）、はりま山岳会）

　隊　員　隊　員：：近藤義夫近藤義夫（（4242、、岩と雪の会こぶし）、岩と雪の会こぶし）、白井良岳白井良岳（（2626、、神奈川神奈川・・相模労山）相模労山）

　この登山隊は未知未踏の岩壁を求めオリジナリティーのあるクライミングを行った。　この登山隊は未知未踏の岩壁を求めオリジナリティーのあるクライミングを行った。19981998年９年９

月月1212日出国し、日出国し、1919日に外国人が初めて入ったというＢＣに入った。日に外国人が初めて入ったというＢＣに入った。3030日と日と1010月６日の２次に渡って月６日の２次に渡って

全員が登頂した。全員が登頂した。1010月月1515日に帰国した。日に帰国した。

＊＊  プルダール（パキスタンヒマラヤ　プルダール（パキスタンヒマラヤ　520m520m））

　隊　長：有元眞理子（　隊　長：有元眞理子（5050））

　隊　員　隊　員：：大杖哲司大杖哲司（（5050）、）、斉藤留美子斉藤留美子（西宮労山）（西宮労山）

　国内登山でも休暇を取るのが一苦労、ましてや１ヵ月を越える海外登山などもってのほか、と言　国内登山でも休暇を取るのが一苦労、ましてや１ヵ月を越える海外登山などもってのほか、と言

うご時世である。ところがメラピークＫＯＢＥの２人と西宮労山の会員からなるこの登山隊は二うご時世である。ところがメラピークＫＯＢＥの２人と西宮労山の会員からなるこの登山隊は二

週間でヒマラヤを登ろう！と計画を立てた。週間でヒマラヤを登ろう！と計画を立てた。

　　20052005年６月２日に出国し、パキスタンのラホールからイスラマバードに入る。カラコルムハイ年６月２日に出国し、パキスタンのラホールからイスラマバードに入る。カラコルムハイ

ウェイを走り、８日にＢＣに到着した。ウェイを走り、８日にＢＣに到着した。1111日にハイキャンプからプルダール峰にアタックするべく日にハイキャンプからプルダール峰にアタックするべく

出発したが、前夜の降雪で登頂を断念した。帰路、キルギットを経て中国国境のクンジュラブ峠ま出発したが、前夜の降雪で登頂を断念した。帰路、キルギットを経て中国国境のクンジュラブ峠ま

で足を伸ばし、で足を伸ばし、1818日に帰国した。日に帰国した。

　　19951995年の阪神淡路大震災以後は兵庫労山及び加盟各会での海外登山はほとんど取り組まれてい年の阪神淡路大震災以後は兵庫労山及び加盟各会での海外登山はほとんど取り組まれてい

ない。労働条件の悪化で休暇取得が困難になったり、会員が高齢化して来た影響ではないかと考えない。労働条件の悪化で休暇取得が困難になったり、会員が高齢化して来た影響ではないかと考え

られる。一方、全国連盟が主催する高所登山学校や公募登山隊に参加した会員は何人かはいるようられる。一方、全国連盟が主催する高所登山学校や公募登山隊に参加した会員は何人かはいるよう

である。中でもである。中でも19891989年の全国連盟第２回高所登山学校・ハンテングリ峰（年の全国連盟第２回高所登山学校・ハンテングリ峰（70107010ｍ（旧ソ連邦））登山隊ｍ（旧ソ連邦））登山隊

に参加した山歩渓山岳会の西村牧代さん（に参加した山歩渓山岳会の西村牧代さん（3333）は８月６日に登頂に成功した。なお、兵庫労山の会員）は８月６日に登頂に成功した。なお、兵庫労山の会員

でで70007000ｍ峰のサミッターは現在でも西村さんだけである。ｍ峰のサミッターは現在でも西村さんだけである。

（玉井）（玉井）
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県連盟内における死亡事故県連盟内における死亡事故
　　

　兵庫県勤労者山岳連盟内の死亡事故は創立以来　兵庫県勤労者山岳連盟内の死亡事故は創立以来4040年間で、年間で、1818件、３５名に上る。その後の記念誌件、３５名に上る。その後の記念誌

作成までの作成までの11年の間にも年の間にも44件、件、44名の死亡事故が続き、名の死亡事故が続き、20072007年４月末現在で年４月末現在で3939名の仲間の尊い命が失名の仲間の尊い命が失

われている。このほかにも傷害や後遺症を残す事故も少なくない。われている。このほかにも傷害や後遺症を残す事故も少なくない。

　この間の事故を見る限り、年齢、性別を問わず、季節を問わず、初心者ベテランを問わず、高山、岩　この間の事故を見る限り、年齢、性別を問わず、季節を問わず、初心者ベテランを問わず、高山、岩

登り、ハイキングを問わず事故は起きている。又その原因も転・滑落、雪崩、凍死、水死等多岐に渡っ登り、ハイキングを問わず事故は起きている。又その原因も転・滑落、雪崩、凍死、水死等多岐に渡っ

ており、それも同じ様な事故を繰り返している。ており、それも同じ様な事故を繰り返している。

　同じような事故を繰り返さず、いつでも誰でもどこででも起こりうる事故を如何に回避するか、　同じような事故を繰り返さず、いつでも誰でもどこででも起こりうる事故を如何に回避するか、

これまでの事故から学びとり伝えていく必要がある。詳細はそれぞれの事故報告書にあるが、そのこれまでの事故から学びとり伝えていく必要がある。詳細はそれぞれの事故報告書にあるが、その

概略にふれてみる。概略にふれてみる。

11　前穂高北尾根遭難事故　前穂高北尾根遭難事故

　岩登り技術の訓練とリーダーの養成、加盟山岳会の親睦と交流を目的として、　岩登り技術の訓練とリーダーの養成、加盟山岳会の親睦と交流を目的として、19731973年年1010月月55日日((夜夜))

～～1010日の予定で第日の予定で第22回兵庫県連盟合同合宿が取り組まれた。参加者回兵庫県連盟合同合宿が取り組まれた。参加者1212名。名。1010月月55日夜神戸発、日夜神戸発、66日上高日上高

地から涸沢へ、地から涸沢へ、1515：：30BC30BC、７日前夜来の雨で、予定の屏風岩登攀を中止し停滞。、７日前夜来の雨で、予定の屏風岩登攀を中止し停滞。88日前々夜からの雨の日前々夜からの雨の

ため、予定の前穂東壁・四峰正面の登攀を変更して、前穂北尾根を５・６のコルから前穂に向かうこため、予定の前穂東壁・四峰正面の登攀を変更して、前穂北尾根を５・６のコルから前穂に向かうこ

とになり、とになり、1111：：0000、２パーティーに分かれて出発。、２パーティーに分かれて出発。1111：：4040、４峰の登りで神戸労山の柳楽峰子さん、４峰の登りで神戸労山の柳楽峰子さん(23)(23)

が約が約150150ｍ涸沢側に転落し全身打撲により即死。転落の瞬間は誰も目撃していないため直接原因はｍ涸沢側に転落し全身打撲により即死。転落の瞬間は誰も目撃していないため直接原因は

不明だが、浮石によるスリップか、手にした岩が崩れてバランスを崩したと推測された。県連盟結不明だが、浮石によるスリップか、手にした岩が崩れてバランスを崩したと推測された。県連盟結

成成77年目にして経験した初めての死亡事故であった。年目にして経験した初めての死亡事故であった。

２　武庫川渡渉訓練事故２　武庫川渡渉訓練事故

　芦屋勤労者山岳会が　芦屋勤労者山岳会が19751975年年88月に予定していた黒部・上の廊下遡行の渡渉訓練を武庫川において月に予定していた黒部・上の廊下遡行の渡渉訓練を武庫川において

33人で行うことになり、人で行うことになり、77月月2020日日2323：：1111国鉄道場駅に到着。近くの広場で車中ビバーグ。翌国鉄道場駅に到着。近くの広場で車中ビバーグ。翌2121日朝、合日朝、合

流するはずの流するはずの11人が来ないので、人が来ないので、22人で出発。最初の国鉄鉄橋下から渡渉を開始。道場駅から３つ目人で出発。最初の国鉄鉄橋下から渡渉を開始。道場駅から３つ目

の鉄橋を過ぎ、の鉄橋を過ぎ、66回目の渡渉地点においてリーダーの後に続いて泳いで深みを渡っていた淵上博さ回目の渡渉地点においてリーダーの後に続いて泳いで深みを渡っていた淵上博さ

んん(24)(24)が力尽きて泳げなくなり、リーダーが助けようとしたがもがき合いながら沈んでいった。死が力尽きて泳げなくなり、リーダーが助けようとしたがもがき合いながら沈んでいった。死

因は急性心不全。因は急性心不全。

３　奥穂高岳３　奥穂高岳・・ロバの耳遭難事故ロバの耳遭難事故

　　19761976年年33月月1717日（夜）～日（夜）～2222日、県連盟第日、県連盟第33期リーダー学校の終了山行として奥穂高から西穂高への期リーダー学校の終了山行として奥穂高から西穂高への

縦走が取り組まれた。参加者は縦走が取り組まれた。参加者は66名。名。1717日夜大阪を夜行で出発、涸沢岳西尾根森林限界で幕営。翌日夜大阪を夜行で出発、涸沢岳西尾根森林限界で幕営。翌1919

日朝日朝66：：1010出発、出発、1111：：3030白出のコル、白出のコル、1414：：0000馬の背とロバの耳のコル着。ロバの耳のトラバースにおい馬の背とロバの耳のコル着。ロバの耳のトラバースにおい

てて11名がスリップ、引きずられた者と名がスリップ、引きずられた者と22名がザイルに宙吊りになる。その救出作業が夜に及び、ロバ名がザイルに宙吊りになる。その救出作業が夜に及び、ロバ

の耳を越えた地点でビバーグとなる。テントの入ったザックはザイルに吊り下げられたままでこの耳を越えた地点でビバーグとなる。テントの入ったザックはザイルに吊り下げられたままでこ
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の日は回収できず、予備のテントは先行したの日は回収できず、予備のテントは先行した11名がジャンダルムの基部ですでに幕営していたため、名がジャンダルムの基部ですでに幕営していたため、

フライシートに着の身着のままのビバーグとなり、翌フライシートに着の身着のままのビバーグとなり、翌2020日朝西宮労山の安田勢喜さん日朝西宮労山の安田勢喜さん(25)(25)が凍死、が凍死、

ほかにほかに44名が凍傷により手足の指を失う。　名が凍傷により手足の指を失う。　

４　鹿島槍４　鹿島槍・・赤岩尾根遭難事故赤岩尾根遭難事故

　尼崎労山の春山合宿が　尼崎労山の春山合宿が19741974年年44月月2929日～日～55月月66日後立山連峰周辺に取り組まれた。参加者は日後立山連峰周辺に取り組まれた。参加者は33隊で隊で

合計合計1313名。そのうち赤岩尾根隊名。そのうち赤岩尾根隊88名は名は55月月11日夜大阪を出発、日夜大阪を出発、22日大谷原から高千穂平着日大谷原から高千穂平着BCBC設営。設営。33日日BCBC

から鹿島槍往復で冷池山荘着。上田孝男さんから鹿島槍往復で冷池山荘着。上田孝男さん(27)(27)は布引岳から鹿島槍への途中で体調が悪くなり、は布引岳から鹿島槍への途中で体調が悪くなり、

アイゼンの一部を紛失。冷池山荘泊、上田さん嘔吐、おかゆを食べる。アイゼンの一部を紛失。冷池山荘泊、上田さん嘔吐、おかゆを食べる。44日上田さんの体調回復、メン日上田さんの体調回復、メン

バーのアイゼンを借りる。バーのアイゼンを借りる。77：：1010発～発～88：：5050高千穂平高千穂平BCBC、雪上技術訓練の後テント撤収、、雪上技術訓練の後テント撤収、1313：：3030出発した出発した

が、が、1414：：2020縦走隊と無線交信ができたため縦走隊と無線交信ができたためBCBCからから800800ｍ下方に幕営、ｍ下方に幕営、1717：：5050全員が集結した。全員が集結した。55日日99：：1010

出発、上田さんは出発、上田さんは66番目。番目。99：：4040、遭難レリーフの手前で上田さんが西俣側にスリップ、一度はピッケ、遭難レリーフの手前で上田さんが西俣側にスリップ、一度はピッケ

ルで停止するが、ピッケルを支点に立ち上がる時に再び左足がスリップ、標高差ルで停止するが、ピッケルを支点に立ち上がる時に再び左足がスリップ、標高差150150ｍを滑落し頭ｍを滑落し頭

部挫傷、口と鼻から出血多量、部挫傷、口と鼻から出血多量、1010：：1515呼吸・脈拍停止。死因は脳底骨折。呼吸・脈拍停止。死因は脳底骨折。

５　八ヶ岳遭難事故５　八ヶ岳遭難事故

　神戸みなと労山は　神戸みなと労山は19811981年度初級冬山教室の終了山行として雪上技術・雪上生活を実践するため、年度初級冬山教室の終了山行として雪上技術・雪上生活を実践するため、

19821982年年33月月1919日日((夜夜))～～2222日の日程で八ヶ岳山行を取り組んだ。参加者は日の日程で八ヶ岳山行を取り組んだ。参加者は1313名。名。1919日大阪を夜行で出日大阪を夜行で出

発。翌日発。翌日77：：5050美濃戸口発、雪が断続的に降る中を美濃戸口発、雪が断続的に降る中を1111：：1010赤岳鉱泉着、赤岳鉱泉着、BCBC設営。設営。1313：：0000～～1515：：0000中山尾根中山尾根

北側斜面にて雪上訓練。北側斜面にて雪上訓練。2121日日44時起床、水気を含んだ重たい雪が降っていたため縦走を中止する。し時起床、水気を含んだ重たい雪が降っていたため縦走を中止する。し

ばらく天気待ちをしていたが、みぞれが雪に変わってきたため、阿弥陀岳往復に計画変更、ばらく天気待ちをしていたが、みぞれが雪に変わってきたため、阿弥陀岳往復に計画変更、88：：0000出出

発、行者小屋を経て中岳沢に入る。発、行者小屋を経て中岳沢に入る。99：：3535頃阿弥陀岳と中岳のコル直下頃阿弥陀岳と中岳のコル直下150150ｍ付近を登行中、中岳側・ｍ付近を登行中、中岳側・

阿弥陀岳側の両側斜面から雪崩が発生、神戸みなと労山パーティーを含む阿弥陀岳側の両側斜面から雪崩が発生、神戸みなと労山パーティーを含む1616名がまきこまれる。名がまきこまれる。44

名は救出されるが、みなと労山の新井良名は救出されるが、みなと労山の新井良(62)(62)、橋田孝弘、橋田孝弘(42)(42)、安田憲市、安田憲市(32)(32)、久保百合子、久保百合子(31)(31)、権藤、権藤

美恵子美恵子(28)(28)門田幸治門田幸治(28)(28)、柳静子、柳静子(27)(27)、杉本悦子、杉本悦子(25)(25)、田中かおる、田中かおる(24)(24)、田丸敦子、田丸敦子(24)(24)、沢田和史、沢田和史(21)(21)

さんのさんの1111名と他名と他11名は沢筋を約名は沢筋を約200200ｍ流されｍ流され50cm50cmからから44ｍの深さに埋没し、窒息死する。ｍの深さに埋没し、窒息死する。

６　五竜岳遠見尾根遭難事故６　五竜岳遠見尾根遭難事故

　西宮労山創立　西宮労山創立2020周年記念として北アルプスの全ルートを走破する計画が決定され、その一環と周年記念として北アルプスの全ルートを走破する計画が決定され、その一環と

してして19831983年年88月月1212日日((夜夜))～～1717日の後立山幕営縦走が取り組まれた。参加者日の後立山幕営縦走が取り組まれた。参加者44名。名。1212日夜日夜2121：：4040神戸労神戸労

山のバスに同乗して西宮北口を出発。山のバスに同乗して西宮北口を出発。1313日朝松本で列車に乗り換え白馬駅～猿倉日朝松本で列車に乗り換え白馬駅～猿倉77：：3030出発～出発～1212：：1010

白馬テント場着。テント設営後白馬岳往復。１４日テント場発白馬テント場着。テント設営後白馬岳往復。１４日テント場発44：：0000～天狗山荘着～天狗山荘着66：：2525～唐松岳着～唐松岳着1010：：

1010～五竜山荘テント場着～五竜山荘テント場着1313：：0505。テント設営後昼寝。。テント設営後昼寝。1919：：0000就寝。夜半雨。就寝。夜半雨。1515日日44：：3030起床外は濃いガス、起床外は濃いガス、

台風台風66号の接近で天候の回復は望めないので遠見尾根から下山することになり、号の接近で天候の回復は望めないので遠見尾根から下山することになり、66：：4545出発。出発。77：：5555大大

遠見を下った所のザレ場で遠見を下った所のザレ場で22番目を歩いていた辻宗郎さん番目を歩いていた辻宗郎さん(45)(45)がバランスを崩して滑落、約がバランスを崩して滑落、約100100ｍｍ

転落。救出作業の途中、転落。救出作業の途中、1414：：3030全身打撲により死亡。全身打撲により死亡。
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７　南アルプス７　南アルプス・・赤石沢遭難事故赤石沢遭難事故

　　西宮北口労山例会として、西宮北口労山例会として、19841984年８月年８月1010日夜～日夜～1414日の日程で南アルプス大井川源流の赤石沢遡行日の日程で南アルプス大井川源流の赤石沢遡行

が計画された。メンバーはサブリーダーの熊田正さんが計画された。メンバーはサブリーダーの熊田正さん(42)(42)を含めて３名。を含めて３名。1010日夜大阪発、日夜大阪発、1111日日99：：1010椹椹

島発、牛首峠～イワナ渕渡渉～二段ナメ滝～ニエ渕と遡行し島発、牛首峠～イワナ渕渡渉～二段ナメ滝～ニエ渕と遡行し1414：：5050～～1515：：1010の休憩、の休憩、1515：：3030頃ニエ渕上頃ニエ渕上

部ネジレの滝左岸をラストで登攀中滑落。確保していたザイルで引き上げようとしたが引き上げら部ネジレの滝左岸をラストで登攀中滑落。確保していたザイルで引き上げようとしたが引き上げら

れず、下流へ流して救出。心臓マッサージと人工呼吸をを試みるが蘇生せず死亡。死因は心臓破裂。れず、下流へ流して救出。心臓マッサージと人工呼吸をを試みるが蘇生せず死亡。死因は心臓破裂。

８　東六甲縦走路転倒事故８　東六甲縦走路転倒事故

　甲山労山は　甲山労山は19841984年年1010月に一般募集での八ヶ岳登山バスを計画していたが、そのトレーニング山月に一般募集での八ヶ岳登山バスを計画していたが、そのトレーニング山

行として行として99月月3030日、東六甲縦走コースから六甲山への山行が取り組まれた。日、東六甲縦走コースから六甲山への山行が取り組まれた。88：：4545阪急宝塚駅発、阪急宝塚駅発、99：：3535

塩尾寺着塩尾寺着99：：4545発、発、1010：：4545大谷乗越上部着大谷乗越上部着1111：：0000発、船坂峠から発、船坂峠から1515分ほど過ぎたところで、突然会員の分ほど過ぎたところで、突然会員の

森井祖一さん森井祖一さん(70)(70)が倒れる。右後頭部に切り傷。メンバーの一人が倒れる。右後頭部に切り傷。メンバーの一人((医師医師))が脈拍、瞳孔を診るが反応が脈拍、瞳孔を診るが反応

なし。すぐに人工呼吸、心臓マッサージを試みるが、蘇生せず。死因は急性心不全。参加者なし。すぐに人工呼吸、心臓マッサージを試みるが、蘇生せず。死因は急性心不全。参加者1818名中、森名中、森

井さんは井さんは1313番目を歩いていた。森井さんは番目を歩いていた。森井さんは77月に狭心症でドクターストップがかかっていたが、月に狭心症でドクターストップがかかっていたが、99月月

に解除され、トレーニングでの体調がよければ登山バスに参加するつもりであった。に解除され、トレーニングでの体調がよければ登山バスに参加するつもりであった。

９　鹿島槍遭難事故９　鹿島槍遭難事故

　宝塚山の会は　宝塚山の会は19841984年年1212月月2929日夜～日夜～19851985年年11月月77日の日程で、後立山・爺ヶ岳～白馬岳縦走を計画し日の日程で、後立山・爺ヶ岳～白馬岳縦走を計画し

た。参加者は薮内昭博た。参加者は薮内昭博(29)(29)、足立寿子、足立寿子(31)(31)、武本武久、武本武久(31)(31)、岡崎忠一、岡崎忠一(31)(31)さんのさんの44名。名。1212月月2929日日2222：：2929

大阪発、大阪発、3030日日88：：0000扇沢発、扇沢発、1414：：4545爺ヶ岳南尾根爺ヶ岳南尾根2,200m2,200m地点で幕営。地点で幕営。3131日日88：：0000出発、出発、99：：3535爺ヶ岳、爺ヶ岳、1111：：0505

冷池山荘、冷池山荘、1313：：4040南峰下部到着、幕営。南峰下部到着、幕営。11月月11日日88：：1515出発、出発、99：：1010南峰。キレットへのトラバースの途中に南峰。キレットへのトラバースの途中に

表層雪崩に巻き込まれたと推測され、全員東谷側に転落。表層雪崩に巻き込まれたと推測され、全員東谷側に転落。1010次に及ぶ捜索活動の結果、次に及ぶ捜索活動の結果、88～９月に～９月に

なってから大滝で全遺体を発見、収容した。なってから大滝で全遺体を発見、収容した。

1010　インド　インド・・ケダルナート峰遭難事故ケダルナート峰遭難事故

　　19851985年、須磨勤労者山岳会が中心となって年、須磨勤労者山岳会が中心となって｢1985｢1985兵庫ケダルナート登山隊兵庫ケダルナート登山隊｣｣が組織された。が組織された。99月月1414

日出国、日出国、1010月月1616日登頂、日登頂、2727日帰国予定で参加者は須磨労山日帰国予定で参加者は須磨労山44名、伊丹労山名、伊丹労山11名、山の会アルプ名、山の会アルプ11名の合名の合

計計66名。名。99月月77日先発隊が出発、インドヒマラヤ・ケダルナート峰（日先発隊が出発、インドヒマラヤ・ケダルナート峰（6,968m6,968m）登山が開始された。）登山が開始された。99月月2121日日

BC(4,150m)BC(4,150m)建設、建設、2626日から登山活動に入る。日から登山活動に入る。1010月月88日、旧日、旧CC１直下の岩壁のルンゼを登攀中雪崩に襲１直下の岩壁のルンゼを登攀中雪崩に襲

われ一人はフィックスロープにユマールで止まったが、斉藤茂樹さんわれ一人はフィックスロープにユマールで止まったが、斉藤茂樹さん(29)(29)は雪崩に巻き込まれ行は雪崩に巻き込まれ行

方不明となる。以後方不明となる。以後1818日まで捜索活動を続けるが、降雪・雪崩による二重遭難の危険性が高まって日まで捜索活動を続けるが、降雪・雪崩による二重遭難の危険性が高まって

きたため捜索を断念した。斉藤さんは今もケダルナート氷河に眠っている。きたため捜索を断念した。斉藤さんは今もケダルナート氷河に眠っている。

1111　西穂高岳独標遭難事故　西穂高岳独標遭難事故

　　19861986年年1212月月2929日から日から19871987年年11月月11日にかけて神戸勤労者山岳会の河岡邦彦さん日にかけて神戸勤労者山岳会の河岡邦彦さん(32) (32) は元職場のは元職場の

同僚と同僚と22人で西穂高岳登山を計画した。人で西穂高岳登山を計画した。1212月月2929日車で神戸を出発、日車で神戸を出発、3030日未明新穂高温泉着。ロープウ日未明新穂高温泉着。ロープウ

エイを利用してこの日は西穂高岳山荘テント場に幕営。翌エイを利用してこの日は西穂高岳山荘テント場に幕営。翌3131日独標を経由して西穂高岳に向かっ日独標を経由して西穂高岳に向かっ
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たところまでは確認されたが、以後行方不明となった。たところまでは確認されたが、以後行方不明となった。11月月55日からの第日からの第11次捜索活動では発見でき次捜索活動では発見でき

ず、結局第ず、結局第55次捜索活動中の次捜索活動中の55月月44日になって独標手前の通称お花畑で雪の中から発見された。この日になって独標手前の通称お花畑で雪の中から発見された。この

山行は日頃からあまり会活動に参加していない会員の無届による個人山行であった。　山行は日頃からあまり会活動に参加していない会員の無届による個人山行であった。　

1212　扇ノ山遭難事故　扇ノ山遭難事故

　　19941994年年88月月1313日から日から1515日にかけて明石勤労者山岳会の野口浩二さん日にかけて明石勤労者山岳会の野口浩二さん(29)(29)は扇ノ山へ単独山行をは扇ノ山へ単独山行を

取り組んだ。取り組んだ。1212日夜行で大阪を出発、翌日夜行で大阪を出発、翌1313日浜坂からバスで温泉町田中へ、霧滝渓谷に入る。霧ヶ滝日浜坂からバスで温泉町田中へ、霧滝渓谷に入る。霧ヶ滝

を見た後旧トロッコ道まで登りツエルトでビバーク。翌を見た後旧トロッコ道まで登りツエルトでビバーク。翌1414日旧トロッコ道を西へ、扇ノ山を目指す日旧トロッコ道を西へ、扇ノ山を目指す

が、トンネルが土石で埋まっていたため高巻きをして再び６～が、トンネルが土石で埋まっていたため高巻きをして再び６～77ｍ下の旧トロッコ道に降りようとｍ下の旧トロッコ道に降りようと

して墜落。肋骨と右足を骨折、沢の方に移動しようとして滑落、岩に頭をぶつけて死亡したものとして墜落。肋骨と右足を骨折、沢の方に移動しようとして滑落、岩に頭をぶつけて死亡したものと

推測される。死因は頭蓋底骨折による即死。この山行は会へ計画書は出されていたが、個人山行で推測される。死因は頭蓋底骨折による即死。この山行は会へ計画書は出されていたが、個人山行で

あったことや野口さんが入会してあったことや野口さんが入会して22ヶ月と日も浅かったため、ヶ月と日も浅かったため、1818日になってお母さんから捜索願が日になってお母さんから捜索願が

出されてからの捜索活動になった。単独山行のため実際の行動や事故の様子は推測するしかなかっ出されてからの捜索活動になった。単独山行のため実際の行動や事故の様子は推測するしかなかっ

たため、捜索の範囲を確定するのに時間がかかり、たため、捜索の範囲を確定するのに時間がかかり、1919日から捜索活動を開始したものの発見は日から捜索活動を開始したものの発見は2727日日

になってしまった。この事故を契機に翌年県連に救助隊が結成された。になってしまった。この事故を契機に翌年県連に救助隊が結成された。

1313　氷ノ山遭難事故　氷ノ山遭難事故

　淡路勤労者山岳会の梅田平　淡路勤労者山岳会の梅田平(49)(49)、池登俊明、池登俊明(53)(53)、木田昭、木田昭(61)(61)さんのさんの33名と南但山歩会の森岡信吾名と南但山歩会の森岡信吾

(42)(42)、亀井典義、亀井典義(54)(54)さんのさんの22名は名は19971997年年11月月2525日からの氷ノ山登山を計画した。　　日からの氷ノ山登山を計画した。　　

　　淡路労山の淡路労山の33名は流れ尾から氷ノ山山頂泊、翌名は流れ尾から氷ノ山山頂泊、翌2626日東尾根から下山、南但山歩会の日東尾根から下山、南但山歩会の22名は名は2525日中の日日中の日

帰り予定であった。帰り予定であった。2525日朝日朝88：：0000福定で合流、福定で合流、99：：0000流れ尾より登山開始、流れ尾より登山開始、1212：：4040山頂避難小屋着。山頂避難小屋着。1313：：4040淡淡

路労山の路労山の22名は下山を開始するが、猛吹雪のため流れ尾への取り付きルートを発見できず山頂小屋へ名は下山を開始するが、猛吹雪のため流れ尾への取り付きルートを発見できず山頂小屋へ

引き返す。翌引き返す。翌2626日吹雪の中を全員で流れ尾を下山中、ルートを間違えオオダニ方向に迷い込み雪崩に日吹雪の中を全員で流れ尾を下山中、ルートを間違えオオダニ方向に迷い込み雪崩に

巻き込まれ、巻き込まれ、44名は雪崩に埋まってしまうが、名は雪崩に埋まってしまうが、11名は脱出、スキー場の手前で力尽きたものと推測される。名は脱出、スキー場の手前で力尽きたものと推測される。

　　11月月2727日から捜索を開始したが、全員が行方不明となったため遭難場所がなかなか確定できず、日から捜索を開始したが、全員が行方不明となったため遭難場所がなかなか確定できず、

地元救助隊だけでなく、近畿ブロックの仲間も含めた大量の支援を受け、地元救助隊だけでなく、近畿ブロックの仲間も含めた大量の支援を受け、44月月55日から日から1313日までの間日までの間

に全員の遺体が発見・収容された。この事故で初めて県連救助隊も出動した。に全員の遺体が発見・収容された。この事故で初めて県連救助隊も出動した。

1414　金剛山登山中の急病死　金剛山登山中の急病死

　　19971997年年1010月月1010日西宮明昭山は日西宮明昭山はBBランクの例会として「金剛山・久留野峠～紀見峠間縦走」を取り組んランクの例会として「金剛山・久留野峠～紀見峠間縦走」を取り組ん

だ。当日の参加者はだ。当日の参加者は2828名、名、22班に分けて登山口を班に分けて登山口を1010：：0000に出発。に出発。1010：：4040久留野峠着。リーダーの溝渕和彦久留野峠着。リーダーの溝渕和彦

(65)(65)さんの調子が悪く、ここまでにさんの調子が悪く、ここまでに22回の休憩があった。回の休憩があった。1111：：1515頃高谷山の少し手前で先頭を歩いてい頃高谷山の少し手前で先頭を歩いてい

た溝渕さんが又立ち止まり、サブリーダーを務めていた奥さんに疲れを訴えた。これまで立ち休憩をた溝渕さんが又立ち止まり、サブリーダーを務めていた奥さんに疲れを訴えた。これまで立ち休憩を

含めて含めて44回も休憩していた。症状が悪くなり、激しい発作を繰り返し咳き込んできたので、無線機と携回も休憩していた。症状が悪くなり、激しい発作を繰り返し咳き込んできたので、無線機と携

帯で救急車の手配を依頼した。例会は中止し、メンバーの看護婦さん二人が気道確保と心臓マッサー帯で救急車の手配を依頼した。例会は中止し、メンバーの看護婦さん二人が気道確保と心臓マッサー

ジを行った。ジを行った。1313：：1010ようやく到着した救急隊員により蘇生作業が繰り返され、担架で移送されることようやく到着した救急隊員により蘇生作業が繰り返され、担架で移送されること

になったが、心拍は停止していた。になったが、心拍は停止していた。1414：：2020病院に到着。呼吸器を付け、心臓マッサージが施されたが回病院に到着。呼吸器を付け、心臓マッサージが施されたが回
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復しなかった。死因は心筋梗塞。復しなかった。死因は心筋梗塞。

　　

1515　五竜岳ガス中毒事故　五竜岳ガス中毒事故

　　20022002年年33月月2020日から日から2424日まで神戸カタツムリの会の江藤敏行日まで神戸カタツムリの会の江藤敏行(53)(53)さんは職場の山仲間達合計さんは職場の山仲間達合計55名で名で

遠見尾根から五竜岳登山を取り組んだ。遠見尾根から五竜岳登山を取り組んだ。2020日夜行列車で大阪を出発、日夜行列車で大阪を出発、2121日日66：：0000神城発、テレキャビン、神城発、テレキャビン、

リフトを乗り継いでリフトを乗り継いで99：：1010地蔵の頭着、地蔵の頭着、1212：：3030大遠見着、強風のため雪面を大遠見着、強風のため雪面を11ｍ掘り下げた穴の中にテンｍ掘り下げた穴の中にテン

ト設営、風上にはさらに雪のブロックを約ト設営、風上にはさらに雪のブロックを約7070ｃｍ積む。ｃｍ積む。2222日日55：：3030起床、起床、88：：2020出発、出発、1010：：3030白岳山頂、白岳山頂、1010：：

4040五竜小屋に着くが、五竜小屋に着くが、1111：：3030悪天のため引き返す。悪天のため引き返す。1313：：3030テント場着、テント場着、2323日朝日朝88時か時か99時頃一人が目覚め時頃一人が目覚め

ると頭がふらふらして立っておれない状態であり、江藤さんら２名は死亡していた。死因は一酸化炭ると頭がふらふらして立っておれない状態であり、江藤さんら２名は死亡していた。死因は一酸化炭

素中毒。この山行は職場の仲間との個人山行であり、会への計画書の提出はなかった。素中毒。この山行は職場の仲間との個人山行であり、会への計画書の提出はなかった。

1616　愛知川沢登り遭難事故　愛知川沢登り遭難事故

　　西神戸山の会は西神戸山の会は20022002年年77月月1313日愛知川に日帰り沢登り例会を取り組んだ。参加者は林文夫日愛知川に日帰り沢登り例会を取り組んだ。参加者は林文夫(52)(52)さんさん

他他44名。名。77：：3030新長田を自家用車で出発、新長田を自家用車で出発、99：：4040愛知川林道駐車場着、沢登り装備を装着し愛知川林道駐車場着、沢登り装備を装着し1010：：1010取水堰から取水堰から

入渓。入渓。33日前の台風日前の台風66号の影響で水量が多かったがので、急流部は適宜巻きながら遡行。天狗滝には予定号の影響で水量が多かったがので、急流部は適宜巻きながら遡行。天狗滝には予定

よりより11時間遅れの時間遅れの1414：：4040着。着。1515：：0000沢通しに下山開始、林さんは終始積極的に沢芯を探して泳ぎ下りを楽沢通しに下山開始、林さんは終始積極的に沢芯を探して泳ぎ下りを楽

しんでいたが、しんでいたが、1616：：4040ツメカリ谷出会いを過ぎて落差ツメカリ谷出会いを過ぎて落差150150ｃｍほどの樋状落ち込みを滑り降りようとしｃｍほどの樋状落ち込みを滑り降りようとし

て途中の流木に引っかかり、流れが急なためすぐには救出できず溺死。搬出は翌て途中の流木に引っかかり、流れが急なためすぐには救出できず溺死。搬出は翌1414日になった。日になった。

1717　不動岩転落事故　不動岩転落事故

　兵庫県勤労者山岳連盟は　兵庫県勤労者山岳連盟は20042004年年55月月1212日から日から99月月1717～～2020日の終了山行間で座学日の終了山行間で座学77回実技回実技1010回の「回の「20042004

年中級ロッククライミングスクール」を取り組んだ。年中級ロッククライミングスクール」を取り組んだ。55月月2323日その第日その第11回実技が裏六甲不動岩で実施さ回実技が裏六甲不動岩で実施さ

れた。受講生であったメラピークれた。受講生であったメラピークKOBEKOBEの横山琴美の横山琴美(53)(53)さんは東壁すなかぶりルートを登攀後のさんは東壁すなかぶりルートを登攀後の1212：：5555

頃、同ルートを懸垂下降時にザイルが解け、支点位置より約頃、同ルートを懸垂下降時にザイルが解け、支点位置より約3030メートル転落。メートル転落。1414：：1212ヘリにて病院へ搬ヘリにて病院へ搬

送されたが、翌送されたが、翌2525日日1010：：1212全身打撲により死亡。事前に講師団が学んでいたザイル結束の末端処理に全身打撲により死亡。事前に講師団が学んでいたザイル結束の末端処理に

ついて、その方法を間違えると解けてしまうという問題点が明らかになった。ついて、その方法を間違えると解けてしまうという問題点が明らかになった。

　　

1818　富士山遭難事故　富士山遭難事故

　　20052005年夏には全国連盟のガッシャブルムⅠ峰遠征が計画されていた。そのメンバーであった西宮年夏には全国連盟のガッシャブルムⅠ峰遠征が計画されていた。そのメンバーであった西宮

勤労者山岳会会員土屋孝右衛さんは勤労者山岳会会員土屋孝右衛さんは20052005年年44月月2424日他のメンバー有志日他のメンバー有志33名と共に高所順応訓練を兼ね名と共に高所順応訓練を兼ね

て富士山登山を取り組んだ。て富士山登山を取り組んだ。88：：0000馬返し馬返し11合目出発。合目出発。1010：：0000５合目佐藤小屋着、５合目佐藤小屋着、1212：：4545７合目着小屋横に７合目着小屋横に

テント設営。テント設営。2424日日44：：0000起床起床55：：4545出発出発99：：4545富士山頂着。それまで同じ行動をとっていた西宮労山パー富士山頂着。それまで同じ行動をとっていた西宮労山パー

ティーも遅れて到着。ティーも遅れて到着。1010：：0000下山開始、確保の練習のため土屋さんはメンバーの一人に確保されなが下山開始、確保の練習のため土屋さんはメンバーの一人に確保されなが

ら下降し、ピックで次の支点づくりをしている時にバランスを崩し滑落、すぐ頭が下になりハーネスら下降し、ピックで次の支点づくりをしている時にバランスを崩し滑落、すぐ頭が下になりハーネス

が脱げ頭を下にしてが脱げ頭を下にして200200～～300300ｍ滑落し、頭を強く打つなどして死亡。又救助に向かう途中で西宮労山ｍ滑落し、頭を強く打つなどして死亡。又救助に向かう途中で西宮労山

のの11名も滑落したが名も滑落したが3030ｍほど下で夏山登山道の鉄柵とロープに引っかかり停止。股関節の脱臼と打撲ｍほど下で夏山登山道の鉄柵とロープに引っかかり停止。股関節の脱臼と打撲

で動けなくなりヘリコプタ－で救出された。で動けなくなりヘリコプタ－で救出された。
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1919　比良　比良・・口ノ深谷遭難事故口ノ深谷遭難事故

　　20062006年年77月月1616日山歩渓山岳会は夏山・北鎌尾根のトレーニングも兼ねて比良・口ノ深谷の沢登り山日山歩渓山岳会は夏山・北鎌尾根のトレーニングも兼ねて比良・口ノ深谷の沢登り山

行を取り組んだ。参加者は牧逸生行を取り組んだ。参加者は牧逸生(65)(65)さん他さん他33名。名。77：：3030西宮の事務所を自家用車で出発、西宮の事務所を自家用車で出発、99：：1515葛川坊村葛川坊村

に到着。に到着。1010：：0000頃林道出合いから入渓、牧さんはハーネスもヘルメットも着けていなかった。頃林道出合いから入渓、牧さんはハーネスもヘルメットも着けていなかった。1212：：5252頃頃

流木に阻まれた斜瀑の右岸を高巻き中に滑落し、頭蓋骨損傷、頭部陥没により死亡。当初事故場所が流木に阻まれた斜瀑の右岸を高巻き中に滑落し、頭蓋骨損傷、頭部陥没により死亡。当初事故場所が

特定できず、また折からの梅雨の長雨で搬出活動は捗らず特定できず、また折からの梅雨の長雨で搬出活動は捗らず2222日になって搬出された。日になって搬出された。

2020　前穂高岳遭難事故　前穂高岳遭難事故

　　20062006年年1010月垂水勤労者山岳会は前穂高山行を取り組んだ。コースは北尾根～前穂～岳沢～上高地月垂水勤労者山岳会は前穂高山行を取り組んだ。コースは北尾根～前穂～岳沢～上高地

にいたるもので、メンバーは安田尚代にいたるもので、メンバーは安田尚代(50)(50)さん他さん他22名。名。1010月月66日日99：：0000大阪駅を出発、松本から電車、バス大阪駅を出発、松本から電車、バス

を乗り継いで上高地に入る。を乗り継いで上高地に入る。1616：：4545徳沢着、テント設営。徳沢着、テント設営。77日日55：：0000徳沢発新村橋から奥又白谷を経てパ徳沢発新村橋から奥又白谷を経てパ

ノラマコースに入る。ノラマコースに入る。77：：0000途中から遅れ気味だった途中から遅れ気味だった11名は安田さん達の足に合わせて歩くことができ名は安田さん達の足に合わせて歩くことができ

ないことから、屏風のコルから涸沢へ抜けて上高地へ下ることになり別れる。ないことから、屏風のコルから涸沢へ抜けて上高地へ下ることになり別れる。1010：：4040、、55・・66のコル着。幕のコル着。幕

営予定を変更し先へ進む。営予定を変更し先へ進む。1414：：4545前穂着、雪がちらつき始めた。岳沢へ向かうが、前穂着、雪がちらつき始めた。岳沢へ向かうが、1616：：0000頃ルートの間違頃ルートの間違

いに気づき、そこでビバーク。ポールを落したためテントが張れず、テントを被ってシュラフに入っいに気づき、そこでビバーク。ポールを落したためテントが張れず、テントを被ってシュラフに入っ

て寝る。て寝る。88日積雪は日積雪は1010㎝位だったが前日よりも天気は回復。㎝位だったが前日よりも天気は回復。88：：0000前穂へ上り返し、再び岳沢へ下り始め前穂へ上り返し、再び岳沢へ下り始め

たが、又ルートを間違え崖に出てしまう。ふたたび上り返すがたが、又ルートを間違え崖に出てしまう。ふたたび上り返すが1515：：3030頃安田さんが頃安田さんが｢｢目が見えない目が見えない｣｣とと

訴えたので再びシュラフに入りテントを被ってビバーク。翌訴えたので再びシュラフに入りテントを被ってビバーク。翌99日日3:303:30頃安田さんは冷たくなっていた。頃安田さんは冷たくなっていた。

死因は凍死。　死因は凍死。　

2121　六甲　六甲・・西山谷転落事故　　西山谷転落事故　　

　　20062006年年1111月月2626日武庫勤労者山岳会は六甲山西山谷にハイキング部主催企画ハイキングを取り組ん日武庫勤労者山岳会は六甲山西山谷にハイキング部主催企画ハイキングを取り組ん

だ。参加者はだ。参加者は88名。名。88：：40JR40JR摂津本山駅に集合、バスで渦森台へ、摂津本山駅に集合、バスで渦森台へ、99：：3030西山谷に入る。西山谷に入る。1010：：3838西山大滝右岸西山大滝右岸

の高巻きにかかる。の高巻きにかかる。44番目に登り始めた井上比香子番目に登り始めた井上比香子(64)(64)さんは滝の上部直下で転落、下部さんは滝の上部直下で転落、下部((水深水深3030ｃｍｃｍ))

まで約まで約1515ｍ落下し、頭部損傷、意識不明となる。すぐに救助要請、ｍ落下し、頭部損傷、意識不明となる。すぐに救助要請、1212：：2020ヘリによる吊り上げで病院へヘリによる吊り上げで病院へ

収容されたが、収容されたが、1313：：0909死亡。死因は脳挫傷。死亡。死因は脳挫傷。

22 22 氷ノ山不動沢遭難事故氷ノ山不動沢遭難事故

　　20072007年年33月月44日、但馬労山の中尾弘枝さん（日、但馬労山の中尾弘枝さん（5454）は、単独で氷ノ山に出かけた。親水公園の登山口ポス）は、単独で氷ノ山に出かけた。親水公園の登山口ポス

トに入れてあった計画書にはトに入れてあった計画書には14:4014:40に入山し、に入山し、18:0018:00に下山予定であった。に下山予定であった。

氷ノ山越に氷ノ山越に17:0917:09着、その帰りに沢に迷い込み、本人から京都在住の娘さんの携帯へ着、その帰りに沢に迷い込み、本人から京都在住の娘さんの携帯へ18:0018:00～～19:0019:00

の間にの間に55回にわたって「滝のそばにいる、大変寒い、助けて」と留守録メッセージが入っていた。回にわたって「滝のそばにいる、大変寒い、助けて」と留守録メッセージが入っていた。55日日

3:003:00前に京都府警から養父警察へ捜索依頼があり、前に京都府警から養父警察へ捜索依頼があり、8:008:00頃から捜索が開始された。労山連盟へ電話頃から捜索が開始された。労山連盟へ電話

が入ったのはが入ったのは55日早朝となるが、日早朝となるが、23:0023:00頃には県連救助隊頃には県連救助隊1010名が車で神戸の事務所を出発した。名が車で神戸の事務所を出発した。66日日

10:2010:20頃県連救助隊のメンバーが、不動滝上部の沢に浮いていた中尾さんを発見、搬出したがすで頃県連救助隊のメンバーが、不動滝上部の沢に浮いていた中尾さんを発見、搬出したがすで

に死亡していに死亡していた。所属会にも連絡なしの単独山行であった。　　　　　　　　　　　　　た。所属会にも連絡なしの単独山行であった。　　　　　　　　　　　　　（安留）（安留）
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自然保護活動自然保護活動

六甲山河川水質調査六甲山河川水質調査

　１９７１年～１９７３年にかけて六甲山頂にホテルや企業の保養所が続々と建設され、河川の　１９７１年～１９７３年にかけて六甲山頂にホテルや企業の保養所が続々と建設され、河川の

汚染が深刻になっていた。兵庫県勤労者山岳連盟は独自に六甲山系汚染が深刻になっていた。兵庫県勤労者山岳連盟は独自に六甲山系2525河川の水質調査を実施した。河川の水質調査を実施した。

その結果、汚染が甚だしくその原因が山頂のホテルや保養所からの汚水の垂れ流しであることをその結果、汚染が甚だしくその原因が山頂のホテルや保養所からの汚水の垂れ流しであることを

突き止め、神戸市に善処を要望。神戸市衛生局の指導にて、これ等の施設に浄化槽の設置をはじめ、突き止め、神戸市に善処を要望。神戸市衛生局の指導にて、これ等の施設に浄化槽の設置をはじめ、

適正な施設の整備をさせた。適正な施設の整備をさせた。

氷ノ山の自然を守る運動氷ノ山の自然を守る運動

（（11））  大幹線林道計画とその目的大幹線林道計画とその目的

　丁度、六甲山の水質調査をしているころ長野県から美ケ原の　丁度、六甲山の水質調査をしているころ長野県から美ケ原の

ビーナスライン建設反対運動の支援を依頼され、それに応えてビーナスライン建設反対運動の支援を依頼され、それに応えて

６６,,０００人の署名を集め協力したことが、氷ノ山の自然を守０００人の署名を集め協力したことが、氷ノ山の自然を守

る運動に取り組む大きな力となった。氷ノ山は鳥取県との境にる運動に取り組む大きな力となった。氷ノ山は鳥取県との境に

位置する氷ノ山・後山・那岐山国定公園の主峰で、中国地方では位置する氷ノ山・後山・那岐山国定公園の主峰で、中国地方では

大山に次ぐ高峰、兵庫県では最高峰である。昔から多くの岳人大山に次ぐ高峰、兵庫県では最高峰である。昔から多くの岳人

に冬山入門コースとして、あるいは、スキーツアーにと親しまに冬山入門コースとして、あるいは、スキーツアーにと親しま

れており、住民との結びつきも信仰の対象、峠越えの交通路とれており、住民との結びつきも信仰の対象、峠越えの交通路と

して古来より伝説の多い山である。して古来より伝説の多い山である。

　このような氷ノ山が「但馬山岳スカイライン」と呼ぶ観光道　このような氷ノ山が「但馬山岳スカイライン」と呼ぶ観光道

路によって開発されようとしたのは、１９６６年８月に兵庫県路によって開発されようとしたのは、１９６６年８月に兵庫県

「県勢振興計画」を発表してからであった。私達はスカイライン「県勢振興計画」を発表してからであった。私達はスカイライン

の建設が１の建設が１,,０００ｍを越す稜線上にまで進み、鉢伏山（１２２０００ｍを越す稜線上にまで進み、鉢伏山（１２２

１ｍ）の山腹が無残に傷つけられたり、氷ノ山の南山麓のブナ１ｍ）の山腹が無残に傷つけられたり、氷ノ山の南山麓のブナ

の原生林が伐採されるようになった１９７１年になって、はじの原生林が伐採されるようになった１９７１年になって、はじ

めて事の重大性を知ることができ直ちに「計画の白紙撤回」をめて事の重大性を知ることができ直ちに「計画の白紙撤回」を

要求した。要求した。

　大幹線林道、正式には大幹線林道一号線　瀞川・氷ノ山線は、　大幹線林道、正式には大幹線林道一号線　瀞川・氷ノ山線は、

兵庫県勢振興計画にもとづき１９６６年、美方郡村岡町兎和野兵庫県勢振興計画にもとづき１９６６年、美方郡村岡町兎和野

を基点として瀞川山・鉢伏山・氷ノ山を結んで宍栗郡波賀町にいたる全長を基点として瀞川山・鉢伏山・氷ノ山を結んで宍栗郡波賀町にいたる全長42.842.8ｋｍの路線として計ｋｍの路線として計

画された。そのうちの村岡町～関宮町の瀞川線は画された。そのうちの村岡町～関宮町の瀞川線は19721972年年1212月に開通した。月に開通した。

ところが、関宮町～波賀町戸倉にいたる氷ノ山線は関宮町ハチ高原で約６００ｍ施行されたとこところが、関宮町～波賀町戸倉にいたる氷ノ山線は関宮町ハチ高原で約６００ｍ施行されたとこ

ろで住民の反対にあい中断してしまった。この部分は関宮町ハチ高原の標高ろで住民の反対にあい中断してしまった。この部分は関宮町ハチ高原の標高900900ｍ地点から氷ノ山ｍ地点から氷ノ山

越え（１２５０ｍ）に登り、北斜面の急峻な岩場地帯をほぼ同じ標高で横断して大段平上の１２８越え（１２５０ｍ）に登り、北斜面の急峻な岩場地帯をほぼ同じ標高で横断して大段平上の１２８

０ｍ地点で大屋町側と結ぶ、延べ１２．４ｋｍであった。０ｍ地点で大屋町側と結ぶ、延べ１２．４ｋｍであった。
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　地元の各町では、起点になる村岡町と終点になる波賀町が両手を挙げて賛同し、通過地区となる　地元の各町では、起点になる村岡町と終点になる波賀町が両手を挙げて賛同し、通過地区となる

大屋町と関宮町も地元負担軽減を条件に一応賛成していたのである。各町には過疎から何とか抜大屋町と関宮町も地元負担軽減を条件に一応賛成していたのである。各町には過疎から何とか抜

け出したいとする強い願いがあり、この大幹線林道に大きな期待が寄せられたのも当然である。け出したいとする強い願いがあり、この大幹線林道に大きな期待が寄せられたのも当然である。

　しかし、県の真の道路建設の目的は「但馬地域での自然・人文等の観光資源はよく保存されてお　しかし、県の真の道路建設の目的は「但馬地域での自然・人文等の観光資源はよく保存されてお

り、海浜部、山岳部いずれをとってもレクレイション・ポテンシャルが高い。そこで、この海岸部のり、海浜部、山岳部いずれをとってもレクレイション・ポテンシャルが高い。そこで、この海岸部の

奇岩、怪石、断崖と海蝕洞門で代表される岩石、美の景観　ならびに高原と渓谷と緑の里に代表さ奇岩、怪石、断崖と海蝕洞門で代表される岩石、美の景観　ならびに高原と渓谷と緑の里に代表さ

れる山岳部の立地的個性を活かしつつ、相互に密接に関連する観光地造りをめざし」、「山と海をいれる山岳部の立地的個性を活かしつつ、相互に密接に関連する観光地造りをめざし」、「山と海をい

かに有機的に結びつけるかが今後の但馬観光開発の成果を決定づける」との立場から山岳高原とかに有機的に結びつけるかが今後の但馬観光開発の成果を決定づける」との立場から山岳高原と

海をつなぐ観光ルートの整備を急ぐことを開発事業の目玉として推進していたのである。海をつなぐ観光ルートの整備を急ぐことを開発事業の目玉として推進していたのである。

　この林道という名のスカイラインは、もともと観光自動車道路である道路に「林道」という名を　この林道という名のスカイラインは、もともと観光自動車道路である道路に「林道」という名を

つけることによって林道振興が目的であるかのようにカムフラージュし、県民と地元民を欺いたつけることによって林道振興が目的であるかのようにカムフラージュし、県民と地元民を欺いた

ものである。同時に「林道」という名目で道路をつくれば、通常の自動車道路をつくる基準にあわすものである。同時に「林道」という名目で道路をつくれば、通常の自動車道路をつくる基準にあわす

必要がないため安い経費で工事ができるといった一石二鳥の効果を狙った通常な計画とは程遠い必要がないため安い経費で工事ができるといった一石二鳥の効果を狙った通常な計画とは程遠い

ものであった。ものであった。

（（22））反対運動の経過反対運動の経過

　１　１..　１９７１年１０月、　１９７１年１０月、兵庫県勤労者山岳連盟は大幹線林道兵庫県勤労者山岳連盟は大幹線林道「瀞川「瀞川・・氷ノ山」氷ノ山」ならびにならびに「妙「妙

見見・・蘇武線」蘇武線」の建設の中止と白紙撤回を要求する声明を発表し、の建設の中止と白紙撤回を要求する声明を発表し、氷ノ山、氷ノ山、鉢伏山をはじ鉢伏山をはじ

めとする但馬の山々における自然破壊を広く県民に訴えると共に、めとする但馬の山々における自然破壊を広く県民に訴えると共に、これを県議会、これを県議会、環境環境

庁へ提出した。庁へ提出した。

　　2.2.　１９７２年３月、　１９７２年３月、兵庫県勤労者山岳連盟は県議会に大幹線林道の建設中止を求める請願書兵庫県勤労者山岳連盟は県議会に大幹線林道の建設中止を求める請願書

を提出した。を提出した。

　　3.3.　　19731973年２月、年２月、関宮の自然とくらしの歴史を守る会、関宮の自然とくらしの歴史を守る会、兵庫県自然保護協会但馬支部、兵庫県自然保護協会但馬支部、兵庫県兵庫県

野鳥の会但馬支部ならびに、野鳥の会但馬支部ならびに、兵庫県勤労者山岳連盟は、兵庫県勤労者山岳連盟は、運動を全県的、運動を全県的、全国的なものに全国的なものに

するためするため「氷ノ山の自然を守る会」「氷ノ山の自然を守る会」を結成し、を結成し、国と県に向かって計画の再検討と科学的国と県に向かって計画の再検討と科学的

な調査を求める署名運動を全国的に展開し、な調査を求める署名運動を全国的に展開し、８４８４,,０００名の署名を集めて大きく世論０００名の署名を集めて大きく世論

を巻き起こしていった。を巻き起こしていった。

　　4.4.　「氷ノ山の自然を守る会」　「氷ノ山の自然を守る会」は、は、２月１９日環境庁に坂本政務次官を訪ね、２月１９日環境庁に坂本政務次官を訪ね、路線の変更を陳路線の変更を陳

情し、情し、「自然保護の面から計画の練り直しを支持する」「自然保護の面から計画の練り直しを支持する」との回答を受けた。との回答を受けた。

　このような経過を受け、県は　このような経過を受け、県は33月月66日突然、計画路線の大幅変更を発表した。この変更は、これまで日突然、計画路線の大幅変更を発表した。この変更は、これまで

の硬直した姿勢を改め住民の声に耳をかたむける態度を示したものではあるが、いぜん科学的調の硬直した姿勢を改め住民の声に耳をかたむける態度を示したものではあるが、いぜん科学的調

査も地元住民、自然保護団体の意見も聞くこともなく、役人による机上の線引きであり、納得でき査も地元住民、自然保護団体の意見も聞くこともなく、役人による机上の線引きであり、納得でき

るものではないと、既定方針通り工事の一時中止と計画の抜本的再検討を要求した。るものではないと、既定方針通り工事の一時中止と計画の抜本的再検討を要求した。44月に入って月に入って

三木環境庁長官は、衆議院環境保全特別委員会で木下元二議員の氷ノ山の自然保護と大幹線林道三木環境庁長官は、衆議院環境保全特別委員会で木下元二議員の氷ノ山の自然保護と大幹線林道

についての質問に対し、「一日を争う工事ではないので、必要な調査をした後において工事を行うについての質問に対し、「一日を争う工事ではないので、必要な調査をした後において工事を行う

よう行政指導を行う」と答弁した。それを受けて、よう行政指導を行う」と答弁した。それを受けて、55月の県会において兵庫県は、『工事は強行しない、月の県会において兵庫県は、『工事は強行しない、

科学的な調査を実施する。地元住民や、自然保護団体の同意を得る』と確約するにいたった。科学的な調査を実施する。地元住民や、自然保護団体の同意を得る』と確約するにいたった。

　それ以後、県は自然保護団体と話し合いを持ったが、路線計画を二転、三転させ、第四案までいっ　それ以後、県は自然保護団体と話し合いを持ったが、路線計画を二転、三転させ、第四案までいっ
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六甲山からゴミを一掃する運動六甲山からゴミを一掃する運動

（１）（１）  こうしてゴミ一掃は始まったこうしてゴミ一掃は始まった

　神戸市の背後に位置し、多くの登山愛好者に親　神戸市の背後に位置し、多くの登山愛好者に親

しまれている六甲山は、１９６０年代に押し寄せしまれている六甲山は、１９６０年代に押し寄せ

た観光ブームのあおりを受け、お客と共に大量のた観光ブームのあおりを受け、お客と共に大量の

ゴミをも受け入れ深刻なゴミ問題を抱えることゴミをも受け入れ深刻なゴミ問題を抱えること

となった。六甲山に登るたびにいやおうなく眼にとなった。六甲山に登るたびにいやおうなく眼に

入るゴミ、空き缶の山を「何とかしたい」という思入るゴミ、空き缶の山を「何とかしたい」という思

いから、各山の会では年にいから、各山の会では年に11～２回「清掃登山」と～２回「清掃登山」と

いう呼び方で清掃活動を行っていたが、拾らっていう呼び方で清掃活動を行っていたが、拾らって

も拾らってもなくならないゴミの山を前に、大きも拾らってもなくならないゴミの山を前に、大き

な決断を迫られることとなった。な決断を迫られることとなった。

　かくして、各山の会の取り組み実績と、越後の　かくして、各山の会の取り組み実績と、越後の

「みちくさ山の会」の越後・駒が岳における清掃登「みちくさ山の会」の越後・駒が岳における清掃登

山の実績（単一登山会が毎月清掃登山をしている山の実績（単一登山会が毎月清掃登山をしている

ことが「山と仲間」に掲載されていた）に刺激されことが「山と仲間」に掲載されていた）に刺激され

て、第１１回兵庫県勤労者山岳連盟総会（１９７て、第１１回兵庫県勤労者山岳連盟総会（１９７

５年１１月）において『六甲山からゴミを一掃す５年１１月）において『六甲山からゴミを一掃す

ることを兵庫県連盟の使命として、全登山者さらることを兵庫県連盟の使命として、全登山者さら

には、自然に親しむ人々が“ゴミは捨てない、持ちには、自然に親しむ人々が“ゴミは捨てない、持ち

ての協議となった。路線については、次のような諸点を県側に要求した。①福定、奈良尾部落の水道、ての協議となった。路線については、次のような諸点を県側に要求した。①福定、奈良尾部落の水道、

灌漑用水源を破壊しないこと。②東尾根にいたる耕地内は民有地をさけ部落有地をとおすこと。③灌漑用水源を破壊しないこと。②東尾根にいたる耕地内は民有地をさけ部落有地をとおすこと。③

東尾根は最低地点で乗越すこと。④大段平では安井峠で既設の大屋町林道と接続し、大屋町横行部東尾根は最低地点で乗越すこと。④大段平では安井峠で既設の大屋町林道と接続し、大屋町横行部

部落へおろすこと。これによって現在文字通り雲の上のスカイラインでしかなかった大幹線林道部落へおろすこと。これによって現在文字通り雲の上のスカイラインでしかなかった大幹線林道

を大屋町住民にとって生活道路とすることができる。を大屋町住民にとって生活道路とすることができる。

　福定側は住民の生活に役立つ林道として基本的に合意に達したものの奥山国有林にあるブナ原　福定側は住民の生活に役立つ林道として基本的に合意に達したものの奥山国有林にあるブナ原

生林内の通過、大段平の乗越、イヌワシ問題など県が最終案とする第五案には反対の立場を表明し生林内の通過、大段平の乗越、イヌワシ問題など県が最終案とする第五案には反対の立場を表明し

た。しかし、県はそれまで中断していた工事を再開し、毎年　た。しかし、県はそれまで中断していた工事を再開し、毎年　11ｋｍづつ工事を進行させてｋｍづつ工事を進行させて19881988年年99

月、「瀞川・氷ノ山線」は開通した。月、「瀞川・氷ノ山線」は開通した。

　その間、毎年　その間、毎年55月には「氷ノ山自然を守る登山大会」が実施され、最盛期には月には「氷ノ山自然を守る登山大会」が実施され、最盛期には800800名を超える規模で名を超える規模で

行われ行われ19901990年の年の1818回まで続けられた。回まで続けられた。

　この　この1414年間に亘る運動こそ兵庫県連盟における山岳自然保護運動のバックボーンとなったシン年間に亘る運動こそ兵庫県連盟における山岳自然保護運動のバックボーンとなったシン

ボル的活動であり、全国の自然保護運動の牽引車となった価値のある運動であったといえる。ボル的活動であり、全国の自然保護運動の牽引車となった価値のある運動であったといえる。
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帰る”というモラルが確立す帰る”というモラルが確立す

るまで（半永久的に）取り組るまで（半永久的に）取り組

むことになります』と提唱さむことになります』と提唱さ

れた。れた。

　２年後の第１３回総会（１　２年後の第１３回総会（１

９７８年）で、当面の毎月の９７８年）で、当面の毎月の

統一行動日と各山の会の清統一行動日と各山の会の清

掃コースを設定し、「六甲山掃コースを設定し、「六甲山

からゴミを一掃する運動」のからゴミを一掃する運動」の

第一回の統一行動が１９７第一回の統一行動が１９７

８年１０月２２日に実施さ８年１０月２２日に実施さ

れた。れた。

　同年１０月、各会宛に配布された「事務連絡」にはこう示されている。　同年１０月、各会宛に配布された「事務連絡」にはこう示されている。

　「六甲山からゴミをなくするにはどうすればよいか。ゴミ持ち帰りが社会的常識となり、ゴミが　「六甲山からゴミをなくするにはどうすればよいか。ゴミ持ち帰りが社会的常識となり、ゴミが

消えるまで、粘り強く清掃活動を続けることです。ただ清掃するだけでなく、各登山口にゴミ持ち消えるまで、粘り強く清掃活動を続けることです。ただ清掃するだけでなく、各登山口にゴミ持ち

帰り運動の立て看板や横断幕を設置したり、ビンや缶の業者に空き缶の回収を呼びかける。あるい帰り運動の立て看板や横断幕を設置したり、ビンや缶の業者に空き缶の回収を呼びかける。あるい

は自治体にゴミ回収を要求するなどの活動をしていくことが大切です」こうして、単なる「清掃登は自治体にゴミ回収を要求するなどの活動をしていくことが大切です」こうして、単なる「清掃登

山ではなく、“ゴミは捨てない持ち帰る”というモラルの確立や自然保護運動に誇りを持つ場」とし山ではなく、“ゴミは捨てない持ち帰る”というモラルの確立や自然保護運動に誇りを持つ場」とし

て「ゴミ一掃」がスタートした。て「ゴミ一掃」がスタートした。

　第一回の統一行動日は３０山の会、３１０名、２５のコースで実施されたと記録されている。ゴ　第一回の統一行動日は３０山の会、３１０名、２５のコースで実施されたと記録されている。ゴ

ミの量はすさまじく、一日かかってもコースのほんの一部しか清掃できないとか、多すぎて回収地ミの量はすさまじく、一日かかってもコースのほんの一部しか清掃できないとか、多すぎて回収地

点までもって降りることができず、レンタカーを使ったり、会員の軽トラックで回収するとか、作点までもって降りることができず、レンタカーを使ったり、会員の軽トラックで回収するとか、作

業が日没を過ぎることは珍しくなかった。１０、１１、１２月と年内３回の行動日に延べ９４５名業が日没を過ぎることは珍しくなかった。１０、１１、１２月と年内３回の行動日に延べ９４５名

の人が参加し、１３の人が参加し、１３..７㌧７㌧((一一

回約５ｔ回約５ｔ))を回収している。を回収している。

この量は１９９７年の約１この量は１９９７年の約１

０倍の量である。０倍の量である。

　勿論、当初からすんなり　勿論、当初からすんなり

と、この運動が始められたわと、この運動が始められたわ

けではない。統一行動にするけではない。統一行動にする

ことの是非についての激しことの是非についての激し

い議論が、いろいろなレベルい議論が、いろいろなレベル

で毎日のように繰り返され、で毎日のように繰り返され、

総会採択まで２年を費やし総会採択まで２年を費やし

ている。始まってからも「六ている。始まってからも「六

甲山を綺麗にするなんて無甲山を綺麗にするなんて無

理や」、「やってもやっても無理や」、「やってもやっても無
２００４年　環境大臣賞表彰状２００４年　環境大臣賞表彰状
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くならへん」、「行きたい山にいかれへん」という無力感を訴える人も出てきた。くならへん」、「行きたい山にいかれへん」という無力感を訴える人も出てきた。

　しかし、毎月一回実施していく中で、現実にゴミが少なくなっていく。やりがいが出てくる。一般　しかし、毎月一回実施していく中で、現実にゴミが少なくなっていく。やりがいが出てくる。一般

市民の参加が増えてくる。この運動を通じて山の会に入ってくる人達が増えてくるなど、明るい見市民の参加が増えてくる。この運動を通じて山の会に入ってくる人達が増えてくるなど、明るい見

通しがもてるようになり、だんだんと運動が定着していった。通しがもてるようになり、だんだんと運動が定着していった。

　それに伴い、行政にむけてこの運動に対する積極的施策を求める交渉を積み重ね、ゴミ袋の提供、　それに伴い、行政にむけてこの運動に対する積極的施策を求める交渉を積み重ね、ゴミ袋の提供、

回収車の巡回、ゴミ置き場の設置など、神戸市をはじめとする関係市から協力していただけるよう回収車の巡回、ゴミ置き場の設置など、神戸市をはじめとする関係市から協力していただけるよう

になっていった。になっていった。

　このように「六甲山からゴミを一掃する運動」は各山の会の熱意が一般市民を動かし、マスコミ　このように「六甲山からゴミを一掃する運動」は各山の会の熱意が一般市民を動かし、マスコミ

を動かし、行政をも動かし、一歩一歩着実な歩みで市民権を勝ち取り、今では押しも押されもしなを動かし、行政をも動かし、一歩一歩着実な歩みで市民権を勝ち取り、今では押しも押されもしな

い兵庫県を代表する環境保全事業の一つに発展してきたといえる。い兵庫県を代表する環境保全事業の一つに発展してきたといえる。

　その結果、１９９８年　兵庫県知事賞“くすのき賞”受賞。　ゴミ一掃２０周年六甲山頂上集会　その結果、１９９８年　兵庫県知事賞“くすのき賞”受賞。　ゴミ一掃２０周年六甲山頂上集会

　　　　　　　　　　    ２００４年　環境大臣賞受賞。　第４６回自然公園大会　日光国立公園にて２００４年　環境大臣賞受賞。　第４６回自然公園大会　日光国立公園にて

の栄誉を受けることができた。の栄誉を受けることができた。

　そして、２００１年から統一行動日を１１回／年から６回／年に変更し、２００４年から、運動　そして、２００１年から統一行動日を１１回／年から６回／年に変更し、２００４年から、運動

の呼び名を「兵庫の山からゴミを一掃する運動』と改訂し再スタートしている。の呼び名を「兵庫の山からゴミを一掃する運動』と改訂し再スタートしている。

　次に「ゴミ一掃運動」が兵庫県連盟での自然保護運動の原点となり、次々と他の部門に活動を広　次に「ゴミ一掃運動」が兵庫県連盟での自然保護運動の原点となり、次々と他の部門に活動を広

げていったことを強調しておかねばならない。眼にあまる不法投棄を摘発し当該自治体に報告しげていったことを強調しておかねばならない。眼にあまる不法投棄を摘発し当該自治体に報告し

たりしていたが、今では継続して全県規模で実施するようになってきている。また、六甲山系におたりしていたが、今では継続して全県規模で実施するようになってきている。また、六甲山系にお

いてハイカーの癒しになっている湧き水の水質調査にも本腰を入れて取り組んでいる。いてハイカーの癒しになっている湧き水の水質調査にも本腰を入れて取り組んでいる。

　そのほか、兵庫県が推進する氷ノ山登山道整備事業計画に対する企画変更提言、単一山の会によ　そのほか、兵庫県が推進する氷ノ山登山道整備事業計画に対する企画変更提言、単一山の会によ

る登山道の整備なども行ってきている。る登山道の整備なども行ってきている。

　　

（（22））ゴミ一掃の課題ゴミ一掃の課題

　２８年におよぶ運動の成果により、各山の会が受け持つ登山道は　２８年におよぶ運動の成果により、各山の会が受け持つ登山道は

見違えるように綺麗になった。いうまでもなくハイカーや登山愛好見違えるように綺麗になった。いうまでもなくハイカーや登山愛好

者のモラルが向上した為だといえる。その結果として今、ゴミの主戦者のモラルが向上した為だといえる。その結果として今、ゴミの主戦

場が登山道から山頂の車道脇、および駐車場、キャンプ場に移ってき場が登山道から山頂の車道脇、および駐車場、キャンプ場に移ってき

たことである。即ち、車社会のポイ捨て問題と、相変わらずの不法投たことである。即ち、車社会のポイ捨て問題と、相変わらずの不法投

棄問題が残ってしまった。この社会的な病理現象の病根は、２０世紀棄問題が残ってしまった。この社会的な病理現象の病根は、２０世紀

後半の大量生産、大量消費、大量廃棄社会が造りだした負の遺産といえよう。後半の大量生産、大量消費、大量廃棄社会が造りだした負の遺産といえよう。

　この２つの現象を前に我々は山に携わる人間だけでは解決し得ないことであり、川や、沼や、海　この２つの現象を前に我々は山に携わる人間だけでは解決し得ないことであり、川や、沼や、海

や都市において同じ悩みを持ち活動している同胞と共同し、自治体をも巻き込んで共に大きなうや都市において同じ悩みを持ち活動している同胞と共同し、自治体をも巻き込んで共に大きなう

ねりを起し、通産省、農水省に押されて遅々として進まない廃棄物問題解決の世界的指針である「拡ねりを起し、通産省、農水省に押されて遅々として進まない廃棄物問題解決の世界的指針である「拡

大生産者責任の思想」（製品の製造から消費・引取り・リサイクル・適正処分までのライフサイクル大生産者責任の思想」（製品の製造から消費・引取り・リサイクル・適正処分までのライフサイクル

で、製造者に全ての責任を負わせて、製品から発生する環境負荷の低減を目指す戦略）を前面に出で、製造者に全ての責任を負わせて、製品から発生する環境負荷の低減を目指す戦略）を前面に出

した循環型経済社会構築に向けた改革の提言を一歩一歩進めていこうと考えている。した循環型経済社会構築に向けた改革の提言を一歩一歩進めていこうと考えている。
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芦屋ロックガーデンの自然を守る運動芦屋ロックガーデンの自然を守る運動

　　日本における近代登山の発祥の地であり、藤木九三氏らによる日本における近代登山の発祥の地であり、藤木九三氏らによるRCCRCC誕生の地である芦屋ロック誕生の地である芦屋ロック

ガーデンにおいて、ガーデンにおいて、19811981年年11月環境庁と兵庫県は、多くの登山者、市民、県民の反対の声を押し切っ月環境庁と兵庫県は、多くの登山者、市民、県民の反対の声を押し切っ

て、「登山道整備」の名のもとに破壊工事を強行した。ロックガーデン中央稜は既に取り付け部の岩て、「登山道整備」の名のもとに破壊工事を強行した。ロックガーデン中央稜は既に取り付け部の岩

場が宅地造成地のごとく石垣と化し、場が宅地造成地のごとく石垣と化し、187187段におよぶ石段と、２２ケ所の横断側溝が登山道を切り段におよぶ石段と、２２ケ所の横断側溝が登山道を切り

さき、さらに土留・擁壁を１５ケ所も設置された。さらに登山道が侵食されて溝状になった部分にさき、さらに土留・擁壁を１５ケ所も設置された。さらに登山道が侵食されて溝状になった部分に

枕木を鉄筋でとめた２００段の階段を作り、さらに２５ケ所の横断側溝を設けることにより、六甲枕木を鉄筋でとめた２００段の階段を作り、さらに２５ケ所の横断側溝を設けることにより、六甲

山を代表する登山道を「公園」の道に変えてしまおうとした。山を代表する登山道を「公園」の道に変えてしまおうとした。

　　兵庫県勤労者山岳連盟は兵庫県に対し、直ちに工事中止を申し入れると共に、全国の登山愛好者兵庫県勤労者山岳連盟は兵庫県に対し、直ちに工事中止を申し入れると共に、全国の登山愛好者

に呼びかけ５ケ月あまりで実に１６０に呼びかけ５ケ月あまりで実に１６０,,０００人の署名を集めた。山岳自然保護史上最高の署名数０００人の署名を集めた。山岳自然保護史上最高の署名数

となった。その時、多くの登山愛好者にコメントをいただいているが、その中には、本多勝一（朝日となった。その時、多くの登山愛好者にコメントをいただいているが、その中には、本多勝一（朝日

新聞）、橋本竜太郎（元総理）、長谷川恒男、小西政継（登山家）、伊藤正一（労山名誉会員）、西本武志（前新聞）、橋本竜太郎（元総理）、長谷川恒男、小西政継（登山家）、伊藤正一（労山名誉会員）、西本武志（前

労山理事長）らの名も見られた。労山理事長）らの名も見られた。

　　環境庁はすさまじい署名の延びに驚異を抱き、兵庫県に工事の一時中止を命令した。現状復帰の環境庁はすさまじい署名の延びに驚異を抱き、兵庫県に工事の一時中止を命令した。現状復帰の

工事も行ったが、高座の滝上部の取り付け部分についてはコンクリートで固めたまま残された。私工事も行ったが、高座の滝上部の取り付け部分についてはコンクリートで固めたまま残された。私

達はこの部分についても完全復元を要求した。県相手では話が進まず、６月に大学会長他が環境庁達はこの部分についても完全復元を要求した。県相手では話が進まず、６月に大学会長他が環境庁

に出向き鯨岡環境庁長官に掛け合ったが、長官いわく、「君らの主張は良く分かるが、この辺でがまに出向き鯨岡環境庁長官に掛け合ったが、長官いわく、「君らの主張は良く分かるが、この辺でがま

んしてもらえないか」と丁重に出られ、この段階で終結することになった。現在も高座の滝の上部んしてもらえないか」と丁重に出られ、この段階で終結することになった。現在も高座の滝の上部

にその時の残像が残っている。この運動は都市近郊での自然公園の整備のあり方を問うものとしにその時の残像が残っている。この運動は都市近郊での自然公園の整備のあり方を問うものとし

て、大きな位置づけがなされたと考えている。て、大きな位置づけがなされたと考えている。

芦谷川の自然を守る運動芦谷川の自然を守る運動

　１９８１年「神戸の秘境」芦谷川の上流に産業廃棄物の埋め立て処分場をつくる計画が神戸市よ　１９８１年「神戸の秘境」芦谷川の上流に産業廃棄物の埋め立て処分場をつくる計画が神戸市よ

りだされた。地元住民と共に４団体からなる「北神戸の自然と文化を守る会」を結成し、事務局をつりだされた。地元住民と共に４団体からなる「北神戸の自然と文化を守る会」を結成し、事務局をつ

とめ運動の牽引車となった。５５とめ運動の牽引車となった。５５,,０００名の署名を集めるも、処分地不足を理由に１９８３年に０００名の署名を集めるも、処分地不足を理由に１９８３年に

工事着工となった。また、この時期やはり北神戸の秘境である屏風谷にゴルフ場が建設されること工事着工となった。また、この時期やはり北神戸の秘境である屏風谷にゴルフ場が建設されること

が発表され、これを阻止する署名運動も行った。が発表され、これを阻止する署名運動も行った。

布引・市ケ原の自然を守る運動布引・市ケ原の自然を守る運動

　神戸人工島の建設、芦谷川埋め立て、住吉川新交通路建設に続き、神戸市は１９８８年２月「布引　神戸人工島の建設、芦谷川埋め立て、住吉川新交通路建設に続き、神戸市は１９８８年２月「布引

公園整備計画」を発表した。世継山を国際文化ゾーン（植物園、展示館）とし新神戸駅よりロープウ公園整備計画」を発表した。世継山を国際文化ゾーン（植物園、展示館）とし新神戸駅よりロープウ

エイでつなぎ、市ケ原側の斜面に自然生活ゾーン（子供の城、野鳥の森、キヤンプ場）を建設するとエイでつなぎ、市ケ原側の斜面に自然生活ゾーン（子供の城、野鳥の森、キヤンプ場）を建設すると

いうものであった。直ちに地元の有志と共に「布引・市ケ原の自然を守る会」を結成し事務局をつというものであった。直ちに地元の有志と共に「布引・市ケ原の自然を守る会」を結成し事務局をつと

める。６５める。６５,,０００名の署名を集めがんばったが、南斜面の山頂植物園等施設とロープウエイ施設０００名の署名を集めがんばったが、南斜面の山頂植物園等施設とロープウエイ施設

は強行された。しかし、裏側の野鳥の森等と進入道路の建設は中止させることに成功した。は強行された。しかし、裏側の野鳥の森等と進入道路の建設は中止させることに成功した。
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武庫川渓谷をダム建設から守る運動武庫川渓谷をダム建設から守る運動

　武庫川流域委員会は２００６年８月３１日、２年半におよぶ議論をまとめ、河川管理者である兵　武庫川流域委員会は２００６年８月３１日、２年半におよぶ議論をまとめ、河川管理者である兵

庫県知事にその結論を提言した。庫県知事にその結論を提言した。

　その内容は「向こう３０年間の河川整備計画においてダムは建設しない。また、向こう１００年　その内容は「向こう３０年間の河川整備計画においてダムは建設しない。また、向こう１００年

間の河川整備基本方針においても、ダム建設は検討項目に入れるが、利水目的の既設ダムの利用や、間の河川整備基本方針においても、ダム建設は検討項目に入れるが、利水目的の既設ダムの利用や、

遊水地の設置を優先する」というものである。遊水地の設置を優先する」というものである。

　武庫川流域委員会は発足直後から次の二点において、国内で画期的な試みであると注目を集め　武庫川流域委員会は発足直後から次の二点において、国内で画期的な試みであると注目を集め

ていた。一つは、「河川整備基本方針の段階から審議する。即ち、最大洪水量（基本高水流量）の数値ていた。一つは、「河川整備基本方針の段階から審議する。即ち、最大洪水量（基本高水流量）の数値

をどう決めるかから議論する。あと一つは、委員の人選にあたって公募で２５名中１０名を選んだ」をどう決めるかから議論する。あと一つは、委員の人選にあたって公募で２５名中１０名を選んだ」

点であった。　　　　　　　　　　点であった。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　向こう３０年間の対策としては　　向こう３０年間の対策としては　

①既設ダムや中下流の遊水地で洪水①既設ダムや中下流の遊水地で洪水

を調節する　②河川からあふれないを調節する　②河川からあふれない

よう河道を広げたり堤防を強化するよう河道を広げたり堤防を強化する

　③流域にある校庭や水田に一時的　③流域にある校庭や水田に一時的

に雨水をため、川に流れ込む流量をに雨水をため、川に流れ込む流量を

調整する。流域委員会では中でも③調整する。流域委員会では中でも③

の流域対策を重要視している。の流域対策を重要視している。

　また、より長期的な河川整備基本　また、より長期的な河川整備基本

方針では、利水ダムの多目的ダム化や遊水地の増設などの代替案を、新規ダム建設より優先させる方針では、利水ダムの多目的ダム化や遊水地の増設などの代替案を、新規ダム建設より優先させる

よう求めている。よう求めている。

　ある河川工学の専門家は「武庫川流域委員会の結論のプロセスは画期的で、提言も先進的である。　ある河川工学の専門家は「武庫川流域委員会の結論のプロセスは画期的で、提言も先進的である。

全国の河川行政を変える呼び水になるのではと注目している」とコメントしている。　　　　　　　全国の河川行政を変える呼び水になるのではと注目している」とコメントしている。　　　　　　　

　今後は、河川管理者である兵庫県がいくつかの検討過程を経て、結論を出すことになる。しかし、　今後は、河川管理者である兵庫県がいくつかの検討過程を経て、結論を出すことになる。しかし、

県は飽くまでもダムを作ろうとの意図は捨てていない。私達は県の動静を細かくウオッチし続け、県は飽くまでもダムを作ろうとの意図は捨てていない。私達は県の動静を細かくウオッチし続け、

何かあれば以前のように直ちに行動に移す心構えが必要である。一方、先に述べたごとく全国から何かあれば以前のように直ちに行動に移す心構えが必要である。一方、先に述べたごとく全国から

注目されている規範的な提言であることをふまえ、見苦しい行動を起させないよう県に強く求め注目されている規範的な提言であることをふまえ、見苦しい行動を起させないよう県に強く求め

ていく必要がある。ていく必要がある。

　兵庫勤労者山岳連盟が武庫川ダム反対運動に取り組んだのは　１９９８年９月に兵庫県議会に　兵庫勤労者山岳連盟が武庫川ダム反対運動に取り組んだのは　１９９８年９月に兵庫県議会に

対し建設中止を求める請願書を提出したのが始まりである。運動を始めるかどうかについて、「山対し建設中止を求める請願書を提出したのが始まりである。運動を始めるかどうかについて、「山

までないのに何故関わるのか」と疑問符を投げかける意見もあった。しかし、「ダム建設問題は全国までないのに何故関わるのか」と疑問符を投げかける意見もあった。しかし、「ダム建設問題は全国

の山岳自然を大きく破壊してきた現実があり、ここにはハイキング道があるではないか」というこの山岳自然を大きく破壊してきた現実があり、ここにはハイキング道があるではないか」というこ

とで意見一致にこぎつけた。前に進む事になったものの、まだ運動の状況や経過が理解できていなとで意見一致にこぎつけた。前に進む事になったものの、まだ運動の状況や経過が理解できていな

かった。かった。

　そこで、そのころ既にエネルギッシユに運動を展開していた「武庫川を愛する会」の谷田代表に　そこで、そのころ既にエネルギッシユに運動を展開していた「武庫川を愛する会」の谷田代表に

神戸に来ていただき３０名ほどを集めて勉強会を行った。神戸に来ていただき３０名ほどを集めて勉強会を行った。
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　一方、私達ができることでアピールしようと、１９９９　一方、私達ができることでアピールしようと、１９９９

年５月・６月の２回　武庫川渓谷の清掃を行った。参加人年５月・６月の２回　武庫川渓谷の清掃を行った。参加人

数は６４０人、ごみ量は　３数は６４０人、ごみ量は　３..８トンであった。この清掃は８トンであった。この清掃は

現在も年一回６月に続けられており、地元住民から歓迎さ現在も年一回６月に続けられており、地元住民から歓迎さ

れている。れている。

　　２０００年４月、三宮センター街において「武庫川ダム反対２０００年４月、三宮センター街において「武庫川ダム反対

署名運動」を開始した。「目標は２年間で５万筆を集める」で署名運動」を開始した。「目標は２年間で５万筆を集める」で

あった。ダム予定地、宝塚駅周辺を中心に各山の会に人を割りあった。ダム予定地、宝塚駅周辺を中心に各山の会に人を割り

付けて実施された。時期は少し遅れたが２００３年１月に目付けて実施された。時期は少し遅れたが２００３年１月に目

標の５万筆を達成した。１万筆集めるたびに県の河川計画課標の５万筆を達成した。１万筆集めるたびに県の河川計画課

長に手渡していたが５回目に行ったときは、さすがに顔をこ長に手渡していたが５回目に行ったときは、さすがに顔をこ

わばらせて「いい加減に勘弁してくださいよ」といわせた。わばらせて「いい加減に勘弁してくださいよ」といわせた。

　その他、見学会、講演会等数々のイベントをやって来たが　その他、見学会、講演会等数々のイベントをやって来たが

特に記憶の残っているものとして　２００１年３月・４月特に記憶の残っているものとして　２００１年３月・４月

にかけて行った「武庫川県民ウオーク」であった。愛宕山の源流から４日間を歩いて尼崎の河口までにかけて行った「武庫川県民ウオーク」であった。愛宕山の源流から４日間を歩いて尼崎の河口まで

県の河川課の課長も参加してのデモンストレーションは大いに効果を発揮した。県の河川課の課長も参加してのデモンストレーションは大いに効果を発揮した。

　このような運動の成果として、知事の「ダム問題はゼロベースより見直しする」そして「武庫川流域　このような運動の成果として、知事の「ダム問題はゼロベースより見直しする」そして「武庫川流域

委員会を設置して地元住民の意見を聞く」の発言を引き出す事ができたのである。委員会を設置して地元住民の意見を聞く」の発言を引き出す事ができたのである。

六甲山系での植樹活動（労山の森づくり）六甲山系での植樹活動（労山の森づくり）

　１９９７年秋より、被災した六甲山の山肌に植樹をする活動を始めた。初年度は１４の山の会が　１９９７年秋より、被災した六甲山の山肌に植樹をする活動を始めた。初年度は１４の山の会が

各会のクリーンハイクエリアを中心にエゴ、コブシ等約１００本の木を植え、その後参加会は減ら各会のクリーンハイクエリアを中心にエゴ、コブシ等約１００本の木を植え、その後参加会は減ら

しながら２００５年まで続けてきた。そのかいあって２００６年３月には国土交通省のしながら２００５年まで続けてきた。そのかいあって２００６年３月には国土交通省の

六甲山グリーンベルト事業（山地と六甲山グリーンベルト事業（山地と

市街地の境界に落葉樹の茂ったベ市街地の境界に落葉樹の茂ったベ

ルト地域をつくり防災に強く綺麗ルト地域をつくり防災に強く綺麗

な街つくり構想）に協力し、住吉川な街つくり構想）に協力し、住吉川

流域（元水車小屋跡地）に約流域（元水車小屋跡地）に約11００㎡００㎡

を提供いていただき約１００本のを提供いていただき約１００本の

コブシ、ヤマザクラなどを植樹しコブシ、ヤマザクラなどを植樹し

た。た。

　そして、この運動を「労山の森つ　そして、この運動を「労山の森つ

くり」と名付けた。地元住民、三つのくり」と名付けた。地元住民、三つの

賛助団体などの参加があり、約１３０名でにぎやかに行われた。賛助団体などの参加があり、約１３０名でにぎやかに行われた。

　２００７年２月に約８０名を集めて、第２回の「労山の森づくり」が前年度のすこし上流　２００７年２月に約８０名を集めて、第２回の「労山の森づくり」が前年度のすこし上流

の場所で行われた。約１００本の苗木が植えられた。の場所で行われた。約１００本の苗木が植えられた。

（村上）（村上）
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冒険学校の取り組み冒険学校の取り組み

意義意義・・目的目的

　　今から約３３年前、全国連盟が、都会の子どもたちに本当の自然の中で生活することを目的に、群今から約３３年前、全国連盟が、都会の子どもたちに本当の自然の中で生活することを目的に、群

馬県の葉留日野山荘において馬県の葉留日野山荘において｢｢冒険学校冒険学校｣｣を始めた。兵庫労山は、その２年後の１９７６年に同じ施設、を始めた。兵庫労山は、その２年後の１９７６年に同じ施設、

葉留日野山荘を利用してのスタートであった。葉留日野山荘を利用してのスタートであった。

　その考え方の基本は「すべての登山愛好者・自然に親しみたいと願っている人の要求に応えること　その考え方の基本は「すべての登山愛好者・自然に親しみたいと願っている人の要求に応えること

は、労山の社会的使命である。」との立場にたって、社会的弱者である年配者・子供・婦人・障害者につは、労山の社会的使命である。」との立場にたって、社会的弱者である年配者・子供・婦人・障害者につ

いても積極的にそのことが保障されるべきである。その具体的な取り組みの一つとして、子供のためいても積極的にそのことが保障されるべきである。その具体的な取り組みの一つとして、子供のため

の冒険学校が実施されました。また、同様の趣旨で、障害を持つ人々の声にも応えるということで、この冒険学校が実施されました。また、同様の趣旨で、障害を持つ人々の声にも応えるということで、こ

れらの人たちへの取り組みが始まったのもこの頃である。れらの人たちへの取り組みが始まったのもこの頃である。

　私たちの冒険学校は「はじめて知り合った子どもたちが共同生活　私たちの冒険学校は「はじめて知り合った子どもたちが共同生活･･共同作業をし、さらに力を合わ共同作業をし、さらに力を合わ

せて困難を克服することによって共同性や自主性が生まれ、また、他人を尊重し、自分を再発見するせて困難を克服することによって共同性や自主性が生まれ、また、他人を尊重し、自分を再発見する

場」として位置づけて活動を行ってきた。子供たちを少人数の班編成にし、班での行動を重視して野場」として位置づけて活動を行ってきた。子供たちを少人数の班編成にし、班での行動を重視して野

外生活を中心に行なった。外生活を中心に行なった。

　登山行動では、「チクサクコール」というかけ声でお互いを励まし合い、夜の交流会では、班自身自　登山行動では、「チクサクコール」というかけ声でお互いを励まし合い、夜の交流会では、班自身自

らの力で、色んな出し物を創作・演出してきた。らの力で、色んな出し物を創作・演出してきた。

　これらの活動・経験などが、一人ひとりの生活のターニングポイントになってほしいとも考え、積　これらの活動・経験などが、一人ひとりの生活のターニングポイントになってほしいとも考え、積

極的に発言・行動できるよう指導してきた。極的に発言・行動できるよう指導してきた。

活動の経過と運動の広がり活動の経過と運動の広がり

  　　前記のように１９７６年夏、夜行列車を利用しての冒険学校は子ども５８名、指導員９名という体前記のように１９７６年夏、夜行列車を利用しての冒険学校は子ども５８名、指導員９名という体

制であった。大変疲れたが、子どもたちはそうではなかったようであるし、保護者にも喜んでいただい制であった。大変疲れたが、子どもたちはそうではなかったようであるし、保護者にも喜んでいただい

たようで、閉校式たようで、閉校式((反省会反省会))ではでは｢｢夏があるなら春もやってほしい夏があるなら春もやってほしい｣｣との声が多く出され、翌年の春にはハとの声が多く出され、翌年の春にはハ

チ高原で取り組むことになった。これも、バスチ高原で取り組むことになった。これも、バス11台の予定が３台にしなければならない状況だった。さら台の予定が３台にしなければならない状況だった。さら

にこの年の夏には、一次・二次のバスを利用した葉留日野山荘への取り組みとなった。にこの年の夏には、一次・二次のバスを利用した葉留日野山荘への取り組みとなった。

　遠いところへ行かなくても近くでと１９７８年の夏は日名倉キャンプ場を利用し、一次・二次でそれ　遠いところへ行かなくても近くでと１９７８年の夏は日名倉キャンプ場を利用し、一次・二次でそれ

ぞれがバス２台という多くの参加があった。また、この年の冬からはスキー教室を戸狩スキー場で行っぞれがバス２台という多くの参加があった。また、この年の冬からはスキー教室を戸狩スキー場で行っ

た。た。((スキー教室では独自の評価でバッジテストを行った。スキー教室では独自の評価でバッジテストを行った。))

　キャンプ生活では、内容のマンネリを防ぎ、新たな展開を目指して登山を意識した上級コースも始め、　キャンプ生活では、内容のマンネリを防ぎ、新たな展開を目指して登山を意識した上級コースも始め、

丹生山系の子ども縦走も行った。インドのモダンスクールとの交流を趣旨とする丹生山系の子ども縦走も行った。インドのモダンスクールとの交流を趣旨とする｢｢インド冒険学校インド冒険学校｣｣もも

行った。行った。

　　私たちの冒険学校のテーマソング「あの青い空のように」を合唱する声が響き渡った。私たちの冒険学校のテーマソング「あの青い空のように」を合唱する声が響き渡った。

　以来、連盟の冒険学校は、　以来、連盟の冒険学校は、19991999年まで続き、その冬のスキー教室をもって２３年間にわたる冒険学校年まで続き、その冬のスキー教室をもって２３年間にわたる冒険学校

を終えた。を終えた。((以上が県連主催冒険学校の概要である。以上が県連主催冒険学校の概要である。))

　１９８０年になると連盟内の各会でも、ハイキング形式や一泊キャンプ等の形で、各会の取り組みが　１９８０年になると連盟内の各会でも、ハイキング形式や一泊キャンプ等の形で、各会の取り組みが
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燎原の火のように広がった。須磨労山、山の会かじか、垂水労山が始め、この年は須磨、かじかがスキー燎原の火のように広がった。須磨労山、山の会かじか、垂水労山が始め、この年は須磨、かじかがスキー

教室も始めた。運動はさらに広がり、１９８１年には、山歩渓山岳会、神戸労山教室も始めた。運動はさらに広がり、１９８１年には、山歩渓山岳会、神戸労山((スキースキー))も、さらに尼崎も、さらに尼崎

労山、西神戸山の会が日帰りの取り組みを始めた。１９８２年には、県連の分校として神戸教室労山、西神戸山の会が日帰りの取り組みを始めた。１９８２年には、県連の分校として神戸教室((摩耶摩耶･･

神戸港神戸港))、尼崎教室、尼崎教室((武庫武庫･･尼崎・ホワイトピーク尼崎・ホワイトピーク))と新しい形の活動がおこなわれてきた。１９８３年にと新しい形の活動がおこなわれてきた。１９８３年に

は新しく武庫労山、神戸中央労山、甲山労山、神戸労山、宝塚労山も始め、１９８４年には、ホワイトピーは新しく武庫労山、神戸中央労山、甲山労山、神戸労山、宝塚労山も始め、１９８４年には、ホワイトピー

クも単独で活動をはじめた。クも単独で活動をはじめた。

　　　　　　　　((後ページの冒険学校開催状況の欄外に活動を行った会を掲載している。後ページの冒険学校開催状況の欄外に活動を行った会を掲載している。))

成果成果

　　当初の意義どおり、子供たちに自然のすばらしさや仲間のよさを教えることができたものと思う。当初の意義どおり、子供たちに自然のすばらしさや仲間のよさを教えることができたものと思う。

　また、子供たちにとってしんどい、ツライともいえるこの活動に、保護者の大きな支持を得られたこ　また、子供たちにとってしんどい、ツライともいえるこの活動に、保護者の大きな支持を得られたこ

と、それが長く続いた大きな要因であると思う。と、それが長く続いた大きな要因であると思う。

　連盟の中でも、この活動を通じて成長し、会の運営に携わる会員も増えてきた。　連盟の中でも、この活動を通じて成長し、会の運営に携わる会員も増えてきた。

課題課題

　　うまく後継者を育てることができなかった。また、世話をする指導員の高齢化が進んだことや、仕事うまく後継者を育てることができなかった。また、世話をする指導員の高齢化が進んだことや、仕事

が忙しくなり、十分な力を継続できなかった。が忙しくなり、十分な力を継続できなかった。

　保護者も、登山活動を積極的に理解していたわけではないようである。　保護者も、登山活動を積極的に理解していたわけではないようである。

　また、子供たちが来なくなった原因の一つに、私たち、運営をするものとして、「しんどいことを通じ　また、子供たちが来なくなった原因の一つに、私たち、運営をするものとして、「しんどいことを通じ

て人間性・ガマンする心ややさしさ等を生み出す」ものとの考えを持ち、活動内容の中心にすえていたて人間性・ガマンする心ややさしさ等を生み出す」ものとの考えを持ち、活動内容の中心にすえていた

が、子供たちに受け入れられなかったのではないか。つまり、しんどいことが敬遠されるようになってが、子供たちに受け入れられなかったのではないか。つまり、しんどいことが敬遠されるようになって

きたのではないか。きたのではないか。子供たちを巡る色々なニュースを聞くが、しんどいこと、初めて会う異質な他人と協子供たちを巡る色々なニュースを聞くが、しんどいこと、初めて会う異質な他人と協

同し自分の感情をコントロールすることを学べる冒険学校が、今こそ必要と思える社会状況となってい同し自分の感情をコントロールすることを学べる冒険学校が、今こそ必要と思える社会状況となってい

るように感じる。るように感じる。

　　

冒険学校のテーマソング冒険学校のテーマソング

　「あの青い空のように」　「あの青い空のように」

　①　①  喜び広げよう　小さな僕たちだけど　喜び広げよう　小さな僕たちだけど　

　　　あの青い空のように　すみきった心になるように　　　あの青い空のように　すみきった心になるように

　②　②  さみしさわすれまい　小さな僕たちだけど　さみしさわすれまい　小さな僕たちだけど　

　　　あの青い空のように　すみきった心になるように　　　あの青い空のように　すみきった心になるように

　③　③  苦しさ乗り越えよ　小さな僕たちだけど　苦しさ乗り越えよ　小さな僕たちだけど　

　　　あの青い空のように　すみきった心になるように　　　あの青い空のように　すみきった心になるように

　④　④  いかりを　燃やそう　　小さな僕たちだけど　いかりを　燃やそう　　小さな僕たちだけど　

　　　あの青い空のように　すみきった心になるように　　　あの青い空のように　すみきった心になるように

　⑤　⑤  学び続けよう　　小さな僕たちだけど　学び続けよう　　小さな僕たちだけど　

　　　あの青い空のように　すみきった心になるように　　　あの青い空のように　すみきった心になるように

（喜多）（喜多）
第１回冒険学校のしおり第１回冒険学校のしおり
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兵庫県勤労者山岳連盟　冒険学校開催状況
開催次数 泊/日 参加者 指導員

夏 秋 冬 春 (車中泊) 男 女 計 男 女 計
1 `76．7．31～8．5 5/6 (1) キャンプ 群馬県葉留日野山荘 49 9 58 TRN

1 `77．3．25～27 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 142 21 163 BUS

2 `77．8．6～11 5/6 (1) キャンプ（１次）群馬県葉留日野山荘 41 11 52 BUS

2.1       8．19～24 5/6 (1) 　　〃　 （２次） 31 10 41 BUS

2 `78．3．26～28 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 133 20 153 BUS

3 `78．8．19～21 3/4 キャンプ（１次）兵庫県 日名倉山荘 102 26 128 BUS

3.1        8．24～27 3/4 (1) 　　〃　　（２次） 88 24 112 BUS

1 `78．12．26～30 4/5 (1) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 37 11 48 BUS

3 `79．3．30～4．1 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 120 26 146 BUS

4 `79．8．3～6 3/4 キャンプ（１次）鳥取県 若桜氷ノ山キャンプ場 52 20 72 BUS

4.1        8．6～9 3/4 　　〃　 （２次） 57 13 70 BUS

4.2        8．24～27 3/4 　　〃　 （上級）奈良県 大峰 上多古谷 43 18 61 TRN

2 `79．12．26～30 4/5 (2) スキー 長野県 志賀高原発哺スキー場 54 15 69 BUS

4 `80．3．28～30 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 140 30 170 BUS

5 `80．8．5～8 3/4 キャンプ（１次）鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 62 22 84 BUS

5.1        8．7～10 3/4 　　〃　 （２次） 69 24 93 BUS

5.2        8．22～25 3/4 　　〃　 （上級）奈良県 大峰 上多古谷 23 17 40 TRN

3 `80．12．26～30 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 72 15 87 BUS

5 `81．3．27～29 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 93 21 114 BUS

＊ `81．8．6～26 20/21
ﾋﾏﾗﾔﾄﾚｯｷﾝｸ゙
ﾎｰﾑｽﾃｨ インド 14 4 18 APN

4 `81．12．～． スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 BUS

6 `82．3．26～28 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 20 15 35 5 7 12 47 BUS

6 `82．8．7～10 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 25 19 44 6 9 15 59 BUS

6.1 `82．8．27～29 3/4 登山 弥山(雨天)→三田・　比良山 7 8 14 7 2 9 23 TRN

1 83.秋 子供縦走 丹生・帝釈山系

5 `82．12．25～29 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 51 25 76 11 3 14 90 BUS

7 `83．3．26～28 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 25 16 41 6 6 12 53 BUS

7 `83．8．6～9 3/4 キャンプ（１次）鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 30 15 45 8 4 12 57 BUS

7.1 `83．8．11～14 3/4 　　〃　 （２次） 24 16 40 4 5 9 49 BUS

2 83.11.6 子供縦走 丹生・帝釈山系

6 `83．12．24～28 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 10 50 60 9 6 15 75 BUS

8 `84．3．30～4．1 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 34 22 56 9 6 15 71 BUS

8 `84．8．5～8 4/4 (1) 移動キャンプ 鳥取県 大山 鳥取砂丘 5 2 7 2 2 9 TRN

`84．8．9～12 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 46 33 79 8 10 18 97 BUS

3 84.10.28 子供縦走 丹生・帝釈山系

7 `84．12．27～31 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 50 23 73 11 5 16 89 BUS

9 `85．3．29～31 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 18 18 36 9 7 16 52 BUS

9 `85．8．8～11 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 40 30 70 12 6 18 88 BUS

8 `85．12．～12． 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 52 29 81 10 7 17 98 BUS

10 `86．3．28～30 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 16 19 35 7 4 11 46 BUS

10 `86．8．9～12 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 48 26 74 10 3 13 87 BUS

9 `86．12．26～30 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 33 21 54 7 7 14 68 BUS

11 `87．3．27～29 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 16 5 21 7 1 8 29 BUS

交通
機関開催日程 行事内容 会場 合

計
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開催次数 泊/日 参加者 指導員
夏 秋 冬 春 (車中泊) 男 女 計 男 女 計
11 `87．8．6～9 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 47 25 72 11 5 16 88 BUS

10 `87．12．26～30 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 41 27 68 10 7 17 85 BUS

12 `88．3．26～28 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 26 14 40 11 3 14 54 BUS

12 `88．8．11～14 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 37 22 59 12 6 18 77 BUS

11 `88．12．27～31 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 32 37 69 13 8 21 90 BUS

13 `89．3．31～4．2 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 18 13 31 11 3 14 45 BUS

13 `89．8．9～12 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 37 22 59 14 6 20 79 BUS

12 `89．12．26～30 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 27 47 74 12 7 19 93 BUS

14 `90．3．30～4．1 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 47 12 59 BUS

14 `90．8．9～12 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 31 28 59 13 4 17 76 BUS

13 `90．12．26～30 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 27 42 69 10 6 16 85 BUS

15 `91．3．29～31 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 21 27 48 6 9 15 63 BUS

15 `91．8．8～11 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 27 37 64 11 7 18 82 BUS

14 `91．12．26～30 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 30 43 73 11 6 17 90 BUS

16 `92．3．27～29 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 15 15 30 7 5 12 42 BUS

16 `92．8．7～10 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 25 17 42 8 7 15 57 BUS

15 `92．12．26～30 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 21 43 64 13 3 16 80 BUS

17 `93．3．26～28 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 10 18 28 16 2 18 46 BUS

17 `93．8．5～8 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 19 20 39 8 5 13 52 BUS

16 `93．12．26～30 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 26 41 67 9 4 13 80 BUS

18 `94．3．26～28 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 5 3 8 8 10 18 26 BUS

18 `94．8．6～9 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 17 9 26 9 5 14 40 BUS

17 `94．12．27～31 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 30 34 64 11 5 16 80 BUS

－ `95．3 震災のため中止

－ `95．8 震災のため中止

18 `95．12．27～31 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 16 22 38 6 4 10 48 BUS

19 `96．3．29～31 2/3 雪遊び 兵庫県 ハチ高原 3 6 9 4 1 5 14 TRN

19 `96．8．10～13 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 6 9 15 8 3 11 26 BUS

19 `96．12．～12． 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 14 25 39 8 1 9 48 BUS

－ `97．3．～ 実施不明

20 `97．12．27～31 4/5 (1) スキー(中止) 長野県飯山市 戸狩スキー場

20 `98．3．26～30 4/5 (2) スキー 長野県 八方尾根スキー場 2 4 6 5 1 6 12 BUS

20 `98．8．7～10 3/4 キャンプ 鳥取県 若桜氷ノ山スキー場 3 3 6 3 3 9 TRN

21 `98．12．27～31 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 6 6 12 6 6 18 TRN

22 `99．12．27～31 4/5 (2) スキー 長野県飯山市 戸狩スキー場 4 2 6 4 4 10 TRN

阪神地区

　宝塚山の会・ホワイトピーク・甲山労山・尼崎ハイキングクラブ

神戸地区

　神戸カタツムリの会・山の会アルプ・

　※　ほぼ概要ですが、一部不明のところもありますことをご承知ください。

　山の会かじか・尼崎労山・山歩渓山岳会・尼崎教室「尼崎武庫ホワイトピーク連合」・武庫労山

　須磨労山・垂水労山・神戸労山・西神戸山の会・神戸教室｢摩耶・神戸港連合」・神戸中央労山

各会（当時の会名)が実施した冒険学校(子ども行事)

但し、日時・内容・規模　実施回数　未把握です。

交通
機関開催日程 行事内容 会場

合
計
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障害者登山の歩み障害者登山の歩み

　兵庫県障害者連絡協議会より、障害者も登山をしたいので手伝ってほしいとの依頼を受け、県連　兵庫県障害者連絡協議会より、障害者も登山をしたいので手伝ってほしいとの依頼を受け、県連

盟は趣意書にあるすべての登山者の要求に当てる立場から、加盟各会の協力のもと１９７６年５盟は趣意書にあるすべての登山者の要求に当てる立場から、加盟各会の協力のもと１９７６年５

月にお多福山登山、そして同年７月３１日～８月１日に大台ヶ原登山バスを取り組み参加者から月にお多福山登山、そして同年７月３１日～８月１日に大台ヶ原登山バスを取り組み参加者から

よろこばれた。よろこばれた。

　１９８１年兵庫視力障害者の生活と権利を守る会よりハ　１９８１年兵庫視力障害者の生活と権利を守る会よりハ

イキングへの協力の依頼を受け、準備をすすめるも、第１回イキングへの協力の依頼を受け、準備をすすめるも、第１回

ハイキングは激しい雨で延期となり１９８２年３月西宮のハイキングは激しい雨で延期となり１９８２年３月西宮の

甲山森林公園ハイキングをスタートとして以来、２ヶ月に１甲山森林公園ハイキングをスタートとして以来、２ヶ月に１

回のペースで視力障害者ハイキングを実施している。１９８回のペースで視力障害者ハイキングを実施している。１９８

５年７月の富士登山では、１０名の視力障害者がピークに立５年７月の富士登山では、１０名の視力障害者がピークに立

つ事ができた。つ事ができた。

　肢体障害者の登山では、兵庫県肢体障害者協会・県連盟・ボ　肢体障害者の登山では、兵庫県肢体障害者協会・県連盟・ボ

ランティアグループ「つっかい棒」の３者で実行委員会体制ランティアグループ「つっかい棒」の３者で実行委員会体制

を作り１９８６年　峰山高原の暁晴山、１９８７年淡路島の諭鶴羽山、１９８８年　丹波篠山の大を作り１９８６年　峰山高原の暁晴山、１９８７年淡路島の諭鶴羽山、１９８８年　丹波篠山の大

野山、１９９０年丹波市青垣町の岩屋山、そして１９９１年８月に地元富山労山の協力を頂き、立野山、１９９０年丹波市青垣町の岩屋山、そして１９９１年８月に地元富山労山の協力を頂き、立

山スカイハイクを実施した。山スカイハイクを実施した。

　視覚障害者の生活と権利を守る会設立３０周年記念行事として、１９９８年４月に島根県の三　視覚障害者の生活と権利を守る会設立３０周年記念行事として、１９９８年４月に島根県の三

瓶山へ島根労山２１名の協力を得て登山を成功させている。瓶山へ島根労山２１名の協力を得て登山を成功させている。

　視覚障害者ハイキングは、運動が全国的にも広がり、１９９５年５月に全国視覚障害者登山大会　視覚障害者ハイキングは、運動が全国的にも広がり、１９９５年５月に全国視覚障害者登山大会

上高地集会へバス１台で参加し、以後２年に１回開催される全国集会へ積極的に参加してきまし上高地集会へバス１台で参加し、以後２年に１回開催される全国集会へ積極的に参加してきまし

た。定期的に実施してきた視覚障害者ハイキングの中で、障害者自身でハイキングクラブを作る気た。定期的に実施してきた視覚障害者ハイキングの中で、障害者自身でハイキングクラブを作る気

運が高まり、２００３年６月、視覚障害者の会「ハイキングクラブ・カメ２００３」が２６名で発足運が高まり、２００３年６月、視覚障害者の会「ハイキングクラブ・カメ２００３」が２６名で発足

し、県連盟に加盟した。２００６年７月には２回目の富士登山を成功させている。この活動は県労し、県連盟に加盟した。２００６年７月には２回目の富士登山を成功させている。この活動は県労

山にとどまらず、西宮明昭山の会においても会独自で知的障山にとどまらず、西宮明昭山の会においても会独自で知的障

害児ハイキングをサポートし、保護者より感謝されている。害児ハイキングをサポートし、保護者より感謝されている。

（中井）（中井）



- 33 -- 33 -

1976.7.10-111976.7.10-11全国討論集会全国討論集会

女性と登山女性と登山

　１９６６年（平成４１年）に兵庫県勤労者山岳連盟が発足し、「働く者の新しい登山運動を！」との気　１９６６年（平成４１年）に兵庫県勤労者山岳連盟が発足し、「働く者の新しい登山運動を！」との気

概と情熱で、２０歳代の若者を中心とした積極的な会運営・登山活動の取り組みが開始した。概と情熱で、２０歳代の若者を中心とした積極的な会運営・登山活動の取り組みが開始した。

　しかし、３年～４年と経過するうちに、、多くの女性会員が結婚や結婚適齢期等の理由で退会そる　しかし、３年～４年と経過するうちに、、多くの女性会員が結婚や結婚適齢期等の理由で退会そる

例が多く、女性のリーダーが育たない・増えないという悩ましい状況が生まれてきた。　例が多く、女性のリーダーが育たない・増えないという悩ましい状況が生まれてきた。　

　当時はまだ一般に女性は「女の子」であり、職に就いても結婚までで、「寿退社」がもてはやされ、結　当時はまだ一般に女性は「女の子」であり、職に就いても結婚までで、「寿退社」がもてはやされ、結

婚後の仕事の継続もせいぜい出産までが限界でした。、お茶やお花等の習い事は褒められても、リュッ婚後の仕事の継続もせいぜい出産までが限界でした。、お茶やお花等の習い事は褒められても、リュッ

クを背負って山へと出かけることは冷ややかな視線を浴びるというのが世間一般の風潮であった。クを背負って山へと出かけることは冷ややかな視線を浴びるというのが世間一般の風潮であった。

　そして、１９７１年（昭和４６年）、第６回総会で「　そして、１９７１年（昭和４６年）、第６回総会で「  これらの問題を一人ひとりの女性の責任にすこれらの問題を一人ひとりの女性の責任にす

ることなく、女性会員をしてそのような状況に追い込んでいる世間や職場の古い誤ったものの考えることなく、女性会員をしてそのような状況に追い込んでいる世間や職場の古い誤ったものの考え

方に対する正しい認識を女性会員のみならず、全会員が身につける活動を展開します」と婦人部が発方に対する正しい認識を女性会員のみならず、全会員が身につける活動を展開します」と婦人部が発

足した。足した。

　まず取り組んだのは、「女性が山へ登り続けるために」というテーマでの話し合いであった。会の中　まず取り組んだのは、「女性が山へ登り続けるために」というテーマでの話し合いであった。会の中

だけの話し合いでは堂々巡りとなり進展は困難であったが、県連の女性会員と話しあいを重ねる中だけの話し合いでは堂々巡りとなり進展は困難であったが、県連の女性会員と話しあいを重ねる中

で、女性会員にとって経済的自立が中心課題であり、その取り組みの中で関わりをもって浮上してきで、女性会員にとって経済的自立が中心課題であり、その取り組みの中で関わりをもって浮上してき

たのが社会の仕組みや職場や家族との人間関係であった。そして、それらを多くの女性会員たちが自たのが社会の仕組みや職場や家族との人間関係であった。そして、それらを多くの女性会員たちが自

らの問題と捉えた自覚的な活動が拡がり、女性会員の連帯も深まっていった。らの問題と捉えた自覚的な活動が拡がり、女性会員の連帯も深まっていった。

　そして、全国的にも女性会員を中心としたより広い組織的な取り組みと運動が必要であるのとの　そして、全国的にも女性会員を中心としたより広い組織的な取り組みと運動が必要であるのとの

論議が拡がり、１９７６年（昭和５１年）には全国連盟の「第１回全国女性会員のつどい」が開催され論議が拡がり、１９７６年（昭和５１年）には全国連盟の「第１回全国女性会員のつどい」が開催され

ることになり、その運営は婦人部活動の実績がある兵庫県連盟に任され、西宮市が開催の地となった。ることになり、その運営は婦人部活動の実績がある兵庫県連盟に任され、西宮市が開催の地となった。

　山登りを通じてよりよく生きていきたいという熱い思いは全国の女性会員みな同じであった。「つ　山登りを通じてよりよく生きていきたいという熱い思いは全国の女性会員みな同じであった。「つ

どい」は熱気溢れる感動的なものとなり、その後、全国各地で婦人部が創られていった。どい」は熱気溢れる感動的なものとなり、その後、全国各地で婦人部が創られていった。

　それから３０年近い歳月が　それから３０年近い歳月が

経過し、婦人部も１９８４年に経過し、婦人部も１９８４年に

女性委員会と名称が変わり、連女性委員会と名称が変わり、連

盟の中で女性会員の割合が５盟の中で女性会員の割合が５

０％を超え、女性リーダーが増０％を超え、女性リーダーが増

え、会の運営にも多くの女性がえ、会の運営にも多くの女性が

関わり、女性だけの会も誕生し関わり、女性だけの会も誕生し

ている。ている。

　今日では社会的にも女性が　今日では社会的にも女性が

結婚・出産後も働くことが普通結婚・出産後も働くことが普通

となり、女性の生き方も多様化となり、女性の生き方も多様化

し、ハイキングや登山に限らずし、ハイキングや登山に限らず
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１９７３．３氷ノ山１９７３．３氷ノ山

広くスポーツ一般が女性や高齢者にとっても欠か広くスポーツ一般が女性や高齢者にとっても欠か

せないものとして奨励されるまでに時代が変化しせないものとして奨励されるまでに時代が変化し

つつある。つつある。

　登山の分野においては、若者が少なく中高年が圧　登山の分野においては、若者が少なく中高年が圧

倒的多数を占めるようになった。中でも女性は子育倒的多数を占めるようになった。中でも女性は子育

ての終了とともに、登山を始める人が多くなった。ての終了とともに、登山を始める人が多くなった。

　こうした中で今、「女性の登山に対する真摯な姿　こうした中で今、「女性の登山に対する真摯な姿

勢」問われている。それは最近とみに多い女性の事勢」問われている。それは最近とみに多い女性の事

故の問題であり、女性の登山知識と技術の向上は緊故の問題であり、女性の登山知識と技術の向上は緊

急の課題である。急の課題である。

　中高年女性の事故の大半は経験年数１５年まで、　中高年女性の事故の大半は経験年数１５年まで、

事故全体の１位の原因は「道迷い」であり、総合的に事故全体の１位の原因は「道迷い」であり、総合的に

現在地を見つけ出す能力が男性より女性の能力が現在地を見つけ出す能力が男性より女性の能力が

低いという学者等のデーターが示されている。地図低いという学者等のデーターが示されている。地図

の見方等の基礎知識の習得は勿論のこと、女性の客の見方等の基礎知識の習得は勿論のこと、女性の客

観的な体力、社会性、組織性に及ぶより広くより深観的な体力、社会性、組織性に及ぶより広くより深

いところでの「自己の登山力を知る」ことの議論がいところでの「自己の登山力を知る」ことの議論が

され始めている。　され始めている。　

　女性委員会では、女性だけでも救急処置や搬出ができるようとの取り組を進めている。　女性委員会では、女性だけでも救急処置や搬出ができるようとの取り組を進めている。

　今、かっては女性やごく一部の限られた人々の問題とされてきた派遣社員やアルバイト等の雇用　今、かっては女性やごく一部の限られた人々の問題とされてきた派遣社員やアルバイト等の雇用

形態が、深刻な「格差」として広く社会の問題となるまでに拡大し、さらに介護や平和の問題等々、社形態が、深刻な「格差」として広く社会の問題となるまでに拡大し、さらに介護や平和の問題等々、社

会に目を向けなければことが多くなっている。会に目を向けなければことが多くなっている。

　今後も、お互いに交流を図りながら、社会に目をむけ、登山者として一層の力量の向上を目指そう。　今後も、お互いに交流を図りながら、社会に目をむけ、登山者として一層の力量の向上を目指そう。

　　

以下は１９７１年（昭和４６年）以来取り組んできた主な事業等を拾いあげてみた。以下は１９７１年（昭和４６年）以来取り組んできた主な事業等を拾いあげてみた。

    １　兵庫県連盟女性会員のつどい１　兵庫県連盟女性会員のつどい                    　　

    ２　講演会２　講演会・・学習会学習会・・読書会読書会                              　　

    ３　主婦のためのハイキング講座　１９９５年から女性のためのハイキング講座３　主婦のためのハイキング講座　１９９５年から女性のためのハイキング講座

　４　女性の新しい会が誕生　４　女性の新しい会が誕生（上記（上記「主婦のためのハイキング講座」「主婦のためのハイキング講座」受講者等が中心）　受講者等が中心）　

　　　「ＨＣあじさい」　　　「ＨＣあじさい」誕生　後日誕生　後日「ハイキングクラブレデイバード」「ハイキングクラブレデイバード」とと「六甲ハイク」「六甲ハイク」

　　　「グループてくてく」　　　「グループてくてく」「ハイキングクラブあすなろ」「ハイキングクラブあすなろ」「ハイキングクラブ徒歩徒歩」「ハイキングクラブ徒歩徒歩」

    ５　兵庫県連盟女性交流山行５　兵庫県連盟女性交流山行

    ６　「既婚者のつどい」６　「既婚者のつどい」から親子ハイキングクラブ結成、から親子ハイキングクラブ結成、「やまぼうし」「やまぼうし」への発展への発展

    ７　海外女性登山隊　インドヒマラヤ　ＣＢ１２峰発登頂７　海外女性登山隊　インドヒマラヤ　ＣＢ１２峰発登頂

    ８　西日本女性交流集会等８　西日本女性交流集会等

    ９　全国女性会員のつどい９　全国女性会員のつどい

  10    10  他団体との交流等他団体との交流等

等々です。等々です。

（坂西）（坂西）
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《女性と登山の歩み》

年 活　　動　　内　　容
１９７０年 第２回学習交流集会にて「女性と登山」の分科会を設置
（昭和４５）
1971年
（昭和４ 第６回総会にて婦人部設置（１０月３１日）

１９７２年 姫路労山の女性と交流会（ １月３０日　於手柄山青年の家） 21
（昭和４７）第１回講演会「労基法を学ぼう」　　５月２５日　於　芦屋市民会館 不明

５労山 13
県「母親大会」に参加　　８月６日　姫路市　 8

１９７３年 第１回　雪上技術訓練と講習会　　３月　氷ノ山　 ６労山 19
（昭和４８） ５労山 13

県「母親大会」に参加　　７月２９日　於神戸市　 １労山 3
１６労山 96

１９７４年
（昭和４
９）

１１労山 113

６労山 18

１１労山 37

151
他県の労山と交流会　　高松労山　於高松市　１１月１０日～１１日 兵庫から 6

１９７５年 第３回　雪上技術訓練と講習会　　３月　氷ノ山　 不明

（昭和５０）
１７労山 90

１４労山 84

第３回　「県連女性会員の集い」　－女性の職場と賃金－　
１９７６年 第４回　雪上技術訓練と講習会　　３月　氷ノ山　 36
（昭和５１） 全体 417

１７労山 33
１９７７年 １７労山 36
（昭和５２） 述べ 81

68
１９７８年 講演会　　「働くってどういうこと」　　１月１３日　　講師　柴田　悦子氏 １７労山 77
（昭和５３）婦人部山行　「北鎌尾根」　５月３日～５日 ４労山 4

親子ハイキンング　「芦屋市青少年野外センター」　９月３日　 66
１９７９年 海外登山　インドヒマラヤ「ＣＢ１２」　　７月２６日～９月３日 ４労山 5
（昭和５４）第３回女性と登山についての全国討論集会　於福岡市　９月２３日～２４日 １５労山 33
１９８０年 第２回既婚者のつどい　１月２７日
（昭和５５）講演会「あ 野ヽ麦峠からみた今の生活」　　２月１日　　 ２２労山他 433

　　　　　講師　山本茂美氏（作家）　　於　西宮市民会館
第１回　女子マラソン　　武庫川河川敷　　１月２７日 19

親子ハイキングバス　　既婚女性が春と夏に取り組む
１９８１年 親子ハイキングクラブ結成
（昭和５６）県連女性合同合宿　　海谷山塊　　５月 25

第４回女性と登山についての全国討論集会　　６月１３日～１４日 述べ 73
読書会　　５回　　　助言者　高山智津子氏（児童文学研究者） 述べ 68

「サンダカン八番娼館」「花埋み」「華岡清州の妻」「「遅咲きの梅」「石狩平野」
１９８２年 講演会　「ネパールの自然と人々」　　２月２０日　　講師　岩村　昇氏 ２８労山 280
（昭和５７）第７２回国際婦人デー兵庫県集会　　 20

読書会　３回　「キューポラのある町」　①　②　助言者　高山　智津子氏 述べ 22
　　　　　　　　　「石狩平野」

１９８３年 学習会　「自分らしい　生き方を捜して」　　講師　高山　智津子氏 １２労山 32
（昭和５８）第５回女性会員のつどい　　　　　講師　早船　ちよ氏（作家） 述べ 239

　　　　５月１４日～１５日　　於神戸市清月荘
女性山行　　「谷川岳」　９月１７日 ８労山 14
第５回全国女性と登山についての全国討論集会　　於　東京 ９労山 22
第１回主婦のためのハイキング講座　　　受講者　阪神４０人神戸２０人 60

　　　　　　　　　　　　（後日　「ＨＣあじさい」誕生）

第１回既婚者の集い11月27日
第５回　雪上技術訓練と講習会　　３月１８日～２１日　氷ノ山　　（今回で廃止　）
読書会　５回　　「人形の家」「或る女」「典子の生き方」「真知子」「伸子」　

第１回女性と登山についての全国討論集会
　　　　　　　　　　７月１０日～１１日　於西宮市民会館・西宮勤労会館

講演会「母性保護と優性保護法改悪」
　　　　　　　　　　講師　森下　温子氏（高教組婦人部長）

第２回　雪上技術訓練と講習会　　３月２０日～２４日　　氷ノ山　
学習会「母親大会のあゆみ」　　７月１５日　於芦屋市民会館
　　　　　　　　　　　講師　　山本　マサ氏（県母親婦人連絡協議会）
第２回　「県連女性会員の集い」　－女性の結婚と社会－　８月３１日～９月１日

講演会「戦後日本女性の歩んだ道」
　　　　　　　　　　講師　伊藤　康子氏（日本福祉大学講師）

長野県労山の第２回「女子登山研修会」に参加　（６月１日～２日）　於　駒ヶ根市

第１回　「県連女性会員の集い」　　９月１日～２日　　於

長野県労山の第１回「女子登山研修会」に参加　（６月３日～４日）

講演会「社会主義国の婦人たち」　　１月１９日
－世界青年学生平和友好祭に参加して－　報告者　坂田美保子氏（長野県労
山）

参加者等

第２回女性と登山についての全国討論集会　９月17日～１８日

学習会　「真の男女平等とは」　　３月２８日　講師　森下　温子氏（高教組婦人部長）
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年 活　　動　　内　　容
１９８４年 ６月の総会にて「婦人部」から「女性委員会」に名称変更
（昭和５９）学習会　５回開催　　７月３日～４月１２日 述べ

　　「近代日本女性史」　講師　高山　智津子氏（児童文学研究者） １５労山 47
　　　　　　　　　　　　　　　講師　　柴田　悦子氏（大阪市大教授）

「文学にみる女性の生き方」「平家物語」「樋口一葉の生き方」「真智子」 述べ 37
第２回主婦のためのハイキング講座　　　受講者　阪神４０人神戸２０人 60

　　　　　（後日　「グループ　てくてく」誕生）
１９８５年 学習会　「歴史をつくる女性たち」　 １２労山 22
（昭和６０）第３回主婦のためのハイキング講座　１０月開催　　受講者　 神戸地域 15

　　　　（「あすなろ」連盟に加盟） 阪神地域 32
女性交流山行「蘇武岳」　１０月 １４労山 37

１９８６年 第６回女性会員のつどい　　　１月１８日～１９日　　 118
（昭和６１）

女性交流山行　「白馬岳」　７月２５日～２８日 ４労山 9
第４回主婦のためのハイキング講座　　　受講者　阪神２２　神戸１８ 40
学習会　「職場と生活と山」　１０月３日 29
主婦のハイキングクラブ交流会　８月２３日及び１２月２０日（あすなろ労山加盟） 述べ３労山 34
女性と登山全国集会　 46

１９８７年 第５回主婦のためのハイキング講座　　　 受講者 10
（昭和６２）女性交流山行　「藤原岳」　１０月２４日～２５日 １０労山 18

１９８８年 第７回女性会員のつどい　　１月３０日～３１日 ２日述べ 160
（昭和６３） 　講演「人間らしさを見つめて」　講師　高山　智津子氏

女性交流山行　「藤原岳」　２月１９日 ３労山 4
岡山県労山との女性交流山行　「西方ケ岳」　４月７日～８日 ５労山 10
近畿ブロック女性交流山行　「和佐又」　７月１６日～１７日 ３労山 7
第１回女性交流集会と登山（全国連盟主催）　「栗駒山」　１０月９日～１０日 1
女性交流山行　「御在所岳」　１０月２２日～２３日 １０労山 22
読書会　「花衣ぬぐやまつわる」 １０労山 5
第６回主婦のためのハイキング講座　　１０月開催　　　　　　　　　　 不明

１９８９年 読書会　「魂はネルソンと共に」　　講師　小林信次郎氏（大阪工大教授） ３労山 8
（平成元）ひなまつり集会　３月３日 ９労山 21

全国女性会員交流登山「岩菅山」　９月２２日～２３日 ６労山 11
第７回主婦のためのハイキング講座　　　　　　　　　　 受講生 3

１９９０年 第８回女性会員のつどい　　１月２７日～２８日 ２日述べ 451
（平成２） 　　「田部井　淳子さん　講演の夕べ」　講師　田部井　淳子氏

第８回主婦のためのハイキング講座　　　　　　　　　　 受講者 23
（後日「ハイキングクラブ徒歩徒歩」誕生）

第３回近畿ブロック女性会員の交流登山　「氷ノ山」　１１月１７日～１８日 １０労山 27
１９９１年 講演会　「本当の豊かさとは何か」　講師　寿岳　章子氏　　（１月２６日） １９労山 103
（平成３） 県連女性交流山行　雪山ハイク　「若杉峠」　３月１０日 １１労山 49

第９回主婦のためのハイキング講座　　　　　　　　　　 受講生 23
県連女性交流山行　　「御在所岳」　１０月２６日～２７日 １３労山 31

１９９２年 第９回女性会員のつどい　　１月３０日～３１日 １５労山 121
（平成４） 　テーマ「イキイキと山をめざして」　

第１０回主婦のためのハイキング講座（１０月開催）　　　　　　　　　　 受講生 13
近畿ブロック交流山行　　「八丁平」　　　１１月１４日～１５日 兵庫から 23

１９９３年 講演会　「私の歩いてきた道 」　１月３０日 143
（平成５） 講師　坂倉　登喜子氏　（エーデルワイス会長）

雪山　女性山行　氷ノ山　「三の丸」　　３月１９日～２１日 17
第１１回主婦のためのハイキング講座　　　　　　　　　　 受講生 29

１９９４年 第１０回女性会員のつどい　　１月３０日 98
（平成６） 　テーマ「生きる楽しさを見つめて」　　講師　渡辺　一枝氏（作家）

県連女性交流山行　　「蝶ｹ岳～常念岳」　８月２６日～２９日 9
県連秋山女性交流集会と登山　　「比良山」　１０月２２日～２３日 ３労山 6
岩登り体験会　　　　　１１月３日 　　 「蓬莱峡」 １２労山 22
全国女性交流集会と登山　「白山」　１０月９日～１０日（全国１３９人） ４労山 7
第１２回主婦のためのハイキング講座　９月～１２月　　　　　　　　　 受講生 7

参加者等

読書会　　４回　　７月２６日～４月７日　　講師　脇山　靖子氏（県婦人協議会副会長）

「女性の自立と山行を続けるために」　　講師　柴田　悦子氏（大阪市立大学教授）
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年 活　　動　　内　　容
１９９５年 第１回女性のためのハイキング講座　　９月から１０月　　　　　 受講生 29
（平成７） （名称変更　旧主婦のためのハイキング講座）

福岡県連女性委員会と近畿ブロック女性委員会との交流山行 6
１９９６年 第１１回女性会員のつどい　　２月１８日 ２４労山 93

（平成８） 　テーマ「生きることが楽しくなる山歩き・山登り」
　　　　　　　　　　　　講師　小倉　薫子氏（山の会「ハイジ」主宰者）

第２回女性のためのハイキング講座　（講座３　実技１）　　　　　　　　　 受講生
１９９７年 第３回女性のためのハイキング講座　　（講座３　実技１）　　９月～１０月　　　　　　 受講生 27
（平成９） 第３回近畿ブロック女性会員の交流山行　「雨飾山」　１０月３日～５日（全体２１人） 兵４労山 7

県連女性交流山行　　「比良山」　８月２６日～２９日 ７労山 16
１９９８年 第１２回女性会員のつどい　　２月１８日 ２２労山 112
（平成１０） テーマ「女性のからだと登山」　　講師　大神田　伊曽美氏（労山会員）

第４回女性のためのハイキング講座　　（講座３　実技１）　　９月～１０月実施　　　　　　受講生 16
１９９９年 県連女性雪山交流山行　　「比良山」　２月２０日～２１日 ８労山 14
（平成１１）第５回女性のためのハイキング講座　　（講座３　実技１）　　　　　　　　 受講生 23

西日本女性交流集会　　１１月６日～７日　　　　　　　　（全体２７４人） 兵20労山 75
２０００年 西日本女性交流山行　「三嶺」　１１月３日～５日　 ２労山 7
（平成１２）県連女性雪山交流山行　　「比良山」　２月２６日～２７日 ４労山 8

兵庫県女性交流集会　　　摩耶自然の家　　　４月１４日～１５日　　　　　　 １２労山 20
２００１年 講演会　　「ピッケルをもったおまわりさん」　　１１月１７日 170
（平成１３） 　　　　　講師　谷口　凱夫氏（元富山県警山岳救助隊長）
２００２年 県連女性交流山行　　「和佐又～笙の窟」　２月１６日～１７日 ８労山 16
（平成１４）兵庫県女性交流山行　　　「徳本峠～霞沢岳」　８月２２日～２５日　　　　　　 ７労山 12

県連女性交流山行　　「荒島岳」　１０月１９日～２０日 ６労山 15
２００３年 県連女性交流山行　　「鳥海山」　９月１２日～１５日 １２労山 27
（平成１５）講演会　　「山野井　妙子さん　講演会」　　１１月８日 ２８労山 153

　　　　　　　　　　　講師　山野井　妙子氏（植村直己賞受賞者）
県連交流集会　１月１９日　分科会　 23
              女性委員会担当　「自立した登山をしていますか」

２００４年 近畿ブロック女性交流山行　「比良山」　　３月２０日～２１日 ４労山 4
（平成１６）県連女性交流ハイク　　「東床尾山～西床尾山」　５月２３日 ８労山 21

第６回女性のためのハイキング講座　再開　（講座３　実技１）　　　　　　　　 受講者 19
県連女性交流山行　　「立山」　５月中止　（トレーニング６回実施）　赤坂山へ ５労山 5

２００５年 講演会　「山は逃げないけれど　年齢は待ってくれない」　　　１１月２６日 労山 222
（平成１７） 　　　　　　　　　講師　渡辺　玉枝氏（植村直己賞受賞者）

兵庫県女性交流山行　　　「笊ガ岳」　９月２３日～２５日　　　　　　 ６労山 7
２００６年 第７回女性のためのハイキング講座　　（講座３　実技１）　３月　　　　　　　　 受講者 27
（平成１８）４０周年記念ハイキング講座にて「搬出訓練」 １２労山 27

近畿ブロック女性交流山行　「尾瀬　谷川岳」　　１０月１９日～２３日 ３労山 6

参加者等
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兵庫労山と国民平和大行進兵庫労山と国民平和大行進

　日本勤労者山岳連盟が誕生したその日から「故郷の山岳自然を守ろう」「核戦争は最大の自然破　日本勤労者山岳連盟が誕生したその日から「故郷の山岳自然を守ろう」「核戦争は最大の自然破

壊である」と、労山が「緑と平和を愛する」団体であることを内外に明らかにしてきた。核兵器廃絶壊である」と、労山が「緑と平和を愛する」団体であることを内外に明らかにしてきた。核兵器廃絶

の運動はの運動は19541954年３月年３月11日に静岡県焼津漁協所属のマグロ漁船「第五福竜丸」が南太平洋にて操業中、日に静岡県焼津漁協所属のマグロ漁船「第五福竜丸」が南太平洋にて操業中、

アメリカが行った「ビキニ環礁水爆実験」の死の灰を被曝して、乗組員の久保山愛吉氏が亡くなっアメリカが行った「ビキニ環礁水爆実験」の死の灰を被曝して、乗組員の久保山愛吉氏が亡くなっ

たことで爆発的な怒りとなり日本のいたるところで「核兵器をなくそう」の署名運動が展開されまたことで爆発的な怒りとなり日本のいたるところで「核兵器をなくそう」の署名運動が展開されま

した。した。

　これを機に世界で唯一、核兵器の残酷さを知る日本で「世界の何処にも３度ゆるすまじ原爆を」　これを機に世界で唯一、核兵器の残酷さを知る日本で「世界の何処にも３度ゆるすまじ原爆を」

の声が高まり「原水爆禁止世界大会」が開催されるようになった。の声が高まり「原水爆禁止世界大会」が開催されるようになった。

　　19581958年夏、広島平和公園から東京で開催される「原水爆禁止世界大会」の会場に向って「国民平和年夏、広島平和公園から東京で開催される「原水爆禁止世界大会」の会場に向って「国民平和

大行進」が開始され現在に至っている。大行進」が開始され現在に至っている。

　兵庫労山がこの行進に参加するようになったのは　兵庫労山がこの行進に参加するようになったのは19841984年に「神戸みなと労山」が単独の会として県年に「神戸みなと労山」が単独の会として県

内通し行進を行った翌内通し行進を行った翌19851985年からである。この頃の国民平和大行進はすでに現在のように、都道府県年からである。この頃の国民平和大行進はすでに現在のように、都道府県

すべてを繋ぐコースになっており、礼文島から沖縄から東京からと、全国各地から広島、長崎を目指すべてを繋ぐコースになっており、礼文島から沖縄から東京からと、全国各地から広島、長崎を目指

すようになっていた。すようになっていた。

　兵庫労山は「県内を行進団が通過する日、すべてで県労山の旗を翻す」を目標にして各会に行進　兵庫労山は「県内を行進団が通過する日、すべてで県労山の旗を翻す」を目標にして各会に行進

参加を訴えた。初期の頃は「平和と登山」を机上で学びながら（平和の学習会・長崎、広島を記録した参加を訴えた。初期の頃は「平和と登山」を机上で学びながら（平和の学習会・長崎、広島を記録した

映画鑑賞）歩いた。映画鑑賞）歩いた。

　労山全国連盟がこの行進に参加するようになったのは、　労山全国連盟がこの行進に参加するようになったのは、19861986年の２月に行われた全国連盟定期年の２月に行われた全国連盟定期

総会の場での兵庫労山の活動報告が決定的な役割を果たした。総会の場での兵庫労山の活動報告が決定的な役割を果たした。

　この年の国民平和大行進には全国連盟の【核廃絶】旗と【平和と登山】幟が東京からヒロシマまで　この年の国民平和大行進には全国連盟の【核廃絶】旗と【平和と登山】幟が東京からヒロシマまで

のコースに毎日翻ることになった。のコースに毎日翻ることになった。

　それからの兵庫労山は、全国連盟の「残そう平和の足跡を」の呼びかけに応えて「平和と登山」と　それからの兵庫労山は、全国連盟の「残そう平和の足跡を」の呼びかけに応えて「平和と登山」と

いう特別委員会を組織し、担当者を置き、「守ろう平和と緑」のゼッケンを作成し、各会の受け持ちいう特別委員会を組織し、担当者を置き、「守ろう平和と緑」のゼッケンを作成し、各会の受け持ち

日の指定、責任会の指定、というように体制を整え、東京～ヒロシマ間では最長の日の指定、責任会の指定、というように体制を整え、東京～ヒロシマ間では最長の220220キロ、１日のキロ、１日の

歩行距離も歩行距離も2525キロを越し、兵庫県を歩けば、東京・ヒロシマ間を完走できる、の神話が生まれるくらキロを越し、兵庫県を歩けば、東京・ヒロシマ間を完走できる、の神話が生まれるくら

いの過酷なコースをいの過酷なコースを1010日間繋げて岡山の山仲間に引き継ぐ、を日間繋げて岡山の山仲間に引き継ぐ、を2121回繰り返してきた。回繰り返してきた。

　この間、数々のエピソードが語り継がれてきた。県労山で初めて　この間、数々のエピソードが語り継がれてきた。県労山で初めて1010日間を完走したのは大学会長日間を完走したのは大学会長

（当時）の定年退職記念であった。女性が完走したのは２人で、うち（当時）の定年退職記念であった。女性が完走したのは２人で、うち11人は今もアルペン芦山で活躍人は今もアルペン芦山で活躍

されている。完走の最高齢は北須磨山の会の富樫氏でこの方は５年連続の完走である。神戸みなとされている。完走の最高齢は北須磨山の会の富樫氏でこの方は５年連続の完走である。神戸みなと

労山は労山は1010日間会の旗を絶やすことがなかった、全盲の山仲間が日間会の旗を絶やすことがなかった、全盲の山仲間が2929キロを完走した、１歳のときからキロを完走した、１歳のときから

母親会員に背負われてから中学生になるまで毎年参加した北摂山の会の二世、会員の母親会員に背負われてから中学生になるまで毎年参加した北摂山の会の二世、会員の7070％が毎年％が毎年

参加するという「ハイキングクラブあすなろ」など尽きることはありません。参加するという「ハイキングクラブあすなろ」など尽きることはありません。

　国民平和大行進は「核戦争阻止・核兵器廃絶」を訴える世界の平和愛好者から尊敬されている夏　国民平和大行進は「核戦争阻止・核兵器廃絶」を訴える世界の平和愛好者から尊敬されている夏

の風物詩である。の風物詩である。20072007年は「歩きはじめて年は「歩きはじめて5050回目の夏」になる。回目の夏」になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（阿部）（阿部）
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阪神・淡路大震災阪神・淡路大震災

　１９９５年　１９９５年11月１７日午前５時４６分マグニチュード７月１７日午前５時４６分マグニチュード７..３の淡路島北部を震源とする大地震は、３の淡路島北部を震源とする大地震は、

阪神地区をも巻き込んだ大都市直下型地震として世界中のトップニュースとなり、私たち兵庫労阪神地区をも巻き込んだ大都市直下型地震として世界中のトップニュースとなり、私たち兵庫労

山の会でも山の会でも33名が死亡、１８もの会事務所が半壊、全壊あるいは焼失などにより使用不可能となっ名が死亡、１８もの会事務所が半壊、全壊あるいは焼失などにより使用不可能となっ

た。また、多数の会員ご家族が亡くなられたり、怪我を負われた。た。また、多数の会員ご家族が亡くなられたり、怪我を負われた。

　兵庫労山各会の被災状況は資料の通り取り纏められたが、実際の被災状況は数字で表されてい　兵庫労山各会の被災状況は資料の通り取り纏められたが、実際の被災状況は数字で表されてい

る以上のものがあった。る以上のものがあった。

　当時の理事長の「県外の家族、友人には連絡が取れる　当時の理事長の「県外の家族、友人には連絡が取れる

のに、近くに住んでいる山仲間と連絡が取れない、特にのに、近くに住んでいる山仲間と連絡が取れない、特に

阪神地区からは神戸地区の会員の消息すらつかめない阪神地区からは神戸地区の会員の消息すらつかめない

日々が続き、かなり焦っていた中で、県連事務所のあっ日々が続き、かなり焦っていた中で、県連事務所のあっ

た三宮の琴緒町のビルは無事だと知り、安堵した。そんた三宮の琴緒町のビルは無事だと知り、安堵した。そん

な中、東灘以西の状況を知るため、歩いて三宮まで何度な中、東灘以西の状況を知るため、歩いて三宮まで何度

か行ったことや、理事長として、この事態をどう収拾しか行ったことや、理事長として、この事態をどう収拾し

ていくかの指示を発揮できず、ただただ歩き回っていたような気がする。」との話の通り震災直後ていくかの指示を発揮できず、ただただ歩き回っていたような気がする。」との話の通り震災直後

は被害の大きい小さいはあったが、兵庫労山の役員も全て被災者で、それぞれが奔走していた。は被害の大きい小さいはあったが、兵庫労山の役員も全て被災者で、それぞれが奔走していた。

　全国連盟は地震の翌日の　全国連盟は地震の翌日の1818日に「阪神大震災救援対策本部」を設置し、対策本部長名で「兵庫の仲日に「阪神大震災救援対策本部」を設置し、対策本部長名で「兵庫の仲

間たちへの救援募金を訴えます」の呼掛けが出され、全国の仲間から間たちへの救援募金を訴えます」の呼掛けが出され、全国の仲間から10001000万円を越える救援募金が万円を越える救援募金が

寄せられた。救援募金は会事務所を焼失・全壊や半壊、立退きを迫られた会に再建費用を、共同装備寄せられた。救援募金は会事務所を焼失・全壊や半壊、立退きを迫られた会に再建費用を、共同装備

を失った会には損失補填額を分配するなど救援募金を活用させていただいた。を失った会には損失補填額を分配するなど救援募金を活用させていただいた。

　そのような中でも、　そのような中でも、22月月1919日には各会代表者会議を開いて各会の被災状況や活動の再開の目途な日には各会代表者会議を開いて各会の被災状況や活動の再開の目途な

どについて情報交換を行い、既に活動を始めている仲間たちの報告や全国連盟役員の皆様からのどについて情報交換を行い、既に活動を始めている仲間たちの報告や全国連盟役員の皆様からの

激励を受けた。激励を受けた。

　また、私たちのホームグランドである六甲山の登山道の調査山行を各会で分担して行い、各登山　また、私たちのホームグランドである六甲山の登山道の調査山行を各会で分担して行い、各登山

道をＡ：登山道の崩壊は軽微、または現状維持。Ｂ：通行に注意を要する。Ｃ：危険（家族連れのハイ道をＡ：登山道の崩壊は軽微、または現状維持。Ｂ：通行に注意を要する。Ｃ：危険（家族連れのハイ

キングには不適当、経験者で少人数で行動）。Ｄ：通行止めにする必要がある。との４つの分類を行キングには不適当、経験者で少人数で行動）。Ｄ：通行止めにする必要がある。との４つの分類を行

い、震災の被害状況の情報が不足していた登山道を利用する目安として機関紙を通じて情報を発い、震災の被害状況の情報が不足していた登山道を利用する目安として機関紙を通じて情報を発

信した。信した。

　　33月に予定していた第月に予定していた第1313回タイムトライア回タイムトライア

ルは中止し、参加費は登山道復旧工事のため、ルは中止し、参加費は登山道復旧工事のため、

神戸市に神戸市に100100万円、兵庫県、西宮市、芦屋市、宝万円、兵庫県、西宮市、芦屋市、宝

塚市に各々塚市に各々2020万円の計万円の計180180万円を寄付した。万円を寄付した。

（（19951995年年66月月1818日の第日の第3232回定期総会において報回定期総会において報

告済み）告済み）

（田中）（田中）
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『当時の『当時の「兵庫労山」「兵庫労山」に掲載された被災状況』に掲載された被災状況』
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兵庫労山４０周年記念行事について兵庫労山４０周年記念行事について
兵庫県勤労者山岳連盟兵庫県勤労者山岳連盟

理事長　喜多理事長　喜多  伸介伸介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　長いようでしたが過ぎて見れば早いものです。また、この４０年は小生の青春時代　長いようでしたが過ぎて見れば早いものです。また、この４０年は小生の青春時代((昭和４３年昭和４３年

就職就職))から定年までの時とほぼ同じ時期になりました。から定年までの時とほぼ同じ時期になりました。

　１９６６年（昭和４１年）、当時２０歳代の若者が阪神間に労山を作り、その西宮労山・神戸労山・　１９６６年（昭和４１年）、当時２０歳代の若者が阪神間に労山を作り、その西宮労山・神戸労山・

宝塚労山・尼崎労山の宝塚労山・尼崎労山の44つの会が連盟を結成したのです。つの会が連盟を結成したのです。

全国でも連盟が結成され、これを受けて兵庫でも結成されました。大阪や京都もこの時期に結成さ全国でも連盟が結成され、これを受けて兵庫でも結成されました。大阪や京都もこの時期に結成さ

れたと聞きます。れたと聞きます。

　兵庫労山では、全国連盟の趣意書を、さらに「すべての登山愛好者・自然に親しみたいと願ってい　兵庫労山では、全国連盟の趣意書を、さらに「すべての登山愛好者・自然に親しみたいと願ってい

る人の要求に応えることは労山の社会的使命である。自然を守ること、平和の下でしか登山は発展る人の要求に応えることは労山の社会的使命である。自然を守ること、平和の下でしか登山は発展

しない」と深め活動を展開してきました。阪神・神戸を中心に淡路・但馬・播磨・北摂さらに親子・女しない」と深め活動を展開してきました。阪神・神戸を中心に淡路・但馬・播磨・北摂さらに親子・女

性・ハイキング・障害者等地域的な会や分野別な会が結成され、４９の団体を擁する連盟に成長し性・ハイキング・障害者等地域的な会や分野別な会が結成され、４９の団体を擁する連盟に成長し

ました。ました。

　この間、阪神大震災により、連盟および各会でも大きな被害を受けました。　この間、阪神大震災により、連盟および各会でも大きな被害を受けました。

しかし、全国の仲間の大きな励まし支援があったことを忘れることができません。この紙面を借りしかし、全国の仲間の大きな励まし支援があったことを忘れることができません。この紙面を借り

てお礼申しあげます。本当にありがとうございました。てお礼申しあげます。本当にありがとうございました。

　そして、２００６年の連盟創立４０周年を迎えるのです。　そして、２００６年の連盟創立４０周年を迎えるのです。

　しかし、残念なことは、この４０周年にあたる２００６年から２００７年には４人の仲間を、そ　しかし、残念なことは、この４０周年にあたる２００６年から２００７年には４人の仲間を、そ

の前の２００２年～２００５年にも４人の仲間を失い、連盟結成以来４０年間に３９人もの多くの前の２００２年～２００５年にも４人の仲間を失い、連盟結成以来４０年間に３９人もの多く

の仲間を失ったことを忘れることができません。労山設立の趣旨「山岳遭難事故をなくす」を改めの仲間を失ったことを忘れることができません。労山設立の趣旨「山岳遭難事故をなくす」を改め

て認識し、事故防止活動をて認識し、事故防止活動を

続けなければなりません。続けなければなりません。

事故が続き、記念行事の実事故が続き、記念行事の実

施の是非についても検討施の是非についても検討

しましたが、事故をしっかしましたが、事故をしっか

り見すえ、事故防止活動にり見すえ、事故防止活動に

全力をつくすということ全力をつくすということ

を行うということで記念を行うということで記念

行事も実施してきました。行事も実施してきました。

　さて、４０周年には、「現　さて、４０周年には、「現

在の仲間・過去の仲間を含在の仲間・過去の仲間を含

めて、仲間や会の成長を共めて、仲間や会の成長を共

に祝い将来の発展を目指に祝い将来の発展を目指

すものにする」という基本すものにする」という基本 氷ノ山集中登山の交流集会氷ノ山集中登山の交流集会
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氷ノ山交流会で感謝状を氷ノ山交流会で感謝状を

三田での分野別交流会＆集中ハイキング三田での分野別交流会＆集中ハイキング

的な考え方を中心に、行事ごとに実行委員的な考え方を中心に、行事ごとに実行委員

会を結成し、その成功を目指しました。会を結成し、その成功を目指しました。

　まず、プレ行事として、２００５年１１月　まず、プレ行事として、２００５年１１月

２６日に女性委員会主催による「渡邊玉枝２６日に女性委員会主催による「渡邊玉枝

さん講演会」さん講演会」((女性のエベレストのサミッ女性のエベレストのサミッ

ターター))、女性委員長の紹介とコメントの発表、女性委員長の紹介とコメントの発表

がありました。それぞれの紹介コメントががありました。それぞれの紹介コメントが

出席者に感動を与え、女性が兵庫を支えて出席者に感動を与え、女性が兵庫を支えて

きたことが実感されたのではないかと思わきたことが実感されたのではないかと思わ

れました。れました。

　次に、自然保護委員会の努力により、３月　次に、自然保護委員会の努力により、３月

２３日に国土交通省および地元自治会等の２３日に国土交通省および地元自治会等の

協力を得て、住吉川沿いの水車小屋跡付近協力を得て、住吉川沿いの水車小屋跡付近

に「労山の森づくり」の植樹を行いました。地に「労山の森づくり」の植樹を行いました。地

元の積極的な協力は、以後の草刈活動にも続き、さらに今年２月２４日には第二回目の植樹活動と元の積極的な協力は、以後の草刈活動にも続き、さらに今年２月２４日には第二回目の植樹活動と

繋がり、自然保護運動の新たな方向を生み出したものになりました。繋がり、自然保護運動の新たな方向を生み出したものになりました。

　本格的な４０周年行事の第一は、５月２８日には氷ノ山の集中登山大会でした。これは、兵庫労　本格的な４０周年行事の第一は、５月２８日には氷ノ山の集中登山大会でした。これは、兵庫労

山が大きく発展した自然保護運動の原点である「氷ノ山へ集おう山が大きく発展した自然保護運動の原点である「氷ノ山へ集おう!!」という趣旨でこの場所を決め」という趣旨でこの場所を決め

ました。さらに多くの仲間と祝おうと、その前日には、阪神・西宮・神戸・播磨地区から合同利用によました。さらに多くの仲間と祝おうと、その前日には、阪神・西宮・神戸・播磨地区から合同利用によ

る交流バスハイキングを行い、そして、地元関宮町に集合し、夜には、３５０人を超える大交流集会る交流バスハイキングを行い、そして、地元関宮町に集合し、夜には、３５０人を超える大交流集会

行いました。玉井会長・大学名誉会長のあいさつのあと、地元からの歓迎の言葉を受けました。そし行いました。玉井会長・大学名誉会長のあいさつのあと、地元からの歓迎の言葉を受けました。そし

て、氷ノ山の自然を守る活動でお世話になった元民宿「てるや」の田中さん、氷ノ山の遭難でお世話て、氷ノ山の自然を守る活動でお世話になった元民宿「てるや」の田中さん、氷ノ山の遭難でお世話

になった民宿「きくや」の長村さんに感謝状を贈りました。そして氷ノ山の自然を守る活動を振りになった民宿「きくや」の長村さんに感謝状を贈りました。そして氷ノ山の自然を守る活動を振り

返り、また、氷ノ山の遭難を偲び、古い仲間と新しい仲間が一同に会し、語り合い、大合唱による交返り、また、氷ノ山の遭難を偲び、古い仲間と新しい仲間が一同に会し、語り合い、大合唱による交

流を行いました。この流を行いました。この

交流会を守り立てて交流会を守り立てて

くれたバンドもありくれたバンドもあり

ますが、３ケ月以上もますが、３ケ月以上も

かかって作成されたかかって作成された

記念歌集が花を添え記念歌集が花を添え

ました。外は雨が激しました。外は雨が激し

く降っていましたが、く降っていましたが、

体育館は大きく炎が体育館は大きく炎が

燃え盛る貴重な交流燃え盛る貴重な交流

会ができたと思いま会ができたと思いま

す。す。((しかし残念なこしかし残念なこ
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とは、大変お世話になった民宿「きくや」のご主人の長村道雄さんが、今年２月に亡くなったことでとは、大変お世話になった民宿「きくや」のご主人の長村道雄さんが、今年２月に亡くなったことで

す。ご冥福を祈ります。す。ご冥福を祈ります。))

　９月２４日には、記念講演、記念式典そして懇親会を行いました。記念講演は、鹿屋体育大学教授　９月２４日には、記念講演、記念式典そして懇親会を行いました。記念講演は、鹿屋体育大学教授

で自らもハイレベルな登山を実証されている山本正嘉氏から登山・ハイキングの体力の向上等ので自らもハイレベルな登山を実証されている山本正嘉氏から登山・ハイキングの体力の向上等の

有意義な話をいただきました。記念式典はロゴマークの発案者有意義な話をいただきました。記念式典はロゴマークの発案者((東灘労山　橋本さん東灘労山　橋本さん))の表彰に続の表彰に続

き、連盟の歴代会長・理事長の紹介とコメントをいただき、その後の懇親会は、全国・近畿プロックき、連盟の歴代会長・理事長の紹介とコメントをいただき、その後の懇親会は、全国・近畿プロック

の仲間も含めて懇談を行ないました。の仲間も含めて懇談を行ないました。

　そして、１１月１１日～１２日には、伊丹市立三田野外センターにて「分野別交流会＆集中ハイ　そして、１１月１１日～１２日には、伊丹市立三田野外センターにて「分野別交流会＆集中ハイ

キング」を行いました。これは当初手軽に誰もが参加できる日帰りの取り組みを六甲山でしようとキング」を行いました。これは当初手軽に誰もが参加できる日帰りの取り組みを六甲山でしようと

予定しましたが、適当な会場がなく、この地での行事となりました。道場や三田からハイキングを予定しましたが、適当な会場がなく、この地での行事となりました。道場や三田からハイキングを

しながら、集合しました。そして、ハイキング・女性・機関誌・自然保護の４つの分科会で討論をし、しながら、集合しました。そして、ハイキング・女性・機関誌・自然保護の４つの分科会で討論をし、

それぞれの分野で交流を深めました。そして、それぞれごとに懇親会を行いました。特筆すべきはそれぞれの分野で交流を深めました。そして、それぞれごとに懇親会を行いました。特筆すべきは

この懇親会の食べ物を実行委員会が準備しました。玉井会長もその先頭で関東煮の煮炊きをしてこの懇親会の食べ物を実行委員会が準備しました。玉井会長もその先頭で関東煮の煮炊きをして

いました。翌日は全体集会で、出席者による成果の確認を行い、解散後は、自然保護委員会のお世話いました。翌日は全体集会で、出席者による成果の確認を行い、解散後は、自然保護委員会のお世話

で、羽束山を越えてのハイキングをしながらの下山となりました。で、羽束山を越えてのハイキングをしながらの下山となりました。

　そして、４０周年行事の最後がこの記念誌の発行です。単に冊子によるものだけでなく、永久保　そして、４０周年行事の最後がこの記念誌の発行です。単に冊子によるものだけでなく、永久保

存を意図し、さらに必要な部分の取出しができ、今後の発展の資料にしやすくなるという目的でＣ存を意図し、さらに必要な部分の取出しができ、今後の発展の資料にしやすくなるという目的でＣ

Ｄ－Ｒを利用した電子機器による記念誌も発行することにしました。しかし、決してすべてを網羅Ｄ－Ｒを利用した電子機器による記念誌も発行することにしました。しかし、決してすべてを網羅

したものではありません。紙面の関係・資料確認等のため不足している部分もあることをご承知くしたものではありません。紙面の関係・資料確認等のため不足している部分もあることをご承知く

ださい。ださい。

　各会・各クラブにおかれましては、４０年にわたる兵庫の労山活動を収録した、この記念誌が新　各会・各クラブにおかれましては、４０年にわたる兵庫の労山活動を収録した、この記念誌が新

たな発展へ向けての原動力となることを願っています。たな発展へ向けての原動力となることを願っています。

　最後に、震災後の事務所の移転や資料保存が不十分という悪条件の中、何度も会議を重ね発行に　最後に、震災後の事務所の移転や資料保存が不十分という悪条件の中、何度も会議を重ね発行に

こぎつけていただきました編集委員のご苦労には心からお礼申し上げます。こぎつけていただきました編集委員のご苦労には心からお礼申し上げます。
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－　兵庫労山の夜明け　－－　兵庫労山の夜明け　－

連盟創設前史と創設のころ連盟創設前史と創設のころ

西宮明昭山の会会長西宮明昭山の会会長    原原  水水  章章  行行

■■  勤労者山岳会の結成と時代の背景勤労者山岳会の結成と時代の背景

　まず勤労者山岳会（労山）がいつどのように生まれたのか、　まず勤労者山岳会（労山）がいつどのように生まれたのか、4040年前という当時のことを知る会員年前という当時のことを知る会員

も少なく、はるか遠くなったこの頃では、今後振り返る機会も一層少なくなると思われるので少しも少なく、はるか遠くなったこの頃では、今後振り返る機会も一層少なくなると思われるので少し

触れたい。触れたい。

　　19601960年５月、東京で伊藤正一氏（北ア・三俣小屋など経営者）が中心となって全国組織として「勤年５月、東京で伊藤正一氏（北ア・三俣小屋など経営者）が中心となって全国組織として「勤

労者山岳会労者山岳会｣(｣(後に東京勤労者山岳会）が結成された。これは“日本山岳会後に東京勤労者山岳会）が結成された。これは“日本山岳会""あるいはイギリスの“アあるいはイギリスの“ア

ルパインクラブ”のような全国的に単一の組織をイメージしたものであろうか。当時出された結成ルパインクラブ”のような全国的に単一の組織をイメージしたものであろうか。当時出された結成

趣意書の呼びかけ人には趣意書の呼びかけ人には､､かの「日本百名山」の深田久弥氏かの「日本百名山」の深田久弥氏､､「花の百名山」の田中澄江さんらをはじ「花の百名山」の田中澄江さんらをはじ

め、当時の進歩的な学者・芸術家・文化人・政治家が名を連ねている。め、当時の進歩的な学者・芸術家・文化人・政治家が名を連ねている。

　「勤労者山岳会」はそれまでの有閑層や学生などに取って代わって当時すでに主流となりつつ　「勤労者山岳会」はそれまでの有閑層や学生などに取って代わって当時すでに主流となりつつ

あった勤労登山愛好者の間に大きな反響をよび、結成間もなく１千名の会員を擁したといわれてあった勤労登山愛好者の間に大きな反響をよび、結成間もなく１千名の会員を擁したといわれて

いる。しかしこれもつかの間、いる。しかしこれもつかの間、19621962年には活動が停滞し年には活動が停滞し､､一挙に一挙に200200人に減少してしまった。経験不人に減少してしまった。経験不

足に加えて有能な組織者に欠けていたのであろうか。足に加えて有能な組織者に欠けていたのであろうか。19601960年といえば、いわゆる“年といえば、いわゆる“6060年安保改定闘年安保改定闘

争”のころである。安保闘争という国民的な盛り上がりの中で労働組合も総評を中心に、かってな争”のころである。安保闘争という国民的な盛り上がりの中で労働組合も総評を中心に、かってな

く結束が強まっていた。それまで下積みになっていた青年労働者が大いに発言力をもち、上下の格く結束が強まっていた。それまで下積みになっていた青年労働者が大いに発言力をもち、上下の格

差が開いていた賃金も初任給が大幅に上がり、飢餓賃金からようやく脱却できようとしていた。ち差が開いていた賃金も初任給が大幅に上がり、飢餓賃金からようやく脱却できようとしていた。ち

なみにその頃私はすでに神戸の山岳会なみにその頃私はすでに神戸の山岳会((岳連加盟岳連加盟))の会員であったが、初任給の会員であったが、初任給80008000円くらいで就職、円くらいで就職、

毎年の昇給がせいぜい数百円、山の装備は給料１万円そこそこのころで特大のキスリングが毎年の昇給がせいぜい数百円、山の装備は給料１万円そこそこのころで特大のキスリングが4,0004,000

～～5,0005,000円、今とは比べものにならない劣悪な国産登山靴が円、今とは比べものにならない劣悪な国産登山靴が5,0005,000～～10,00010,000円、おまけに円、おまけに20002000円のＬ円のＬ

Ｐを買ってしまうともはや食うや食わずの、生きて来たのが不思議なくらいのどん底生活である。Ｐを買ってしまうともはや食うや食わずの、生きて来たのが不思議なくらいのどん底生活である。

山も一度遠出をすると後は借金返しに追われ、アルバイト（家庭教師）でようやく食いつないでい山も一度遠出をすると後は借金返しに追われ、アルバイト（家庭教師）でようやく食いつないでい

た。正業につきながら、新聞配達などのアルバイトに追われる職場の仲間も多く、まさに今日のワーた。正業につきながら、新聞配達などのアルバイトに追われる職場の仲間も多く、まさに今日のワー

キングプアの先輩であった。キングプアの先輩であった。

　政治的に追い詰められた政府・資本の譲歩であろう、安保闘争の後、給料は一挙に千円単位で大　政治的に追い詰められた政府・資本の譲歩であろう、安保闘争の後、給料は一挙に千円単位で大

幅に上がった。このような社会情勢を反映して国民の消費生活が進み始めた。幅に上がった。このような社会情勢を反映して国民の消費生活が進み始めた。

■■  ３人寄れば山岳会３人寄れば山岳会

　その前　その前19561956年には日本山岳会槙有恒氏らがマナスルの初登攀に成功、山の情報が発達し、勤労青年には日本山岳会槙有恒氏らがマナスルの初登攀に成功、山の情報が発達し、勤労青

年達の登山熱が燃え上がり、登山が流行した。職場や地域に山岳会が続々と結成された年達の登山熱が燃え上がり、登山が流行した。職場や地域に山岳会が続々と結成された｡｢｡｢３人寄れ３人寄れ

ば山岳会」という言葉も生まれたくらいである。それまでの「上流層・学生」から勤労者の登山に移っば山岳会」という言葉も生まれたくらいである。それまでの「上流層・学生」から勤労者の登山に移っ

たのである。たのである。
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　田口二郎氏（甲南高校・東大山岳部ＯＢ、ジャーナリスト）がその著「東西登山史考」　田口二郎氏（甲南高校・東大山岳部ＯＢ、ジャーナリスト）がその著「東西登山史考」((岩波・同時代岩波・同時代

ライブラリーライブラリー))でこのころの情勢について指摘している。「この（新しいスポーツ用品）産業を支えでこのころの情勢について指摘している。「この（新しいスポーツ用品）産業を支え

たのは戦後出現した大衆消費社会である。現代登山技術は大衆スポーツを地盤として新たに生またのは戦後出現した大衆消費社会である。現代登山技術は大衆スポーツを地盤として新たに生ま

れた。大衆スポーツ社会の成立したところ、それは水が低きに向かうように流れた。現代登山技術れた。大衆スポーツ社会の成立したところ、それは水が低きに向かうように流れた。現代登山技術

を支えるのは伝統的な上流層、教養層でなく、広い勤労者である。新しい社会層が熱情的にそれをを支えるのは伝統的な上流層、教養層でなく、広い勤労者である。新しい社会層が熱情的にそれを

支えた」支えた」

　「広い勤労者」「新しい社会層」とは、勤労青年のことである。中高年はやはり仕事と生活に追われ　「広い勤労者」「新しい社会層」とは、勤労青年のことである。中高年はやはり仕事と生活に追われ

て“蚊帳の外”、山どころではなく、山はほぼ完全に若者の世界であった。中高年はその後の“高度成て“蚊帳の外”、山どころではなく、山はほぼ完全に若者の世界であった。中高年はその後の“高度成

長政策長政策""“所得倍増政策“所得倍増政策""に追いまくられ、現在のような“主婦と年金生活者”を主流とする中高年登に追いまくられ、現在のような“主婦と年金生活者”を主流とする中高年登

山者の登場は、さらに山者の登場は、さらに1515年後、経済的・時間的なゆとり・社会福祉が進み、登山の優秀な衣服や装備年後、経済的・時間的なゆとり・社会福祉が進み、登山の優秀な衣服や装備

がさらに安価に入手できるようになるまで待たなければならなかった。思えば明昭が生まれたがさらに安価に入手できるようになるまで待たなければならなかった。思えば明昭が生まれた19751975

年頃がその端緒であろうか。年頃がその端緒であろうか。

■■  日本勤労者山岳連盟の結成日本勤労者山岳連盟の結成

　東京での「勤労者山岳会」結成の翌　東京での「勤労者山岳会」結成の翌19611961年には、「京都勤労者山岳会」が結成された。その後も全国年には、「京都勤労者山岳会」が結成された。その後も全国

的にいくつかの会がパラパラと作られた。的にいくつかの会がパラパラと作られた。

　そのような情勢のもと　そのような情勢のもと19631963年７月７日、ついに日本勤労者山岳連盟が結成され、画期的な一歩を年７月７日、ついに日本勤労者山岳連盟が結成され、画期的な一歩を

踏み出した。とはいえ伊藤正一氏からいただいた議事録によれば結成大会に出席したのは、東京、踏み出した。とはいえ伊藤正一氏からいただいた議事録によれば結成大会に出席したのは、東京、

京都、横浜、松本、徳島など僅か５会、ほかに代表不参加として記載されているのは、木曽、金沢、福京都、横浜、松本、徳島など僅か５会、ほかに代表不参加として記載されているのは、木曽、金沢、福

岡、東海地方など４会である。結局連盟結成当時に存在したのは９会に過ぎず、このうち何らかの岡、東海地方など４会である。結局連盟結成当時に存在したのは９会に過ぎず、このうち何らかの

形でその後存続したのは、東京・京都・福岡・松本など僅かに４会で、他はその後消滅した。形でその後存続したのは、東京・京都・福岡・松本など僅かに４会で、他はその後消滅した。

■■  労山への胎動労山への胎動

　私たちが、「西宮わかもの山岳会」　私たちが、「西宮わかもの山岳会」(1965(1965年に西宮勤労者山岳会に改称）を結成したのは全国連盟年に西宮勤労者山岳会に改称）を結成したのは全国連盟

結成２カ月後の結成２カ月後の19631963年９月７日である。これは近畿では京都労山に次いで２番目年９月７日である。これは近畿では京都労山に次いで２番目､､全国でも全国でも1010番目番目

の会である。“彗星”のように出現したこの会は、彗星のように消え去らなかったばかりでなく、県の会である。“彗星”のように出現したこの会は、彗星のように消え去らなかったばかりでなく、県

連創立の大きな推進力になった。西宮労山はどのように生まれたのだろう。連創立の大きな推進力になった。西宮労山はどのように生まれたのだろう。

　安保闘争が一段落したころ、当時私が所属していた山岳会は鹿島槍ヶ岳の冬季バリエーション　安保闘争が一段落したころ、当時私が所属していた山岳会は鹿島槍ヶ岳の冬季バリエーション

ルートの登攀をねらって活動していた。私もそのメンバーに選ばれ、期するところがあった。しかルートの登攀をねらって活動していた。私もそのメンバーに選ばれ、期するところがあった。しか

しし1010月にルートの偵察に出掛けた先輩の１名が鹿島槍ヶ岳北俣本谷で遭難、それをきっかけにも月にルートの偵察に出掛けた先輩の１名が鹿島槍ヶ岳北俣本谷で遭難、それをきっかけにも

ろくも分裂崩壊してしまった。目標を失ってしまった私は、やがて職場の団結の一助にと職場で山ろくも分裂崩壊してしまった。目標を失ってしまった私は、やがて職場の団結の一助にと職場で山

岳会を作った。そのうちに職場外からも、山へ連れて行ってエ、と何人か参加し始めた。それなら岳会を作った。そのうちに職場外からも、山へ連れて行ってエ、と何人か参加し始めた。それなら

いっそ地域的に活動しよう、憧れの女の子もどしどし入れよう、と一杯機嫌で相談し合ったのがいっそ地域的に活動しよう、憧れの女の子もどしどし入れよう、と一杯機嫌で相談し合ったのが

19631963年の夏山（立山～剱岳～仙人池～阿曽原コース）の仙人池ヒュッテであった。年の夏山（立山～剱岳～仙人池～阿曽原コース）の仙人池ヒュッテであった。

　剣沢の剣山荘の主人から頼まれた身内の北海道の大学生の志鷹某君を仙人池ヒュッテに無事送　剣沢の剣山荘の主人から頼まれた身内の北海道の大学生の志鷹某君を仙人池ヒュッテに無事送

り届けて、食い放題の歓待を受けて、クダを巻きながら会の名前も決まったり届けて、食い放題の歓待を受けて、クダを巻きながら会の名前も決まった｡｢｡｢西宮わかもの山岳会」西宮わかもの山岳会」

であった。当時はいわゆる“わかものサークル”も多く、そのような名前が何の衒いもないほどわれであった。当時はいわゆる“わかものサークル”も多く、そのような名前が何の衒いもないほどわれ
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われも若かったわれも若かった!?!?。。

■■  兵庫初、兵庫初、２番目西宮での労山の結成２番目西宮での労山の結成

　　19631963年９月７日、ついに「西宮わかもの山岳会」の結成に漕ぎつけた。会員募集のビラがどこから年９月７日、ついに「西宮わかもの山岳会」の結成に漕ぎつけた。会員募集のビラがどこから

どこへまわったのか、当日集まったのは何と約どこへまわったのか、当日集まったのは何と約4040名、会場は名、会場は2020歳前後の若い男女の熱気が立ち込め歳前後の若い男女の熱気が立ち込め

た。不肖独身青年、張り切らざるを得ない。た。不肖独身青年、張り切らざるを得ない。

　この席上、私は“全国の山岳会と連帯して会を発展させよう”と日本勤労者山岳連盟への加盟を　この席上、私は“全国の山岳会と連帯して会を発展させよう”と日本勤労者山岳連盟への加盟を

参加者に訥々と訴えた。その後早速伊藤正一氏に手紙を出し、日本勤労者山岳連盟の資料をお願い参加者に訥々と訴えた。その後早速伊藤正一氏に手紙を出し、日本勤労者山岳連盟の資料をお願い

した。伊藤さんからは丁重な手紙とともに前記議事録や規約・「よびかけ」が送られてきた。した。伊藤さんからは丁重な手紙とともに前記議事録や規約・「よびかけ」が送られてきた。

　日本勤労者山岳連盟の所在や伊藤正一さんを知ったのは、　日本勤労者山岳連盟の所在や伊藤正一さんを知ったのは、19631963年７月に発行された同氏の著作年７月に発行された同氏の著作

「勤労者登山教室」（新興出版社・真昼文庫）を偶然書店で見つけたからである。初歩の技術書ではあ「勤労者登山教室」（新興出版社・真昼文庫）を偶然書店で見つけたからである。初歩の技術書ではあ

るが序章の短い行間に、登山の正しい大衆化とそれをはばむ条件、英雄主義・逃避的登山と山岳至るが序章の短い行間に、登山の正しい大衆化とそれをはばむ条件、英雄主義・逃避的登山と山岳至

上主義のあやまり、官僚的登山組織の欠陥上主義のあやまり、官僚的登山組織の欠陥､､などが指摘されていた。その中の一節、『登山は勤労者などが指摘されていた。その中の一節、『登山は勤労者

大衆のもの……より進歩したアルピニズムは、よりよき社会機構の中から生まれるもの……あな大衆のもの……より進歩したアルピニズムは、よりよき社会機構の中から生まれるもの……あな

たが山を愛するならば、この日たが山を愛するならば、この日

本の社会にも目を向け、平和な本の社会にも目を向け、平和な

住みよい社会であることも愛し住みよい社会であることも愛し

てほしい。そして登山の正しいてほしい。そして登山の正しい

大衆化のために力を出していた大衆化のために力を出していた

だきたい』に、これや！と胸がふだきたい』に、これや！と胸がふ

るえた。このような考えは勤労るえた。このような考えは勤労

者山岳会の設立趣意書に簡潔に者山岳会の設立趣意書に簡潔に

盛り込まれている盛り込まれている｡｡

　山に行きたくても金も暇もな　山に行きたくても金も暇もな

く、思うように行けない貧乏青く、思うように行けない貧乏青

年にとっては、それまでの“金持年にとっては、それまでの“金持

ちのお遊び的”登山界を何か手ちのお遊び的”登山界を何か手

の届かない虚しさ、を感じていの届かない虚しさ、を感じてい

た。新しい“登山運動”ともいうた。新しい“登山運動”ともいう

べき風の流れに心をゆさぶられべき風の流れに心をゆさぶられ

た。た。

■■  “西宮わかもの山岳会“西宮わかもの山岳会""のの

孤軍奮闘孤軍奮闘

　さて「西宮わかもの山岳会」結　さて「西宮わかもの山岳会」結

成後、張りきって早速全国連盟成後、張りきって早速全国連盟

に加盟を申し込んだ。しかし東に加盟を申し込んだ。しかし東県連結成を伝える当時のニュース県連結成を伝える当時のニュース
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京からはナシのつぶて、会員にさんざ宣伝した手前、引っ込みがつかない思いであった。京からはナシのつぶて、会員にさんざ宣伝した手前、引っ込みがつかない思いであった。

　年が明けてようやく東京勤労者山岳会（「勤労者山岳会」が改称）の事務局らしい人からハガキが　年が明けてようやく東京勤労者山岳会（「勤労者山岳会」が改称）の事務局らしい人からハガキが

１枚舞い込み、秋に穂高で遭難者を出し、その処理に追われていたと釈明されていた。しかも１枚舞い込み、秋に穂高で遭難者を出し、その処理に追われていたと釈明されていた。しかも1,0001,000

名はいると聞いていた東京労山会員は“ただ今名はいると聞いていた東京労山会員は“ただ今5050名”とあった。　ともあれ名”とあった。　ともあれ19641964年２月から加盟し年２月から加盟し

たものの、機関紙もなく、連絡も交流も皆無、連盟は無いに等しい有り様であった。こうなったら自たものの、機関紙もなく、連絡も交流も皆無、連盟は無いに等しい有り様であった。こうなったら自

分たちでやるしかないと腹をくくった。分たちでやるしかないと腹をくくった。

　今日では普通になっている会の運営組織や方法、例えば総会、運営委員会、専門部、集会、各種講　今日では普通になっている会の運営組織や方法、例えば総会、運営委員会、専門部、集会、各種講

習会、会報、サークル活動、登山バス、スキーバス、などはこのころから基本をつくったといってよ習会、会報、サークル活動、登山バス、スキーバス、などはこのころから基本をつくったといってよ

いい｡｡モデルは何もなく、すべて自分たちで考えたモデルは何もなく、すべて自分たちで考えた｡｡　今でこそ登山バスやスキーバスなどは、ツーリ　今でこそ登山バスやスキーバスなどは、ツーリ

ストをはじめ盛んだが、当時はどこもやらなかった。同じ山岳会仲間からも、バスで山へ行くの？、ストをはじめ盛んだが、当時はどこもやらなかった。同じ山岳会仲間からも、バスで山へ行くの？、

とびっくりされた。だから参加者はいくらでも集まった。登山バスの効用は会員募集と財政活動でとびっくりされた。だから参加者はいくらでも集まった。登山バスの効用は会員募集と財政活動で

あった。参加者が若いので初心者でも体力的に心配なく、バスの中ではコーラスやゲームで大騒ぎ、あった。参加者が若いので初心者でも体力的に心配なく、バスの中ではコーラスやゲームで大騒ぎ、

これがまた大変な人気であった。これがまた大変な人気であった。

　会を作ってからの山の技術面などは、山岳会時代の経験が役に立った。会の運営面では少数の　会を作ってからの山の技術面などは、山岳会時代の経験が役に立った。会の運営面では少数の

リーダーリーダー((リーダー会リーダー会))中心の当時の山岳会の運営を反面教師としながら、労働組合やサークルの中心の当時の山岳会の運営を反面教師としながら、労働組合やサークルの

民主的な運営の経験を大きくとりいれ、会員の要求や意見が幅広く反映されるように運営委員会民主的な運営の経験を大きくとりいれ、会員の要求や意見が幅広く反映されるように運営委員会

をつくった。会が彗星のように消え去らなかったのは、技術面で当時の山岳会の伝統を引き継ぎなをつくった。会が彗星のように消え去らなかったのは、技術面で当時の山岳会の伝統を引き継ぎな

がら、組織面では従来のボス支配的な山岳会のをやめ、民主的な運営を取り入れたことにある、とがら、組織面では従来のボス支配的な山岳会のをやめ、民主的な運営を取り入れたことにある、と

思っている。思っている。

■■  全国連盟のリニューアル全国連盟のリニューアル･･スタートスタート

　　19651965年も近くなって時代は急速に動きはじめていた。勤労青年の間での登山がますます盛んに年も近くなって時代は急速に動きはじめていた。勤労青年の間での登山がますます盛んに

なり、山岳会やグループ、大学でも大規模なワンゲルが次々と生まれた。今の明昭でもこのころになり、山岳会やグループ、大学でも大規模なワンゲルが次々と生まれた。今の明昭でもこのころに

登山をしていた方、ワンゲルで活躍した方がそこそこの年になって登山をしていた方、ワンゲルで活躍した方がそこそこの年になって､､“夢よ“夢よ､､もう一度”と入会するもう一度”と入会する

方も多い。記憶のある方も多いと思うが、休日の前夜の国鉄大阪駅には、“ちくま方も多い。記憶のある方も多いと思うが、休日の前夜の国鉄大阪駅には、“ちくま""など夜行列車をなど夜行列車を

待つ登山者の列が蛇のうねりのように何重にもできた。列車は座席の下にももぐりこみ、通路ばか待つ登山者の列が蛇のうねりのように何重にもできた。列車は座席の下にももぐりこみ、通路ばか

りかデッキも満員で、われわれもデッキに座り込んで、早朝現地に着くころには“トリスりかデッキも満員で、われわれもデッキに座り込んで、早朝現地に着くころには“トリス((ウイスウイス

キーキー)")"が何本かカラになり、朝っぱらからチドリ足で登って行くこともあった。が何本かカラになり、朝っぱらからチドリ足で登って行くこともあった。

　勤労者山岳会も全国あちらこちらで結成の動きが現れた。それらの多くは、登山技術でも組織運　勤労者山岳会も全国あちらこちらで結成の動きが現れた。それらの多くは、登山技術でも組織運

営でも手腕があり、また熱意のある幹部が中心になっていた。営でも手腕があり、また熱意のある幹部が中心になっていた。

　　19641964年、東京でも従来の東京労山に次いで南部地域に年、東京でも従来の東京労山に次いで南部地域に､｢､｢南部山岳会」が結成された。それととも南部山岳会」が結成された。それととも

に南部山岳会からわれわれの所にも美しく手なれた会報が送られてきた。その会報からは南部山に南部山岳会からわれわれの所にも美しく手なれた会報が送られてきた。その会報からは南部山

岳会がやがては発展的に解消して各地域に新しい会を組織し、東京都連を確立し、全国連盟を強化岳会がやがては発展的に解消して各地域に新しい会を組織し、東京都連を確立し、全国連盟を強化

しょうとの展望がわれわれにも伝わり、大いに励まされた。しょうとの展望がわれわれにも伝わり、大いに励まされた。

　南部山岳会の大きな働きもあって、　南部山岳会の大きな働きもあって、6565年８月に上高地で「第１回全国登山祭典」が開かれること年８月に上高地で「第１回全国登山祭典」が開かれること

になり、これと併せて全国連盟第２回総会が開かれることになった。会場は上高地の奥小梨平でになり、これと併せて全国連盟第２回総会が開かれることになった。会場は上高地の奥小梨平で

あったあった
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　これに向けて　これに向けて､｢､｢西宮わかもの山岳会」は６月に会名を「西宮勤労者山岳会」に改称した。私も西宮わかもの山岳会」は６月に会名を「西宮勤労者山岳会」に改称した。私も3030歳歳

を超えを超え､､“わかもの”でもなかろうと気恥ずかしくなっていたので胸をなでおろした。“わかもの”でもなかろうと気恥ずかしくなっていたので胸をなでおろした。

■■  数百の会数百の会､､数万の会員を掲げる数万の会員を掲げる

　上高地祭典には西宮労山からも数人が参加した。太郎平から黒部五郎、槍へ縦走、槍沢をかけ下っ　上高地祭典には西宮労山からも数人が参加した。太郎平から黒部五郎、槍へ縦走、槍沢をかけ下っ

ての参加であった。会場にはすでに大勢の若者たちが集まり、それぞれの会旗が翻っていた。各会ての参加であった。会場にはすでに大勢の若者たちが集まり、それぞれの会旗が翻っていた。各会

が掲げる会旗は色・デザインともバラバラ、われわれの旗もその日の青空のように目の覚めるようが掲げる会旗は色・デザインともバラバラ、われわれの旗もその日の青空のように目の覚めるよう

な空色で、当時は旗の色もマークも今日のように統一されていなかった。な空色で、当時は旗の色もマークも今日のように統一されていなかった。

　総会とはいえ正式の代表は少なく、　総会とはいえ正式の代表は少なく、1010指にも満たなかった。近畿では京都と西宮だけ、大多数は指にも満たなかった。近畿では京都と西宮だけ、大多数は

労山に関心をもち各地で結成をもくろむオブザーバーで、参加者は労山に関心をもち各地で結成をもくろむオブザーバーで、参加者は2222都道府県の都道府県の9191人であった。こ人であった。こ

れら大勢のオブザーバーに取り囲まれての熱気のこもる総会は印象的で今もまぶたに甦る。れら大勢のオブザーバーに取り囲まれての熱気のこもる総会は印象的で今もまぶたに甦る。

　バンガローでは、松本労山といっしょで、夜を徹しての“自主交流”であった。どのバンガローも　バンガローでは、松本労山といっしょで、夜を徹しての“自主交流”であった。どのバンガローも

そうであったろう。それでも翌日の分散会では、皆ケロリとして夢中でしゃべりあっていた。若くそうであったろう。それでも翌日の分散会では、皆ケロリとして夢中でしゃべりあっていた。若く

エネルギッシュ、かつ情熱的であった。エネルギッシュ、かつ情熱的であった。

　この総会の最大の成果は「数百の会、数万の会員」を打ち出し　この総会の最大の成果は「数百の会、数万の会員」を打ち出し､｢､｢趣意書」の精神に基ずいて勤労者趣意書」の精神に基ずいて勤労者

山岳会（労山）を拡大強化する方針を打ち出したことである。この総会と総会後に開かれた交流会山岳会（労山）を拡大強化する方針を打ち出したことである。この総会と総会後に開かれた交流会

で会員で会員100100名をこえて活発に活動していた西宮労山は“創意的かつ情熱的”と評され、われわれも胸名をこえて活発に活動していた西宮労山は“創意的かつ情熱的”と評され、われわれも胸

を張って活動を紹介した。を張って活動を紹介した。

■■  燎原の火のように燎原の火のように

　この総会・登山祭典をジャンプ台に労山は燎原の火のよ　この総会・登山祭典をジャンプ台に労山は燎原の火のよ

うに全国に燃えひろがり始めたうに全国に燃えひろがり始めた｡｡以後核となった南部山岳以後核となった南部山岳

会など東京と近辺の会を中心に事務局が生まれ、連盟とし会など東京と近辺の会を中心に事務局が生まれ、連盟とし

ての活動がスタート、組織整備がはかられた。事実上の連盟ての活動がスタート、組織整備がはかられた。事実上の連盟

発足といってよかろう。発足といってよかろう。

　　6565年年1111月には第１回登山学校が富士山で開かれ、谷川岳月には第１回登山学校が富士山で開かれ、谷川岳

で遭難死された吉尾弘会長（当時東京都連会長）がコーチをで遭難死された吉尾弘会長（当時東京都連会長）がコーチを

しているしている｡｡これには西宮労山からも受講生を送ったこれには西宮労山からも受講生を送った｡｡　　6666年年

２月には初めての機関紙「全国労山」が創刊された。全国連盟も全国の登山愛好者の熱意に支えら２月には初めての機関紙「全国労山」が創刊された。全国連盟も全国の登山愛好者の熱意に支えら

れ、大きく前進しょうとしていた。れ、大きく前進しょうとしていた。

　われわれも　われわれも､､兵庫に何としても複数の会を兵庫に何としても複数の会を､､そして県連を結成しよう、と決意した。上高地祭典後そして県連を結成しよう、と決意した。上高地祭典後

の西宮労山第５回総会で「兵庫にの西宮労山第５回総会で「兵庫に700700名名､､西宮に西宮に200200名の会員を、そして県連の結成を」目標に掲げた。名の会員を、そして県連の結成を」目標に掲げた。

労働組合のような部厚な議案書を大量につくり全国に郵送した。今日では多くの会で普通になっ労働組合のような部厚な議案書を大量につくり全国に郵送した。今日では多くの会で普通になっ

ているが、それまでの山岳会では見られなかったものである。　西宮労山のそれからの各方面へのているが、それまでの山岳会では見られなかったものである。　西宮労山のそれからの各方面への

働きかけは熾烈を極めた。自会の拡大に取り組むとともに、少しのコネをつかむと山岳会の結成を働きかけは熾烈を極めた。自会の拡大に取り組むとともに、少しのコネをつかむと山岳会の結成を

口説いた。尼崎に、宝塚に、神戸に、そして大阪にまで働きかけた。口説いた。尼崎に、宝塚に、神戸に、そして大阪にまで働きかけた。
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■■  ついに県連を結成！ついに県連を結成！

　翌　翌19661966年２月にはまず尼崎労山と宝塚労山の結成に漕ぎ着けた。そして３月にはついに県都神年２月にはまず尼崎労山と宝塚労山の結成に漕ぎ着けた。そして３月にはついに県都神

戸に神戸労山が生まれた。これを待って四者で早速準備会をつくり、４月戸に神戸労山が生まれた。これを待って四者で早速準備会をつくり、４月1616日に兵庫県連を結成す日に兵庫県連を結成す

ることに決まった。西宮労山結成後２年と６カ月である。ることに決まった。西宮労山結成後２年と６カ月である。

　この頃にはお隣の大阪には、城東労山、東大阪労山など数会が生まれ、東京に次いで一足先に大　この頃にはお隣の大阪には、城東労山、東大阪労山など数会が生まれ、東京に次いで一足先に大

阪府連を発足させていた。さすが大阪の実力である。これに次いで兵庫は３番目の県連となる。阪府連を発足させていた。さすが大阪の実力である。これに次いで兵庫は３番目の県連となる。

　県連結成の会場の西宮中央公民館に集まったのは４会から約　県連結成の会場の西宮中央公民館に集まったのは４会から約5050名、当時の状況を名、当時の状況を6666年５月年５月1414日日

に発行された「労山兵庫県連」創刊号が、当時の雰囲気をよく伝えているので紹介しょう。に発行された「労山兵庫県連」創刊号が、当時の雰囲気をよく伝えているので紹介しょう。

　『４月　『４月1616日、待望の県連結成総会が行われ日、待望の県連結成総会が行われ､､遂に県連が発足しました。会場の西宮中央公民館には、遂に県連が発足しました。会場の西宮中央公民館には、

尼崎・西宮・宝塚・神戸の４労山の代表約尼崎・西宮・宝塚・神戸の４労山の代表約5050名が集まって和やかに明るい雰囲気の中で山崎西宮副名が集まって和やかに明るい雰囲気の中で山崎西宮副

会長の司会で行われました。武原準備会会長からあいさつと「８月の第２回登山祭典までに７００会長の司会で行われました。武原準備会会長からあいさつと「８月の第２回登山祭典までに７００

名の組織に」と運動方針の提案され、ついで原水準備会事務局長から、６年前に東京において“勤労名の組織に」と運動方針の提案され、ついで原水準備会事務局長から、６年前に東京において“勤労

者山岳会”が発足して以来の経過の報告。中村氏（神戸会長）から規約の提案、倉内氏（宝塚会長）か者山岳会”が発足して以来の経過の報告。中村氏（神戸会長）から規約の提案、倉内氏（宝塚会長）か

ら予算案の提案がありました。全国連盟をはじめ数多くの祝電が披露され、満場一致で諸議案が採ら予算案の提案がありました。全国連盟をはじめ数多くの祝電が披露され、満場一致で諸議案が採

択されました。択されました。

　第２部に入っては、旧知のようにうちとけた雰囲気で交流が行われました。各会の出し物、日頃　第２部に入っては、旧知のようにうちとけた雰囲気で交流が行われました。各会の出し物、日頃

山で鍛えたノド山で鍛えたノド､､『キジとトイレ』まさにウンチクをかたむけた落語や、大胆な御仁の“祝砲”の一発『キジとトイレ』まさにウンチクをかたむけた落語や、大胆な御仁の“祝砲”の一発

に及んでは満場笑いころげる始末で底抜けの明るさに及んでは満場笑いころげる始末で底抜けの明るさ､､楽しさでした』　ちなみに祝砲を放った“大楽しさでした』　ちなみに祝砲を放った“大

胆な御仁”とは前県連会長の大学肇氏（現神戸ハイキングクラブ）である。胆な御仁”とは前県連会長の大学肇氏（現神戸ハイキングクラブ）である。

　県連結成総会で選出された役員の名簿を参考までに掲げておこう。　県連結成総会で選出された役員の名簿を参考までに掲げておこう。

    会長～原水章行（西宮）／副会長～中村定逸（神戸）・倉内司朗（宝塚）／事務局長～会長～原水章行（西宮）／副会長～中村定逸（神戸）・倉内司朗（宝塚）／事務局長～    山崎一美（西山崎一美（西

宮）／運営委員～大学肇（神戸）・木藤昭明（神戸）・岡崎寛治（西宮）・渡辺四郎（西宮）・上温湯初（尼宮）／運営委員～大学肇（神戸）・木藤昭明（神戸）・岡崎寛治（西宮）・渡辺四郎（西宮）・上温湯初（尼

崎）・坂井正昭・坂西美和子（宝塚）・坂口禎示右（宝塚）／全国常任運営委員～武原勉（尼崎）／会計監崎）・坂井正昭・坂西美和子（宝塚）・坂口禎示右（宝塚）／全国常任運営委員～武原勉（尼崎）／会計監

査～後藤久宣（尼崎）・土橋健二郎（神戸）査～後藤久宣（尼崎）・土橋健二郎（神戸）

　県連の結成を記念して翌４月　県連の結成を記念して翌４月1717日には摩耶山で日には摩耶山で｢｢記念集中登山記念集中登山｣｣が行われ、各会からが行われ、各会から4747名が参加名が参加

したした｡｢｡｢労山兵庫県連」創刊号では次のように述べられている。労山兵庫県連」創刊号では次のように述べられている。

　『奥摩耶山荘横の盆地の中央に大たき火を囲み、うたごえ・フオークダンス・ゲームを楽しみ、摩　『奥摩耶山荘横の盆地の中央に大たき火を囲み、うたごえ・フオークダンス・ゲームを楽しみ、摩

耶山は若さが一ぱい、希望も一ぱい、正に歴史的なムードである』耶山は若さが一ぱい、希望も一ぱい、正に歴史的なムードである』

　何しろ　何しろ4040年前のこと、皆若い。年前のこと、皆若い。

■■  県連の発展と３つの方式県連の発展と３つの方式

　県連の結成は、その後の県内の労山組織の拡大強化を進める大きなはずみをつけ、強力な原動力　県連の結成は、その後の県内の労山組織の拡大強化を進める大きなはずみをつけ、強力な原動力

になった。今も変わらないが、組織を増やす有力な手段となったのが、いわゆる　①根分け（分離）、になった。今も変わらないが、組織を増やす有力な手段となったのが、いわゆる　①根分け（分離）、

②組織活動（働きかけ）、③分割である。①は少数の一部の会員が新しい会を結成すること、②はつ②組織活動（働きかけ）、③分割である。①は少数の一部の会員が新しい会を結成すること、②はつ

ながりのある人への働きかけ、③は会を対等に分割すること、で①②は西宮労山が過去に盛んに行ながりのある人への働きかけ、③は会を対等に分割すること、で①②は西宮労山が過去に盛んに行

い、③は新たに行った大胆な施策である。い、③は新たに行った大胆な施策である。

    当時の県連の４労山は緊密に連携をとりつつどの会も創造的な活動を展開、また会員と会の拡当時の県連の４労山は緊密に連携をとりつつどの会も創造的な活動を展開、また会員と会の拡
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大に真摯に取り組んだ。県連のその後の新たな発展は、多くの会がこれらの会を母体として生まれ大に真摯に取り組んだ。県連のその後の新たな発展は、多くの会がこれらの会を母体として生まれ

ていることからも明らかである。ていることからも明らかである。

　　19661966年４月の結成後２年間に、東播・芦屋・姫路・甲子園と次々に会が結成され年４月の結成後２年間に、東播・芦屋・姫路・甲子園と次々に会が結成され､､４つの会４つの会200200人か人か

ら８つの会ら８つの会400400人へと倍増した。活動も、岩登り教室、山の映画会、大山登山バス、神鍋スキーバス、人へと倍増した。活動も、岩登り教室、山の映画会、大山登山バス、神鍋スキーバス、

六甲全山縦走大会など県連としての行事が続々と行われた。親睦をはかりながら、かつ日ごろ鍛え六甲全山縦走大会など県連としての行事が続々と行われた。親睦をはかりながら、かつ日ごろ鍛え

た成果を試そうと、た成果を試そうと、1212月に行われた「第１回六甲全山縦走大会」は現在も継続されているが、縦走参月に行われた「第１回六甲全山縦走大会」は現在も継続されているが、縦走参

加者は加者は6262名、サポート名、サポート2020名。塩屋からスタート、高倉山も健在で、昔ながらの伝統の完全なコースで名。塩屋からスタート、高倉山も健在で、昔ながらの伝統の完全なコースで

あった。スケールは小さいが今に続く生き生きとしたスタートであった。むろんまだ神戸市の全縦あった。スケールは小さいが今に続く生き生きとしたスタートであった。むろんまだ神戸市の全縦

も行われていない。も行われていない。

　このような力を背景に、　このような力を背景に、19681968年７～８月には、武原勉会長年７～８月には、武原勉会長((当時当時))がブルガリアのソフィアで開かがブルガリアのソフィアで開か

れた第９回世界平和友好祭に全国連盟代表の一員として参加されている。れた第９回世界平和友好祭に全国連盟代表の一員として参加されている。

　その後３方式を中心にさらに多くの会が生まれ、拡大が進み、各方面で現在につながる大きな力　その後３方式を中心にさらに多くの会が生まれ、拡大が進み、各方面で現在につながる大きな力

を発揮できるようになった。を発揮できるようになった。

　西宮労山は　西宮労山は19711971年には会員が年には会員が180180名になり、山岳会としては大き過ぎて運営が大ざっぱになると名になり、山岳会としては大き過ぎて運営が大ざっぱになると

いうので、会を対等に２つに割りいうので、会を対等に２つに割り､､一方を甲山労山として独立させた。いわゆる“分割”で、画期的で一方を甲山労山として独立させた。いわゆる“分割”で、画期的で

大胆な試みである。その後、これに倣う会も増えた。大胆な試みである。その後、これに倣う会も増えた。19721972年には尼崎労山が武庫労山と分割年には尼崎労山が武庫労山と分割､､さらにさらに

19741974年には神戸労山が３つの会に分割、年には神戸労山が３つの会に分割、19751975年には宝塚労山が２つに分割、その後も分割により多年には宝塚労山が２つに分割、その後も分割により多

くの会が誕生した。くの会が誕生した。

　私も分割の提唱者である手前、甲山労山に移った。その何年か後、私を含め２人が現在の西宮明　私も分割の提唱者である手前、甲山労山に移った。その何年か後、私を含め２人が現在の西宮明

昭山の会をつくることになる。最初に県連をつくった尼崎、宝塚、神戸などの会にも受け継がれ、そ昭山の会をつくることになる。最初に県連をつくった尼崎、宝塚、神戸などの会にも受け継がれ、そ

の後次々と新しい会が作られた。今日県連に加盟する会の多くのルーツは、これら４つの会にたどの後次々と新しい会が作られた。今日県連に加盟する会の多くのルーツは、これら４つの会にたど

りつくところが多い。りつくところが多い。

■■  中高年登山者の台頭と各種ハイキングクラブの発展中高年登山者の台頭と各種ハイキングクラブの発展

　　19731973年ごろから、各会の行う“公開ハイキング”“登山教室”や“バスハイク”にかってなく中高年年ごろから、各会の行う“公開ハイキング”“登山教室”や“バスハイク”にかってなく中高年

の姿が交じるようになってきた。意欲も体力も盛んな中高年パワーが台頭し始めた。それまでと比の姿が交じるようになってきた。意欲も体力も盛んな中高年パワーが台頭し始めた。それまでと比

べて社会的諸条件の向上とともに、欧べて社会的諸条件の向上とともに、欧

米からの優秀な登山用具が比較的安く米からの優秀な登山用具が比較的安く

手に入るようになったことも考えられ手に入るようになったことも考えられ

る。反対に、反比例するかのように若者る。反対に、反比例するかのように若者

の登山者が減りはじめる。の登山者が減りはじめる。

　　19751975年６月、県下の中高年ハイキン年６月、県下の中高年ハイキン

グクラブ先駆けとして西宮明昭山の会グクラブ先駆けとして西宮明昭山の会

が生まれた。甲山労山から２名の会員が生まれた。甲山労山から２名の会員

の根分けによってである。その後、の根分けによってである。その後、19771977

年には夙川ハイキングクラブが結成年には夙川ハイキングクラブが結成

((後に脱退後に脱退))、、19801980年尼崎労山から尼崎年尼崎労山から尼崎
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ハイキングクラブ、神戸労山から神戸ハイキングクラブハイキングクラブ、神戸労山から神戸ハイキングクラブ(1981(1981年年))、垂水労山から垂水ハイキングク、垂水労山から垂水ハイキングク

ラブラブ(1985(1985年年))、と続く。中高年ハイカーの増加という時代の変化を反映して山岳会からハイキング、と続く。中高年ハイカーの増加という時代の変化を反映して山岳会からハイキング

クラブの分離という新たな潮流が生まれたのである。県連がクラブの分離という新たな潮流が生まれたのである。県連が19831983年に開いた「第１回主婦のための年に開いた「第１回主婦のための

ハイキング講座」からは女性のクラブ「ＨＣあじさい」が生まれ、その後も「ＨＣあすなろ」「ＨＣ徒ハイキング講座」からは女性のクラブ「ＨＣあじさい」が生まれ、その後も「ＨＣあすなろ」「ＨＣ徒

歩徒歩」が続く。これも中高年女性のハイキング熱の高まりの反映であろう。山岳会からハイキン歩徒歩」が続く。これも中高年女性のハイキング熱の高まりの反映であろう。山岳会からハイキン

グクラブが生まれたり、県連の講習会などで新しいクラブが結成され、多くのハイキングクラブがグクラブが生まれたり、県連の講習会などで新しいクラブが結成され、多くのハイキングクラブが

生まれた。生まれた。

　勤労者山岳連盟（労山）も全国に波及し　勤労者山岳連盟（労山）も全国に波及し､､日本山岳連盟（岳連）に次いで２番目に大きい山岳団体日本山岳連盟（岳連）に次いで２番目に大きい山岳団体

として認知されるようになり、兵庫県連は東京に継ぐ地方組織になった。とはいえ、これまでは血として認知されるようになり、兵庫県連は東京に継ぐ地方組織になった。とはいえ、これまでは血

縁関係の会がほとんどで、いわば同族会社のようなもの、この上の発展はもっと広く多くのグルー縁関係の会がほとんどで、いわば同族会社のようなもの、この上の発展はもっと広く多くのグルー

プや個人が気安く加入できるような大衆的な開かれた組織への脱皮が必要であろう。特に大型のプや個人が気安く加入できるような大衆的な開かれた組織への脱皮が必要であろう。特に大型の

ハイキングクラブを一呑みするような間口の広さ、懐の深さが必要である。ハイキングクラブを一呑みするような間口の広さ、懐の深さが必要である。

　労山運動の発展とともに、活動が多様化した。ヒマラヤを主とした海外登山、自然保護活動・公害　労山運動の発展とともに、活動が多様化した。ヒマラヤを主とした海外登山、自然保護活動・公害

反対運動、安全対策、教育、女性と障害者の登山、その他各分野それぞれについて述べられていると反対運動、安全対策、教育、女性と障害者の登山、その他各分野それぞれについて述べられていると

おりである。おりである。

　歳月は流れ、県連結成　歳月は流れ、県連結成4040年、国・社会も変わったが、登山界の情勢も激しく変わった。一番の変化年、国・社会も変わったが、登山界の情勢も激しく変わった。一番の変化

は、かっての若者のスポーツ登山（アルピニズム）と山岳会の時代から、主流が中高年のハイキングは、かっての若者のスポーツ登山（アルピニズム）と山岳会の時代から、主流が中高年のハイキング

とハイキングクラブの時代に変化したことである。これは県連でも、各会の会員の平均年齢と志向とハイキングクラブの時代に変化したことである。これは県連でも、各会の会員の平均年齢と志向

で明らかである。で明らかである。

　それとともにツーリストによる商業登山が盛んになり、かってバスハイクや集団登山はわれわ　それとともにツーリストによる商業登山が盛んになり、かってバスハイクや集団登山はわれわ

れの専売特許であったが、今日ではツーリスト、スポーツ店、交通機関、自治体などがツアーやイベれの専売特許であったが、今日ではツーリスト、スポーツ店、交通機関、自治体などがツアーやイベ

ントを盛んに行っている。クラブに入らなくても金さえ払えば山に（エヴェレストにさえ）行くこントを盛んに行っている。クラブに入らなくても金さえ払えば山に（エヴェレストにさえ）行くこ

とができるのである。一方、山からは若者の姿がめっきり減り、学校山岳会・ワンゲルは何れも衰退とができるのである。一方、山からは若者の姿がめっきり減り、学校山岳会・ワンゲルは何れも衰退

している。登攀の目標を失ったクライマーたちはインドアクライミングに向かい、伝統のある多くしている。登攀の目標を失ったクライマーたちはインドアクライミングに向かい、伝統のある多く

の山岳会も会員が高齢化して自然死を待つばかり。労山も人ごとではない。の山岳会も会員が高齢化して自然死を待つばかり。労山も人ごとではない。

　中高年登山者・ハイカーは大きく増え続け　中高年登山者・ハイカーは大きく増え続け､､今日では国民的なスポーツ・リクリェーションとなっ今日では国民的なスポーツ・リクリェーションとなっ

ている。このこと自体はすばらしいことである。しかし、初歩的な事故遭難の急増一つを見ても、いている。このこと自体はすばらしいことである。しかし、初歩的な事故遭難の急増一つを見ても、い

ろいろな面で問題が大きい。青年をアルピズムに組織し、ろいろな面で問題が大きい。青年をアルピズムに組織し、

アルピズムの新たな発展という至難な活動と、中高年の登アルピズムの新たな発展という至難な活動と、中高年の登

山愛好者を大きく組織し、山へ行く機会を保証し、教育し、山愛好者を大きく組織し、山へ行く機会を保証し、教育し、

中高年のハイキングを正しく発展させることが今日求め中高年のハイキングを正しく発展させることが今日求め

らているといえよう。らているといえよう。
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兵庫県勤労者山岳連盟　　４０年の歩み
年 　　　県連盟の動き 　　　　社会情勢
1960 5.12 勤労者山岳会結成 1 日米安保条約調印

(S35) 7.11 総評が地方組織に労山結成の協力依頼 三井三池闘争

9 谷川岳遭難で銃撃によるザイル切断

1961 1 池田内閣　所得倍増計画

(S36) 8 ベルリンの壁できる

1962 10 キューバ封鎖

(S37) 新日本婦人の会結成

1963 7.7 日本勤労者山岳連盟結成 1 愛知大　薬師岳遭難
(S38) 9.7 西宮わかもの山岳会結成 6 黒四ダム完成

第１回全国青年スポーツ祭典

11 ケネディ大統領暗殺

1964 2 西宮わかもの山岳会、全国連盟に加盟 7 名神高速全線開通

(S39) 10 東海道新幹線開業

東京オリンピック

1965 6.26 ２ ベトナム北爆

(S40) 11 新日本体育連盟結成

8.26～
29

第１回全国登山祭典（上高地） 12 谷川岳遭難防止条例

1966 2.15 尼崎勤労者山岳会結成 2 東京都連連盟結成
(S41) 2.26 宝塚勤労者山岳会結成 大阪府連盟結成

3.20 神戸勤労者山岳会結成 5 中国　文化大革命

4.16 兵庫県勤労者山岳連盟結成 6 ビートルズ来日
7.31 第１回登山祭典（峰山高原） 8 第２回全国登山祭典

8.4 東播勤労者山岳会結成 11 全国連盟第１回登山学校（富士山）

10.7 芦屋勤労者山岳会結成 12 富山県登山届出条例

11.4～
6

第１回登山バス（大山）

12.4 第１回六甲全山縦走

1967 県連第１回スキーバス（神鍋） 2 小西正継らマッターホルン北壁登記登攀
(S42) 4 美濃部革新都政

3.18～
21

第１回冬山学校（氷ノ山） 8 松本深志高校西穂高で落雷による遭難

5.21 第２回登山祭典（六甲） 6.10 新体連兵庫県本部結成
8 姫路勤労者山岳会結成

11～4 第１回県連登山学校

京都、長野はじめ全国で労山結成の動き
が盛んになる

西宮わかもの山岳会を「西宮勤労者山岳
会」に改名

2.10～
12
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年 　　　県連盟の動き 　　　　社会情勢

1968 3.19 甲子園勤労者山岳会結成（1986.4解散） 1 マラソンの円谷選手　自殺

(S43) 7～8 第９回世界平和友好祭（ソフィア）に武
原会長参加

5 イタイイタイ病公害病認定

9.7 県連合同月見キャンプ（百丈河原） 8 ソビエトのチェコ侵入

10.19 六甲勤労者山岳会結成 9 水俣病公害病に認定

12 ３億円事件

1969 6.22 兵庫県連「遭難対策規定」制定 1 東大安田講堂占拠

(S44) 9.28 春風山岳会結成 5 第１回全国登山研究集会（名古屋）
11.22
～23

第１回学習交流集会 7 アポロ１１号人類初の月面着陸

1970 6.4 安保学習会 3 日本万国博覧会

(S45) 12.7 兵庫県から公害をなくす市民連絡会議に
加入

12 公害諸法成立

1971 1.24 4 大阪に黒田革新府政

(S46) 7 環境庁発足

5 郷土の山　自然破壊総点検 8 ビーナスライン美ヶ原に反対する会結成

7～72
年5

六甲（１７河川）水質一斉調査 8 第７回全国登山祭典において、ビーナス
ライン反対アピール

9～ ビーナスライン建設反対街頭署名

6.13 西宮労山分割西宮西労山（のち甲山労
山）誕生

10 氷ノ山大幹線林道建設反対の声明の発表
11.29
～23

第１回雪上技術講習会（立山）

7.10～
11

第３回登山研究集会（兵庫）

1972 3.9 神財労山（のち神戸みなと労山）結成 2 冬季札幌オリンピック

(S47) 3.26、
4.9

清水労山富士遭難捜索活動応援 連合赤軍「あさま山荘事件」

5.21 六甲の自然を守る統一行動 4 ニクソン訪中

5.28 高砂勤労者山岳会結成 5 沖縄復帰

6.3 伊丹勤労者山岳会結成 7 田中内閣　日本列島改造論

6.25 武庫労山、ブロック制を経て尼崎労山よ
り分離独立

9 石津順策氏（静岡県連理事長）不当解雇

9.22～
23

但馬の自然を守る登山大会 9 日中国交正常化

12.17 ＷＶ六甲（のち須磨労山）労山加盟

1973 1.27 山の会かじか　労山加盟 1 ベトナム和平交渉

(S48) 2.25 氷ノ山の自然を守る会結成 3 水俣病裁判患者勝訴

3.17～
21

第１回女子氷ノ山雪上技術講習会 8 金大中事件

5.20 第１回氷ノ山の自然を守る登山大会（第
６回県登山大会）第18回(1990)まで続く

11 オイルショック　狂乱物価

9.1 第１回女性会員のつどい

9.30 第１回公害なくせ県民大集会

10.8 県連岩登り合宿中、柳楽峰子さん（神戸
労山）前穂北尾根にて滑落死

登山学校「地域開発と自然破壊」「自然
破壊と公害」
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1974 1.25 ３１０キロ山岳会　労山に加盟 3

(S49) 3.10 神戸労山　３分割

4.21 川西労山結成 6 国土庁発足

5 明石労山　労山加盟（1982.7解散） 6 西日本活動者会議

5.26 西神戸山の会結成（元神戸労山） 10 第１回全国ハイキングクラブ研究交流集
会

6.2 新　神戸労山結成 田中金脈問題

6.9 摩耶山友会結成 11 八鹿高校事件

7.21 芦屋労山　淵上博さん　武庫川で水死

12.1 人権、教育　地方自治を守る県民大集会
（八鹿町）に１２労山４１名参加

12.5 第１期リーダー学校開校

1975 1.30 第１０回臨時総会 3 神戸市議会「核艦船入港拒否決議」

(S50) 新体連加盟　１０周年記念海外登山決定 4 カンボジア解放

4.21 川西労山結成（1982.5解散） 4.30 南ベトナム解放

6.1 西宮明昭山の会結成 5 日本女子登山隊エベレスト登頂

6 神戸港山の会、摩耶山友会より分離独立 11 神戸市　六甲全山縦走を開催

6.8 宝塚労山　２つに分割

6.22 神戸かたつむりの会　労山加盟

6.23 東灘労山　芦屋労山より分離独立

7.13 但馬労山結成

7.15 西宮北口労山結成（元宝塚労山）

7.29 逆瀬川労山（のち宝塚山の会）結成

8.29 北神山の会結成

1976 第１回組織学校 2 労山全国連盟総会

(S51) 趣意書（仮案）の提案

3.19 第３期リーダー学校卒業山行中　奥穂ロ
バの耳で遭難　安田勢喜さん凍死　４人
凍傷

7 ロッキード事件で田中首相ら逮捕

4.25 山歩渓山岳会　西宮労山より分離独立 9 米軍機横浜市内の住宅地に墜落

4.26 六甲労山から　垂水労山が分離独立

5.12 六甲労山から　垂水労山が分離独立 10 第１回全国自然保護集会

6.26～
27

第１回女性と登山についての全国討論集
会（兵庫）

7.31 兵障協　大台ヶ原登山バス

7.31～
8.5

第１回冒険学校（1999年冬まで続く）

12.25
～1.8

ネパールヒマラヤトレッキング

第１１回労山全国総会にて、総会及び全
登研の隔年開催決定。「遭対基金」発足

2.28～
3.4
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1977 第１回春の冒険学校 8 原水禁世界大会１４年ぶりに統一

(S52) 10 わが国初の岩登り競技会（中ア宝剣岳）

5 山岳会ホワイトピーク　みなと労山より
分離独立

11 三全総を閣議決定

4～ 氷ノ山調査山行　住民意識調査

5.5 尼崎労山　上田孝男さん鹿島槍赤岩尾根
で遭難

7～11 ナンダデビイ登山

11 氷ノ山保安林解除に対する意義申し立て

10.23 夙川ハイキングクラブ結成

1978 2.11 第１３回全国連盟総会で新趣意書決定 3 滋賀山友会　五竜岳で遭難　４人死亡

(S53) 10.22 六甲からゴミを一掃する運動スタート 5 国連軍縮特別総会

　（８月を除く　毎月１回　清掃登山）

1979 7～9 女子登山隊　CB１２登頂 3 スリーマイル島原発事故

(S54) 8.17 倉内氏への不当な懲戒処分の真実を知
り、その不服申立を 支援する集会

4 東京。大阪で保守知事

9 淡路労山結成 9 大杉谷吊り橋切断事故

11 姫路労山再建 12 ソ連アフガニスタン介入

1980 1 ロックガーデン階段化反対運動 1 社公連合政権構想

(S55) 5～6 シブリン登頂 モスクワオリンピックボイコット

5.18 尼崎ハイキングクラブ結成 8 ポーランド、自主労組設立

9.6 神戸中央労山　須磨労山から分離独立

1981 5.16 神戸ハイキングクラブ結成 3 第２臨調発足

(S56) 6.29 ロックガーデン階段化反対署名（１６万
人）環境庁長官に渡す

5 ミニヤコンカで８人遭難死

8 グリーンパトロール　アカゲラ　労山加
盟（８２年４月脱会）

12.19 親子ハイキングクラブ結成

12 芦谷川の自然を守る活動はじまる

1982 1.23 北神戸の自然と文化を守る会結成 5 国連ナイロビ環境会議

(S57) 　芦谷川を守る運動

3.21 神戸みなと労山　八ケ岳で雪崩遭難（11
人死亡）

6 第２回国連軍縮特別会議

山行自粛と遭難防止の論議 7 第２臨調基本答申

5.2 須磨労山　チュールウエスト峰6630m）
登頂

11 中曽根内閣発足

11.31 日ネ合同登山隊　キャリオルン峰
(6681m)初登頂

12 全民労協結成

11 兵庫山の会　解散

3.26～
28
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1983 2.18 3 第二次臨調最終答申

(S58) 4 東京ディズニーランド開園

3.8 芦谷川の自然を守る署名５万８千名分を
神戸市に提出

5 布引公園ロープウウエイ構想

4.3 第１回六甲山タイムトライアル 9 大韓航空機撃墜事件

8.15 五竜遠見尾根で西宮労山の辻宗郎さん転
落死

10 ロッキード事件田中（元首相）有罪判決

10.2 第１回各会対抗駅伝大会 12 安本訴訟判決

10～ 第１回主婦のためのハイキング講座 大杉谷吊り橋切断事故の判決

10.22 遭難を考える夕べ

1984 1.29 山の会アルプ、須磨労山から分離独立 2 植村直己、マッキンリーで消息を絶つ

(S59) 4～6 ジュニアリーダー講座 3 グリコ森永事件

7 神戸みなと労山、会員１７名で平和行進
の県内通し行進を達成

7 ロスアンゼルス五輪への参加、ソ連東欧
諸国ボイコット

8.11 西宮北口労山の黒田正さん、南ア赤石沢
で転落死

10 健康保険法改悪（本人１割負担）

9.30 甲山労山の森井祖一さん、東六甲縦走路
で転倒、心不全により死亡。

10.11 シブリン登山隊井上孝之氏に対する懲戒
処分の修正裁定（戒告処分）

1985 1.1 3 ソ連ゴルバチョフ書記長就任

(S60)

９月まで捜索活動 科学万博（つくば博）開幕

5.10～
11

組織交流会 4 ＮＴＴ、ＪＴ発足

6.8 第１回兵庫の山々清掃登山 8 日航ジャンボ機墜落事故

（対象を六甲から県内に広げる）

7.4 垂水ハイキングクラブ、垂水労山から分
離

7 平和行進に連盟として初参加

7.26～
29

視力障害者富士登山

10.8 インド・ケダルナート峰で須磨労山の斉
藤茂樹さん、雪崩に巻き込まれて遭難

1986 2 グループてくてく結成（1989.1脱退） 1 スペースシャトル発射直後に爆発

(S61) 2～4 第１回労山学校 4 男女雇用機会均等法施行

4～5 第１回ハイキングリーダー講座 ソ連チェルノブイリ原発事故

5.11 山の会こまくさ結成（1992.1脱退） 5 氷ノ山に多田ケルン

8.30～
31

肢体障害者登山、峰山高原 7 ４３号線道路公害判決

11 ハイキングクラブあすなろ労山加盟 11 伊豆大島三原山噴火

12.31 神戸労山の河村邦彦さん、西穂高岳独標
付近で遭難、疲労凍死

12 余部鉄橋列車転落事故

ナンダデビイ登山隊の倉内司郎氏に対す
る懲戒処分の修正裁定

宝塚山の会、鹿島槍で遭難（４名全員死
亡）
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1987 2.19 4 国鉄分割民営化

(S62) 6 リゾート法施行

4.26 須磨労山から北須磨山の会分離独立 9 北ア屏風岩で岩崩れ

10 県連事務所、芦屋から神戸（琴ノ緒町）
へ移転

11 「連合」発足

11.25 神戸市、布引公園整備とロープウエイ建
設計画発表（12.3白紙撤回を申し入れ）

12 明石労山結成

1988 10.2 布引・市ケ原の自然を守る会を結成 5

(S63)

10.21 六甲からごみを一掃する運動１０周年記
念集会

6 ブナと原生林・現代文明を考える全国集
会（第１回ブナ集会）

12 視力障害者登山、４回に分けて六甲全縦 9 ソウルオリンピック

12.13 アマチュア無線クラブ局開局 10 広域基幹林道「氷ノ山線」開通

1989 2.5 布引公園問題で中央区全戸ビラ配布 1 昭和天皇崩御

(H1) 2.26 神戸の自然を考えるシンポジウム 4 消費税導入（３％）

4.15～
16

全国ハイキング活動者会議（兵庫） 6 中国天安門事件

5.14 「布引公園」工事抗議集会 10 立山で中高年者遭難（死者８名）

5.28 岩登り技術研修会 11 ベルリンの壁崩壊

7～8 全国連盟第２回高所登山学校

ハンテングリ峰（7,010m）登頂

（山歩渓山岳会・西村牧代さん）

1990 1 木島長崎市長銃撃事件

(H2) 4 長野五輪、岩管山滑降コース断念

5.19～
20

第１８回氷ノ山の自然を守る登山大会
（最終）

4～9 大阪で「花の万博」

9～10 連盟創立２５周年記念海外登山 7 山野井泰史、南米パタゴニア・フイッツ
ロイ冬季単独初登頂

ガンゴトリⅢ峰登頂 10 バブル崩壊

10.7 六甲山系の自然を考えるパネルディス
カッション

12.6 「オリンピックと自然保護」講演会

（和田蔵次氏）

1991 2 第１回雪山ハイキング講座 1 湾岸戦争勃発

(H3) 4.13 連盟結成２５周年記念レセプション 5 信楽高原鉄道列車事故

4.16 メラピークＫＯＢＥ労山加盟 10 長谷川恒男らウルタルⅡ峰で遭難

5.18～
19

第１回兵庫の山々一斉登山 ＪＩＡＡワールドカップ東京大会

6.7 ハイキングクラブ徒歩徒歩、結成 12 ゴルバチョフ大統領就任、ソビエト連邦
解体

8～9 神戸中央労山ムルキラ峰登頂

9～10 メラピークＫＯＢＥ、メラピーク登頂

神戸市議会へ裏六甲カントリーゴルフ場
建設反対の陳情（屏風谷の自然を守る活
動）

1.27～
28

日・中・ネ合同チョモランマ登山、テレ
ビ中継

第８回女性会員の集い「田部井純子氏講
演」
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1992 1 第１回アマチュア無線士受験講座 7 ＰＫＯ協力法による自衛隊海外派遣

(H4) 3 ＲＣ研究会 バルセロナオリンピック

10 ゴルフ場問題意見広告に参加 9 毛利衛さんスペースシャトルで宇宙へ

11 三俣山荘撤去命令を撤回させる運動 12 気圧の単位「ミリバール」から「ヘクト
パスカル」へ

1993 3.14 組織担当者交流集会 3 六甲山頂、米軍より返還

(H5) 4.3 近畿ブロック搬出法講習会 7 北海道西南沖地震、奥尻島で死者１８１
名

7 平和行進大学会長が県内通し行進 8 細川連立内閣誕生

「兵庫労山」毎月定期発行に 12 屋久島、白神山地が世界遺産に登録

9.18 各会リーダー交流会 群馬山岳連盟隊、厳冬期のエベレスト南
西壁から登頂

10.3 六甲山からゴミを一掃する運動１５周年
記念集会

1994 第１回近畿ブロック雪崩講習会 6 松本サリン事件

(H6) 村山連立内閣誕生

3.14 組織担当者交流会 9 関西国際空港開港

5.28～
29

救急法搬出法講習会 10 大江健三郎氏にノーベル文学賞

6.12 無線委員会設置

7 ＲＣ研究会、ヨセミテクライミング

8.14 明石労山、野口浩二さん扇ノ山で遭難

9～10 メラピークＫＯＢＥ、トウクチェピーク
登頂

1995 1～ 震災により殆どの活動が休止状態に 1.17 阪神・淡路大震災

(H7) （会員３名死亡、１８会が事務所を失
う）

3 地下鉄サリン事件

2.12 岩と雪の会こぶし結成 4 統一地方選挙で青島東京都知事、横山
ノック大阪府知事が誕生

2.19 各会代表者会議で被災状況把握 5 中国が地下核実験

（全国連盟役員出席） 9 沖縄兵による小学女児暴行事件

3～ 六甲山系４０コースの登山道点検活動 フランスムルロア環礁で地下核実験

タイムトライアル中止 11 ネパールで大量雪崩遭難

4.2 「兵庫労山」発行再開（２・３月号休
刊）

沖縄大田知事代理署名を拒否

5.8 被災市と兵庫県に登山道点検結果に基づ
き整備の要望と義捐金を渡す

5.14 六甲山からゴミを一掃する活動再開

（２月～４月は休止）

7.1 兵庫労山救助隊発足

10.21
～22

氷ノ山一斉登山

12.3 第３０回六甲全縦（東コースを追加）

1.14～
16
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1996 3 第１４回タイムトライアル（最終） 2 管直人厚相が薬害エイズ問題で謝罪

(H8) 4.1 はりま山岳会結成 7 アトランタオリンピック

4～8 第１回中級ハイキングリーダー講座 9 小西正継マナスルで遭難

4.14 連盟創立３０周年記念レセプション 12 広島原爆ドーム、厳島神社が世界遺産に

9.2 六甲山登山道再調査 ペルー日本大使公邸人質事件

1997 1.26 1 ナホトカ号、石油流失事故

(H9) 4 消費税率が５％に

4.25 兵庫視力障害者の生活と権利を守る会結
成３０周年記念・三瓶山登山

農水省諫早湾干拓地の堤防封鎖強行

10.10 明昭山の会の溝渕和彦さんが金剛山で心
筋梗塞により死亡

12 介護保険法成立

12.7 第３２回六甲全縦（西コースも追加） 地球温暖化防止京都会議

1998 3～ 六甲山系に植樹活動 2 冬季オリンピック長野大会

(H10) （クリーン＆グリーン作戦） 3 キトラ古墳石室星宿図発見

5.19 多田繁次さん死亡（９２歳） 5 全国連盟チョモランマ登頂（8名）

6～ 六甲山系河川水質調査（～99年3月） インドとパキスタンが地下核実験

6～11 中級ロッククライミングスクール サッカーくじ法成立

9～10 はりま山岳会ほか、中国四川省連花夕照
連山登頂

7 和歌山カレー毒物混入事件

9.16 「武庫川ダム建設中止を求める要望書」
県知事に提出

8 上高地で群発地震

10.4 ゴミ一掃20周年記念集会 北朝鮮のテポドン三陸沖に着弾

兵庫県知事表彰「くすのき賞」受賞

10.31
～11.1

全国自然保護集会六甲集会

1999 第1回武庫川渓谷清掃 3 オリンピック招致不正疑惑

(H11) 7 ＮＴＴ分割

6.13 規約改正（大型会の連盟費軽減） 8 国旗・国歌法成立

7～ 第1回インドアクライミングスクール 玄倉川でキャンパー遭難（死者13人）

10.1 ＢＥＲＧ松涛会加盟

11.6 西日本女性交流集会９９ＩＮ ＭＹ ＲＯ
ＫＫＯ

2000 2 3

(H12)

3.13 全国連盟吉尾弘会長が谷川岳一ノ倉沢で
遭難

4 介護保険制度スタート

4～ 武庫川ダム建設中止を求める署名活動開
始

7 三宅島雄山噴火

6.10 ハイキングクラブ丹波山遊会結成 10 旧石器発掘捏造事件

9.2 北摂山の会結成

10.8 高御位山遊会結成

11～ 六甲山系湧き水調査

11.19 新スポ連クライミングコンペ全国大会

（兵庫労山主管）

淡路労山３名と南但山歩会２名のパー
ティー、氷ノ山で遭難

文部省登山研究所の冬山研修（大日岳）
で雪庇崩壊により２学生遭難

武庫川ダム環境アセスメントに意見書提
出

5.9・
6.6
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年 　　　県連盟の動き 　　　　社会情勢

2001 1 「兵庫労山のしおり」作成 2 ハワイ沖えひめ丸原潜衝突事故

(H13) 2～ ゴミ一掃活動を年11回から6回に変更 4 小泉内閣誕生

3～4 武庫川県民ウオーク（源流から河口ま
で）

9 国内初の狂牛病認定

7 武庫川円卓会議を結成 アメリカ同時多発テロ

10.27
～28

西日本視覚障害者交流登山（船上山） 10 米英軍アフガニスタンで空爆

11.27 女性委員会「谷口凱夫氏講演会」

2002 3.22 神戸カタツムリの会、江藤敏行さん 1 雪印牛肉偽装事件

(H14) 五竜岳で一酸化炭素中毒死 4 家電リサイクル法施行

4.20 自然保護委員会「小泉武栄氏講演会」 7 富士山エコフォーラム

6 インターネット委員会発足 9 日朝首脳会談

7.13 西神戸山の会の林文夫さん、愛知川で溺
死

10 北朝鮮拉致被害者5人帰国

9.1 円卓会議「武庫川シンポジウム」

9～ 第1回ハイキングリーダー学校

2003 1.19 県連交流集会（３３会１４０名） 3 米英軍がイラク攻撃開始

(H15) 4 すずらん山歩会結成 7 九州地方集中豪雨

6.8 新スポ県連盟加盟を解消し、協賛団体と
なる

宮城地震

6 視力障害者の会「ハイキング・カメ０
３」結成

9 十勝沖地震

10.5 ゴミ一掃２５周年摩耶山頂集会 11 イラクで日本人外交官殺害

11.8 女性委員会「山野井妙子氏講演会」

12.15 武庫川ダム建設反対署名５万名を県へ提
出

2004 1.24 大日岳訴訟支援労山の会結成 1 鳥インフルエンザ感染発覚

(H16) 2.1 ハイキングクラブはりま加盟 2 イラクへ陸上自衛隊派遣

3.9 旧ＨＣあじさいから「六甲ハイク」分離
独立

10 新潟中越地震

4.1 マイクロバス一括手配事業スタート 12 インド洋大津波

4.6 旧ＨＣあじさいの解散により「ハイキン
グクラブ・レディーバード」結成

5.23 メラピークＫＯＢＥ横山琴美さん、県連
中級ＲＣＳ不動岩で転落死

7.28 ゴミ一掃活動で環境大臣賞受賞

9.18～
19

諫早湾・普賢岳へ、長崎労山と交流

11.29 組織交流会「会の悩み、徹底討論」

2005 3.12 播磨地区労山地域別交流会 4 ＪＲ宝塚線脱線事故

(H17) 4.24 西宮労山、土屋孝右衛さん富士山で滑落
死

8 全国連盟隊ガッシャブルムⅠ峰登頂

11.26 女性部会「渡邊玉枝さん講演会」
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年 　　　県連盟の動き 　　　　社会情勢

2006 2～3 運営委員会要請セミナー開催 1 ライブドア・ショック

(H18) 3.23 ４０周年記念植樹「労山の森づくり」 6 北朝鮮がミサイル発射

5.27～
28

４０周年記念「氷ノ山集中登山記念集
会」

7 陸上自衛隊イラクから撤収

7.16 山歩渓山岳会の牧逸生さん、比良口ノ深
谷で転落死

9.24 ４０周年記念集会（記念講演「鹿屋体育
大学教授 山本正嘉氏」、記念式典、懇
親会」

10.8 垂水労山の安田尚代さん、前穂高岳で疲
労凍死

11.6 登山事故防止に関する非常事態宣言

～07.5事故防止のための代表者会議（５
回）

11.11
～12

４０周年記念「氷ノ山集中登山記念集
会」分野別交流会＆集中ハイキング」

11.26 武庫労山の井上比香子さん、六甲西山谷
で転落死
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 兵 庫 県 連 盟 歴 代 役 員 一 覧 表 

回
数 西暦 和暦 月日 会長 副　会　長 理事長 事務局長

1 1966 S41 4/16 原水章行 中村定逸、倉内司郎 － 山崎一美
2 1967 S42 3/15・28 武原 勉 中村定逸、倉内司郎 － 原水章行
3 1968 S43 4/21 武原 勉 笠井 大、倉内司郎 － 原水章行
4 1969 S44 6/22 倉内司郎 笠井 大、武原 勉、原水章行 － 金田幸三
5 1970 S45 6/28 武原 勉 大学 肇、田渕創生、原水章行 倉内司郎 武藤鞆美
6 1971 S46 10/31 武原 勉 大学 肇、田渕創生、原水章行 倉内司郎 武藤鞆美
7 1972 S47 10/22 武原 勉 大学 肇、田渕創生、原水章行、金田幸三 倉内司郎 武藤鞆美
8 1973 S48 10/28 武原 勉 大学 肇、田渕創生、原水章行、金田幸三 倉内司郎 武藤鞆美
9 1974 S49 10/26・27 武原 勉 大学 肇、田渕創生、原水章行、金田幸三 倉内司郎 武藤鞆美
⑩ 1975 S50 1/30 武原 勉 大学 肇、田渕創生、原水章行 倉内司郎 武藤鞆美
11 1975 S50 11/8 武原 勉 大学 肇、田渕創生、原水章行 倉内司郎 武藤鞆美
12 1976 S51 11/6・7 武原 勉 大学 肇、田渕創生、原水章行 倉内司郎 武藤鞆美
13 1978 S53 6/17・18 大学 肇 田渕創生、原水章行 倉内司郎 武藤鞆美
14 1979 S54 6/16・17 大学 肇 田渕創生、原水章行 倉内司郎 玉井進吾郎
15 1980 S55 8/30・31 大学 肇 田渕創生、原水章行 倉内司郎 玉井進吾郎
⑯ 1980 S55 11/14・15 大学 肇 田渕創生、原水章行 倉内司郎 玉井進吾郎
17 1981 S56 6/20・21 大学 肇 田渕創生、原水章行 倉内司郎 玉井進吾郎
⑱ 1982 Ｓ57 3/15 大学 肇 田渕創生、原水章行 倉内司郎 玉井進吾郎
19 1982 Ｓ57 6/12・13 大学 肇 田渕創生、熊田 正 倉内司郎 玉井進吾郎
20 1983 Ｓ58 6/11・12 大学 肇 田渕創生、熊田 正 玉井進吾郎 井上幸隆
21 1984 Ｓ59 6/9・10 大学 肇 田渕創生、熊田 正 玉井進吾郎 井上幸隆
22 1985 Ｓ60 6/15・16 大学 肇 田渕創生、小山睦男、三宅静夫、森本晴夫 玉井進吾郎 井上幸隆
23 1986 Ｓ61 6/14・15 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、森本晴夫、久保冨三夫 玉井進吾郎 井上幸隆
24 1987 Ｓ62 6/13・14 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、森本晴夫、久保冨三夫 玉井進吾郎 井上幸隆
25 1988 Ｓ63 6/11・12 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、森本晴夫、久保冨三夫 玉井進吾郎 阪本千佳子
26 1989 Ｈ1 6/10・11 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、久保冨三夫、原水章行 玉井進吾郎 阪本千佳子
27 1990 Ｈ2 6/9・10 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、久保冨三夫、原水章行 玉井進吾郎 阪本千佳子
28 1991 Ｈ3 6/8・9 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、久保冨三夫、原水章行 清郷雅秋 阪本千佳子
29 1992 Ｈ4 6/13・14 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、久保冨三夫、原水章行、玉井進吾郎 清郷雅秋 中井 護
30 1993 Ｈ5 6/12・13 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、久保冨三夫、原水章行、玉井進吾郎 西村牧代 中井 護
31 1994 Ｈ6 6/11・12 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、玉井進吾郎 西村牧代 中井 護
32 1995 Ｈ7 6/18 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、玉井進吾郎 西村牧代 中井 護
33 1996 Ｈ8 6/9 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、玉井進吾郎 喜多伸介 中井 護
34 1997 Ｈ9 6/8 大学 肇 小山睦男、三宅静夫、玉井進吾郎、森浜牧代 喜多伸介 中井 護
35 1998 Ｈ10 6/14 大学 肇 玉井進吾郎、森浜牧代、井上幸隆 喜多伸介 鬼塚孝二
36 1999 Ｈ11 6/13 大学 肇 玉井進吾郎、森浜牧代、井上幸隆 喜多伸介 鬼塚孝二
37 2000 Ｈ12 6/11 大学 肇 玉井進吾郎、森浜牧代、井上幸隆 喜多伸介 鬼塚孝二
38 2001 Ｈ13 6/10 大学 肇 玉井進吾郎、森浜牧代、井上幸隆 喜多伸介 中井 護
39 2002 Ｈ14 6/9 大学 肇 玉井進吾郎、井上幸隆、中井 護 喜多伸介 阿部順一郎
40 2003 Ｈ15 6/8 大学 肇 玉井進吾郎、井上幸隆、中井 護 喜多伸介 阿部順一郎
41 2004 Ｈ16 6/13 大学 肇 玉井進吾郎、井上幸隆、中井 護 喜多伸介 阿部順一郎
42 2005 Ｈ17 6/12 玉井進吾郎 井上幸隆、中井 護 喜多伸介 阿部順一郎
43 2006 Ｈ18 6/11 玉井進吾郎 中井 護、村上悦朗 喜多伸介 阿部順一郎

注：○は臨時大会
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加盟山岳会一覧表 2006年6月

男性 女性 合計
０１ 　西宮勤労者山岳会 1963/9/7 32名 32名 64名
０２ 　尼崎山の会 1966/2/14 11名 0名 11名
０３ 　神戸勤労者山岳会 1966/3/20 42名 26名 68名
０４ 　アルペン芦山 1966/10 41名 27名 68名
０５ 　須磨勤労者山岳会 1968 17名 22名 39名
０６ 　神戸カタツムリの会 1968/1/9 46名 72名 118名
０７ 　春風山岳会 1969/9/28 7名 4名 11名
０８ 　甲山勤労者山岳会 1971/6/13 28名 27名 55名
０９ 　山の会　　かじか 1972/1/25 55名 72名 127名
１０ 　神戸みなと勤労者山岳会 1972/3/9 18名 9名 27名
１１ 　武庫勤労者山岳会 1972/6/25 90名
１２ 　伊丹勤労者山岳会 1972/6/10 27名 21名 48名
１３ 　西神戸山の会 1974/5/26 39名 39名 78名
１４ 　山岳会　ホワイトピーク 1977/5 4名 5名 9名
１５ 　摩耶山友会 1974/6/9 64名 47名 111名
１６ 　西宮明昭山の会 1975/6/1 279名 401名 680名
１８ 　東灘勤労者山岳会 1975/6 10名 7名 17名
１９ 　但馬勤労者山岳会 1975/7/13 4名 3名 7名
２０ 　西宮北口勤労者山岳会 1975/7/15 9名 17名 26名
２２ 　垂水勤労者山岳会 1976/4/26 22名 33名 55名
２３ 　神戸港山の会 1976/6 31名 29名 60名
２４ 　宝塚山の会 1975/7/29 22名 21名 43名
２５ 　山歩渓山岳会 1976/4/25 60名 43名 103名
２６ 　淡路勤労者山岳会 1979/9 2名 2名 4名
２７ 　尼崎ハイキングクラブ 1980/5 35名 40名 75名
２８ 　神戸中央山の会 1980/9/6 65名 40名 105名
２９ 　神戸ハイキングクラブ 1981/5/16 19名 18名 37名
３０ 　山の会　　アルプ 1984/1/29 25名 28名 53名
３１ 　南但山歩会 5名 2名 7名
３２ 　垂水ハイキングクラブ 1985/7/4 10名 9名 19名
３３   ハイキングクラブ　あすなろ 1986/1/24 0名 15名 15名
３４ 　北須磨山の会 1987/4/26 7名 15名 22名
３５ 　明石山の会 1987/12/12 21名 22名 43名
３６ 　メラ・ピーク　KOBE 1991/4 9名 2名 11名
３７ 　ハイキングクラブ　徒歩徒歩 1991/6/7 0名 11名 11名
３８ 　やまぼうし 1993/12/12 2名 21名 23名
３９ 　岩と雪の会　こぶし 1995/2/12 13名 3名 16名
４０ 　はりま山岳会 1996/4/1 24名 5名 29名
４１ 　Berg　松涛会 1999/10/1 3名 6名 9名
４２ 　ハイキングクラブ  丹波山遊会 2000/6/10 1名 1名 2名
４３ 　北摂山の会 2000/9/2 25名 13名 38名
４４ 　地球クラブ 1名 1名 2名
４５ 　高御位山遊会 2000/10/8 27名 15名 42名
４６ 　すずらん山歩会 2003/4 1名 4名 5名
４７ 　ハイキングクラブ　カメ０３ 2003/6 10名 11名 21名
48 　ハイキングクラブ　はりま 2003/8/1 19名 21名 40名
49 　六甲ハイク 2004/3/9 0名 17名 17名
50 　ハイキングクラブ レディバード 2004/4/6 0名 23名 23名
51 　姫路山の会 2004/11/14 22名 14名 36名

会番号 会　　　名 創立年月日 会員数
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終りに（編集後記）終りに（編集後記）

　兵庫労山創立４０周年記念誌の作成は１年前の第４３回定期総会後に開始されましたが、必死　兵庫労山創立４０周年記念誌の作成は１年前の第４３回定期総会後に開始されましたが、必死

になり出したのは今年に入ってからでした。事務所移転や震災により、資料は散逸、事務所の書類になり出したのは今年に入ってからでした。事務所移転や震災により、資料は散逸、事務所の書類

も未整理であったため、各編集委員は記録を捜し出し、数字をあたるのに非常に苦労しました。とも未整理であったため、各編集委員は記録を捜し出し、数字をあたるのに非常に苦労しました。と

いう訳で数字等に間違いがあるかもしれませんがお許し下さい。いう訳で数字等に間違いがあるかもしれませんがお許し下さい。

　結局、常任理事をはじめ、当時の担当者に協力をいただきました。各会の皆様にもアンケート等　結局、常任理事をはじめ、当時の担当者に協力をいただきました。各会の皆様にもアンケート等

でお世話になりました。この場をお借りしてお礼申し上げます。でお世話になりました。この場をお借りしてお礼申し上げます。

　今回の記念誌の作成にあたっては「過去を記録するだけでなく、未来に生かせるものを」との考　今回の記念誌の作成にあたっては「過去を記録するだけでなく、未来に生かせるものを」との考

えから編集し、電子データー化にもつとめました。えから編集し、電子データー化にもつとめました。

　この４０周年記念誌がこれと一緒に作る電子データー（ＰＤＦ等）とともに、これからの兵庫労　この４０周年記念誌がこれと一緒に作る電子データー（ＰＤＦ等）とともに、これからの兵庫労

山・各会で十分活用されることを期待しております。山・各会で十分活用されることを期待しております。

　　

　１９７０年５月　１９７０年５月

　　　　　　　　　　兵庫県勤労者山岳連盟創立４０周年記念誌編集委員会　　　　　　　　　　兵庫県勤労者山岳連盟創立４０周年記念誌編集委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　安留　紘一（甲山勤労者山岳山）　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　安留　紘一（甲山勤労者山岳山）

　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　原水　章行（西宮明和山の会）　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　原水　章行（西宮明和山の会）

　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　玉井進吾郎（メラピークＫＯＢＥ）　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　玉井進吾郎（メラピークＫＯＢＥ）

　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　村上　悦郎（神戸中央山の会）　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　村上　悦郎（神戸中央山の会）

　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　寺内　　進（西神戸山の会）　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　寺内　　進（西神戸山の会）

　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　田中　朋芳（神戸みなと勤労者山岳会）　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　田中　朋芳（神戸みなと勤労者山岳会）

　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　坂西美和子（西宮北口勤労者山岳会）　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　坂西美和子（西宮北口勤労者山岳会）

　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　玉木　光男（山の会かじか）　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　玉木　光男（山の会かじか）

　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　南　　哲哉（淡路勤労者山岳会）　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　南　　哲哉（淡路勤労者山岳会）

　　　　　　　　　　ご協力いただいた方々　　　　　　　　　　ご協力いただいた方々

　　　　　　　　　　　　　　　　喜多　伸介（伊丹勤労者山岳会）　　　　　　　　　　　　　　　　喜多　伸介（伊丹勤労者山岳会）

　　　　　　　　　　　　　　　　西村　牧代（山歩渓山岳会）　　　　　　　　　　　　　　　　西村　牧代（山歩渓山岳会）

　　　　　　　　　　　　　　　　中井　　護（摩耶山友会）　　　　　　　　　　　　　　　　中井　　護（摩耶山友会）

　　　　　　　　　　　　　　　　阿部順一郎（垂水勤労者山岳会）　　　　　　　　　　　　　　　　阿部順一郎（垂水勤労者山岳会）





 

発　行　発　行　20072007年年66月　兵庫県勤労者山岳連盟　月　兵庫県勤労者山岳連盟　

〒〒651-0095651-0095　　

　神戸市中央区旭通　神戸市中央区旭通33丁目丁目4-124-12

前田ビル４Ｆ前田ビル４Ｆ

TELTEL　　(078)222-2463(078)222-2463

FAXFAX　　 (078)222-2109 (078)222-2109

　　http://www.nextftp.com/hyougo-rousan/http://www.nextftp.com/hyougo-rousan/

　　Mail:hyougo-waf@d4.dion.ne.jpMail:hyougo-waf@d4.dion.ne.jp




